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　序章　着火の発ほつ端たん







「ほら、兄ちゃん。せいぜい祈りな」

「何に？」

「知らねぇよ。神様じゃねぇのか？」

「信用ならないな。お前に祈った方が、まだマシだ」

「違いねぇ」

　埃ほこり臭くさい路地裏──そこにある一軒の酒場に、男の笑い声が響ひびく。どこの街にも、日陰者のようにひっそりと佇たたずむ酒場はあって、決まってそこには下品な男がいる。

　オスカー・オズワルドは、そんな酒場の一店にいた。五つしかないテーブル席でふてぶてしくタバコを吸い、たまに思い出したように安酒を舐なめる。店内には他ほかにも数人の客がいたが、どいつも人相が悪く、堅かた気ぎではない風ふう貌ぼうをしていた。

　──もっとも、オズワルドも人相の悪さなら彼らに引けを取らない。ボサボサの黒髪に、荒れた時代に揉もまれて荒すさんだ瞳ひとみ。古いショルダーガード付きのコートを纏まとい、つま先が擦すり切きれたブーツを履はいた足を横おう柄へいに組んでいる。なにより、その傍かたわらにあるのは人の身の丈ほどもある大剣。鞘さやに収まったままでも、人に叩たたきつければ容た易やすく骨が砕けるだろう。銃がはびこる今の時代でこんなものを持つオズワルドは、とにかく目立っていた。

「それじゃあ、俺おれにお祈りは済んだか？　ほらよ」

　オズワルドと同じテーブルに座る二人の男──そのうち、歯が欠けた方の一人が、カードを五枚渡してくる。手元にやってきた手札をあけてみると、なんの役もないブタのカードだった。チラリと顔を上げると、ディーラー役とは別のもう一人──頬ほおにでかい黒子ほくろのある男がニヤニヤ笑っている。

「さーて、麗うるわしのレディ。貴女あなたにはこれを捧げよう」

　ディーラー役の歯っ欠けが、オズワルドの隣となりにいる女にカードを配る。

　こんな薄汚い酒場には似合わない、美しい女性だ。長い赤毛に、愁うれいを帯びて細められた大きな瞳。露ろ出しゆつの多い服では隠し切れない白い肌は、暗い店内に良く映はえる。テーブルで頬ほお杖づえをついた腕には、否いや応おうなく豊満な胸が押しつけられており、他の客がチラチラと盗み見ていた。

　オズワルドと並べば、美女と野や獣じゆうである。男臭い酒場の紅一点。彼女の他にもカウンター席には女が一人いたが、まだ子供なうえ、この場所に相応ふさわしく腰に物ぶつ騒そうな物をぶら下げているのでノーカンだ。

　カードを受け取った女性──クロウ・ロシェリアは、自分の手札を見てため息をついたあとで、テーブルの上に二枚伏せる。

「これ、交換お願いね」

「おいおい。もっと考えなくてもいいのか？　負けたらお嬢じようさんは俺おれ達と夜のデートだぜ？」

「そっちこそ、私達が勝ったら例の情報を教える約束、忘れてないでしょうね？」

　ロシェは悪戯いたずらっぽく首を傾かしげ、交換されてきたカードを受け取った。だが、手札を見て、難むずかしそうに眉まゆを顰ひそめる。

「わかってるさ。勝てたら──の話な。……兄ちゃんはどうする？」

「そうだな……」

　黒子ほくろに問われ、オズワルドはのんびりとタバコの煙を吐き出した。その瞬しゆん間かん、ふいに膝ひざにくすぐったい感触が訪れる。細い、女の指で撫なでられる感触だ。チラリと隣となりを見ると、ロシェは片手で手札を見ながら考えるふりをしている。もう片方は、テーブルの下にあった。

　オズワルドは膝に感じる指の動きに集中する。指はゆっくり動いており、「D・any」と綴つづっていた。──なるほど……なんでもいいからダイヤ柄が欲しいらしい。

　幸い、手札にはダイヤの２がある。

「このままでいい」

　そう言いつつ、オズワルドはテーブルの下に手を入れ、膝の上にあるロシェの手を指で二回叩たたく。すると彼女は微ほほ笑えみ、テーブルに身を乗り出した。
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「私はどうしようかしら……この役で勝てるか不安だわ」

　身を乗り出したロシェの胸が、テーブルの上に乗っかる。胸が下から押し上げられ、谷間が強調された。ゴロツキ二人の鼻の下が伸び、視線がそちらに向く。

　──その隙すきに、オズワルドは自分のダイヤの２と、ロシェがわざとらしく手札から飛び出させていたカードを素早く入れ替えた。

「……悩んでも仕方ない……勝負よ」

　いざ、オープン。ゴロツキ二人の役は、スリーカードとツーペアだった。オズワルドはブタ。そして、ロシェの手札はダイヤのフラッシュだ。

「はい、私の勝ち」

　ゴロツキ達の目が見開かれる。だが、それは一いつ瞬しゆん。彼らはすぐに腰に手を伸ばした。

「テメェら！　イカサマしやがったなッ！」

　そして銃を引き抜く──はずだった。

　甲かん高だかい鉄てつ擦ずれの音と共に、オズワルドが傍かたわらに置いていた鉄の塊かたまりを引き抜く。抜刀の動作と同時に振り下ろされた鉄塊は、銃を男の手から叩たたき落おとし、勢い余ってカードが散らばるテーブルをも砕いた。

「お互い様だろ？　人にブタのカード掴つかませておいてよ」

　割れたグラスの破片と、切断されたカードが宙を舞まう。

「な、なんだその剣はッ！」

　オズワルドの持つ得え物もの──それは、刀身にダイヤモンドが均等に装着されていた。ダイヤの刃はくすんだ照明でも眩まばゆく光り輝き、その強固な存在感を惜しみなく周囲に主張している。機械仕掛けの鍔つば元もとには、ワイヤーを引っ張るグリップがついており、剣のシルエットを持ちながら、そこにエンジンが装着されていることを表していた。

　これは大剣というより、ダイヤの刃を持ったチェーンソー。名を、ライトイーブンという。

「よかったな。こいつはエンジン回さなきゃナマクラだよ。──だから、安心してぶっ飛びな」

　オズワルドがライトイーブンを振り上げる。その先せん端たんが、下から男の顎あごをとらえ、カチ上げた。凶きよう暴ぼうな一いち撃げきは男の身体からだを軽々と上方に吹き飛ばし、綺き麗れいに頭だけ天井にめり込ませる。まるで首くび吊つりだ。男の身体がプラプラ揺れるたびに、天井の木き屑くずと一緒に、彼の袖そで口ぐちからカードがパラパラと落ちてくる。

「こ、この！　動くな！　この女の頭に穴が開くぞ！」

　難なんを逃れたもう一人が、ロシェに銃を突きつける。だが、それでもロシェは怯おびえるそぶりすら見せない。ちゃっかりライトイーブンの一撃から守っていた自分のグラスを傾かたむけ、呆あきれたように目を細めた。

「やめときなさい。銃の扱いじゃ敵かなわないわよ」

「はっ！　嬢じようちゃん、この状態から早はや撃うちでもするつもり──」

　男の言葉を、銃声が遮さえぎった。同時に、彼の手から銃が弾はじけ飛とぶ。男は手を押さえ、「なっ──」と言葉を詰まらせた。ロシェは、少しも動いていない。

　見れば、カウンター席にいた少女が、ジュースを飲みながら銃を構かまえていた。まるで西せい部ぶ劇げきに出てくるガンマンのような少女である。その手に持つ銃口からは、緩ゆるやかに煙が立ち上っていた。彼女は金髪に被かぶせたテンガロンハットの鍔つばを銃口で押し上げると、八重歯を見せて笑う。

「へっへー。貸し１ねー」

「わかったから、早く銃をしまってくれ。こいつらより、お前の流れ弾の方が怖い」

「ありがとシェリル。お礼にアイス頼んでいいわよ」

　金髪のガンマン──シェリルは「やったー！」と両手を上げると、カウンターに身を乗り出し、裏に隠れているマスターにバニラアイスを注文した。しかしマスターは突然始まった戦せん闘とうの中、顔を出す気はないようで、裏に隠れたまま、バケツのような業務用アイスクリームをシェリルに向かって放り投げた。

「さて、約束の情報を教えてもらおうか」

　オズワルドは、ライトイーブンを肩に担かつぐと、未いまだに手を押さえている男の前に歩み寄った。彼は、オズワルドが持つ凶悪なチェーンソーに怯おびえたように後ずさりし、転がっている椅い子すに足を引っかけてすっ転ぶ。

　そんな男の首元に、オズワルドはライトイーブンを突きつけた。

「グスタフはどこにいる？」






　第一章　meeting & reunion







　宝石大量発掘時代ジユエリー・ラツシユ──電力を増幅させる宝石が発掘されるようになり、世界は大きく変わった。今まで貴重な装飾品として扱われていた宝石は価値を失い、代わりにエネルギー源となって人類に発展を与えた。

　そんな時代を闊かつ歩ぽするのは、遊ゆう石せき民みんと呼ばれる流る浪ろうの人々だ。彼らは宝石を動力として動く人型の機械──人型重機シユタインを携たずさえて世界中の鉱脈を探して旅をし、発掘を行っている。

　遊石船イーストウッド号も、そんな遊石民が乗る陸上貨物船である。形はマンボウを横半分に切ったような姿をしており、船首部分には凶悪な面つら構がまえのペイントが施ほどこされていた。この船が船底についた無数のタイヤで大地を走ると、まるで貨物船ほどもあるマンボウが、地中半分に体を埋めて泳いでいるように見える。

　内部は三階層に分かれており、上から操そう縦じゆう席せき兼ブリッジ、クルーの居住スペース、そして人型重機シユタインの格納庫だ。構造上、この格納庫が船の入り口と兼用である。機体の左右に上に持ち上がるタイプのシャッターがあり、中から出てきたスライド式のタラップを上って内部に入るのだ。そこは、十メートルを超す人型重機シユタインさえ出入りできる広さと高さを持っている。

　絶対、人用の入り口をつけ忘れただけだろ──と思いながら、オズワルド達はタラップを上った。

「あー……恥ずかしかった……もう二度とやんない……」

　胸を隠すように腕を組んだロシェは、未いまだ赤みが残る顔をしかめた。露ろ出しゆつの多い服を着て、色々知っている風な口を利きく彼女だが、ただ虚勢を張っているだけだということは一緒に旅をする中でとうにわかっている。

　酒場でゴロツキから情報を得るために、ポーカーに臨のぞんだ彼らだが、ああいう手合いとまともに勝負をして勝てるわけがない。ならばこちらもイカサマで応対するしかないのだ。

「お前の色気も役に立つもんだ。なぁ、シェリル」

　オズワルドは隣となりでバケツのようなアイスを食べているシェリルの頭に手を置く。オズワルドはもちろん、彼女も胸の方はゼロに等しい。もっとも、胸囲だけならシェリルよりオズワルドの方があるが……。

「ロシェちゃん上手じようずだったよ！　私はどうしようかしらぁ～ん。この役で勝てるかしらぁ～ん」

　シェリルは笑いながら、ない胸を持ち上げて似てない物もの真ま似ねをする。するとロシェが「はい没収」と言って彼女のバケツアイスを取り上げた。笑っていたシェリルは一転、「あぁーん！」と泣きそうな声を上げながらロシェのスカートにしがみつく。

　そうやって騒さわいでいる間に、三人は格納庫に足を踏ふみ入いれた。広い空間には二体の人型重機シユタインと一機の飛行機、それから一台の荷台車付きジープが並べられている。それらだけで、この格納庫の半分を占めていた。高い天井には金属製のレールがマス目のように張り巡らされ、五台のクレーンがそれにぶら下がって忙しく動き回っている。このクレーンで人型重機シユタインの解体を行ったり、予備パーツを入れたコンテナを掴つかんで運んだりするのだ。格納庫の中にはクレーンの作動音が木こ霊だましていて、ちょっとした工場にいるような気分になる。

　忙しく動き回るクレーンの中心にいるのは、一体の人型重機シユタインだ。色はモノトーン。頭部には、対たい峙じする相手を威い嚇かくするような突起物。長身痩そう躯くな風ふう貌ぼうは、どことなくオズワルドを彷ほう彿ふつさせる。蛇腹の放熱フィンがついたいかり肩も、オズワルドが身に着けるコートに似ていた。そしてその背中には、ライトイーブンをそのまま大きくしたような凶悪な代しろ物ものを背負っている。

　この人型重機シユタインの名前は、Ｄダイヤランページ。不純ダイヤモンドジルコニアを動力として動く機体であり、今は亡きオズワルドの親友──ベルナルトによる遺い作さくである。

　だが、そんな機体は今、半はん壊かいの状態だった。両手の肘ひじから下がなく、切断面から飛び出したケーブルが地面に向かって伸びている。右足は根元から外されており、代わりに鉄骨を入れて支えとし、天井から剛性ワイヤーで吊つって何とか立たせている状態。胸部の装甲はなく、操そう縦じゆう席が剥むき出だし。その操縦席すら、シートが撤てつ去きよされ、その真下にある動力室の蓋ふたが開けっ放しになっていた。

「あ、おかえりなさい」

　ふいに、その動力室の中から少年が顔を出した。くりくりのくせ毛に、所々傷ついたメガネ。顔の血色が悪いのは、ただ単に彼がインドア派なのと、頬ほおについた機械油のせいだろう。彼は外にはいずり出ると、身に着けている作業着を叩たたいて付着した鉄粉を払う。

「どうだ、マイセル？　何かわかったか？」

「いえ、ダメですね……」

　作業着姿のメカニック──マイセルは、申し訳なさそうに言いつつ、はしごを使ってＤダイヤランページから降りてくる。

「原因はたぶん、心臓喰らいハートイーターを使用したことなんですよ。あれはＤダイヤランページのエネルギーを、ライトイーブンに流して起動させるんですが……おかげで電力の流れがおかしくなっちゃったんですね。不純ダイヤモンドジルコニアが正常にＤダイヤランページに電力を供給してくれないんですよ……」

　はしごを降りたマイセルは、首を横に振る。どれだけぶっ続けで作業していたのか、目元には、メガネのフレームでは隠し切れないほど大きなクマができあがっていた。

「……でも、原因がわかったところで直し方はサッパリです」

　──ことの始まりは、三日前。

　突然、Ｄダイヤランページが動かなくなってしまった。元々十年前に作られた機体で、しかも製作者は四年前に死亡してしまったから、根本的な部分のメンテナンスはできないまま使用していたのだ。ついにガタがきたらしい。

　マイセルが何とか修理をしようとしたが、結果は今彼が言ったとおり。

　だからこそ、オズワルド達はある人型重機シユタインのメカニックを探していた。

「そう落ち込むな。グスタフの居場所、わかったぞ」

「本当ですか！」

　意気消沈していたマイセルの表情が輝く。

「ああ。アイツは違法改造技師だからな。このキバラの街にいることは知ってたけど……しょっちゅうヤサを変えるから探すのに苦労したよ」

「良かったぁ……これでＤダイヤランページを直せますね！　……いや、それよりも」

　さっきまでの疲れ切った表情はどこに消えたのか、マイセルはうずうずと両手の指を動かす。

「まさかベルナルトさんの師匠に会えるなんて……！」




　キバラ峡谷は、長年ドーラ川によってキバラ高原が削られてできた地域である。数万年の時をかけながら削そがれた高原は、今や二つの崖がけとなり、幅一キロメートル、高さは千五百メートルにも及ぶ。

　キバラの街は、そんな崖の上に立っていた。街は南北の崖に立ち、互いをいくつもの橋で繋つないである。宝石大量発掘時代ジユエリー・ラツシユが訪れ、作業用の人型重機シユタインが作られたからこそ、この町は橋を得て繋がれたという。そのせいかキバラは人型重機シユタインの製造が盛んであり、遊ゆう石せき民みんはそれを求めてやってくるのだ。

「──とは言うものの、遊石民はあんまりキバラの街が好きじゃないんだ」

　キバラの街を駆ける、荷台車牽けん引いん式しきのジープ。それを運転するイーストウッド号の船長──トラヴィスは、言葉のとおり嫌いやそうな顔をして言う。

　そんな彼の言葉に、荷台車の上で座っていたオズワルドは振り向いて首を傾かしげた。

「なんでだ？　人型重機シユタインは遊石民の商売道具だろ？」

「ああ、そのとおりだ。でもな、この町は地じ盤ばんが脆もろいから宝石発掘に反発的なんだ。いくら商売道具があっても、飯のタネを得られなきゃ本末転倒さ。Ｄダイヤランページが壊こわれなかったら、この街はスルーしていたさ」

　ため息をつくために息を吸い込むトラヴィス。その拍子に、どこかの人型重機シユタイン製造工場から漂ただよってきた煙を吸い込み、激はげしくむせた。彼だけじゃなく、オズワルド達も一いつ斉せいに咳せき込こむ。工場の煙は目に染みるし、吸い込むと魚の骨を飲み込んだような不快感がある。

「皆さん、大丈夫ですか？」

　ただ一人、煙を受けてもケロッとしている少女がいた。赤毛を二つに括くくった、幼い姿の女の子──クロウ・エネット。本当なら一番煙が苦にが手てそうな彼女は、ロシェの妹を模して作られたアンドロイドである。

「へ、平気よ。ちょっと吸い込んだだけだし。……エネットは大丈夫なの？」

「うん。私は平気。……でも、あんまり長くはいたくない町だね……」

　そう言って、エネットは荷台車の上から周囲を見回した。キバラの街の北側は、主に工業地帯となっている。煤すすけた作業着を着た男達が横おう柄へいな足取りで闊かつ歩ぽし、日雇い労働者らしい風ふう貌ぼうの人々は睨にらむようにこちらを見てくるのだ。鉄臭いこの場所で、女子供を乗せたジープは嫌いやに目立つ。工場の排煙は気にならないエネットでも、怖そうな大人を嫌がるのは見た目どおり子供らしい。

「気になるなら、ちょっと眠ると良いわ。今日は出っ放しだし、疲れたでしょ？」

「そうだね。それじゃあ、ちょっと休ませてもらうね。……おやす、み……」

　そういってエネットは目を瞑つむる。だが、それも一秒程度のこと。すぐにエネットは目をあけた。だが、その瞳ひとみはさっきとは打って変わって、無機質なものとなっている。

「マスター。私の人格は眠りました。人工頭脳に切り替えます」

『アンドロイドモード』と『妹モード』。

　人格が宿ると言われている希少宝石──それを動力としたエネットは、この二つの姿を持っている。彼女の身体からだにはある欠陥があり、長くロシェの妹として活動できないのだ。定期的に休まなくてはならず、そして、その際は感情に乏とぼしいアンドロイドモードとなる。

「賢けん明めいだ。この辺は子供に悪い。早くグスタフ氏に修理依頼をして帰りたいが……まだ着かないのか？」

　周囲はだんだんと寂しくなっている。道は舗ほ装そう道路ではなくなり、さっきまで元気に煙を吐き出していた工場もなくなってきていた。あるのは、朽くち果はてた車やゴミばかり。どうやらこの辺りは、町の中心部から遠いため寂れているらしい。未開発区画──というよりは、粗大ごみ置き場。これじゃ町の外に広がる荒野の方が、何もない分キレイだ。

「酒場のゴロツキから聞いた場所は、もうすぐだ。──お、船長。あそこだ」

　オズワルドが前方を指さす。そこには、ねずみ色の外がい壁へきをした工場がぽつんとあった。屋根の上には何本もの煙突があり、黒い煙をもうもうと吐き出しているが、町から離れているため見みつかり難にくい。たとえ見つけても、こんな粗大ごみ置き場の中に紛れてちゃ、行く気がしない。

　ジープは工場の目の前までたどり着く。入り口は人型重機シユタインが出入りできるほど大きなシャッターであり、内部が良く見えた。揃そろいの作業服を着た男達が、汗を流しながらあくせく動いている。聞こえてくるのは、機械の作動音と、何者かが指示を飛ばす怒ど声せいだ。

「近くで見ると大きいわね……人気がない土地を贅ぜい沢たくに使ったって感じ。グスタフさんって、ここの工場長なんでしょ？」

「らしいな。俺も会うのは四年ぶりだから、今はどうなのかよくわからんが」

「そうなのか。お前の親友の師匠なんだし、久しぶりなら積もる話がありそうだな。修理は一日二日じゃ終わらんだろうし、少しゆっくりしていくか？」

「いや……そんな呑のん気きな真ま似ねはできないと思うぞ」

　そう言い残し、オズワルドはジープから降りた。車上でロシェ達が首を傾かしげるのを横目に、オズワルドは工場の入り口シャッターに近づいていく。すると、シャッターの前を通り過ぎようとした作業員が足を止め、こちらを見て目を見開いた。

「え……？　アンタ、確か工場長の弟子の……」

「ああ。グスタフはいるか？」

　尋たずねると、作業員は二度ほど頷うなずき、奥へと走り去っていく。

　やがて、一人の年老いた男が現れた。短く白い頭髪。刻まれた皺しわは深く、齢よわいは六十に届くだろう。だが、瞳ひとみには生気があふれ、老いなど感じさせない活気を全身から醸かもし出だしている。着古した作業服を身に纏まとい、歩くたびに腰から下げたツールバッグの工具がガチャガチャと鳴った。

　老人は、こちらを見て面食らったように立ち止まる。だが、すぐに表情を厳きびしくすると、大おお股またでこちらに向かって歩き出した。

「オズ……ッ！」

　呼ばれた名前に、オズワルドは軽く片手を上げる。

「よぉ、ジジイ。久し──」

　オズワルドの言葉は、突然胸ぐらを掴つかまれて途切れた。その光景に、ジープに乗ったままだったロシェたちが目を剥むく。

　オズワルドの胸ぐらを掴んだ老人──グスタフは、怒りに皺を深くし、わなわなと震える口を大きく開けた。

「今までどこほっつき歩いてたッ！」

　オズワルドは目を細め、グスタフを見下ろす。

「……悪かったよ」




　グスタフの工場の広さは三百平方メートルほどで、人型重機シユタイン製造工場としてはそこそこの規模である。鉄臭い空気とけたたましい電動工具の音が木こ霊だまする格納庫には、製作途中の人型重機シユタインが三十メートル間隔で並んでいた。

　格納庫の端はしには、防音素材の壁かべでできた小さな部屋がある。中心にはテーブルが置かれ、それを囲むようにソファが四つ並ぶ。壁の一面を占めるスチール棚には、製図道具やコーヒーセットがごちゃごちゃと置かれており、休きゆう憩けい室しつ兼事務室として機能していた。

「今さら何しに来た」

　休憩室のソファに腰を下ろしたオズワルドに向かって、グスタフが鋭するどい視線を向けてくる。老人とは思えぬ眼力に、同じくソファに座る他ほかのクルー達は居心地悪そうに視線を逸そらした。だが、当のオズワルドはまるで気にした様子もなく、タバコに火をつける。

「Ｄダイヤランページが壊こわれた。直してくれ」

「……断る」

　一いつ瞬しゆんだけ間を置いたものの、グスタフの口調は強固だった。腕を組み、眉まゆを寄せ、頑かたくなに目を瞑つむった顔。全身が「決して意見は曲げない」と言っていた。

「直したら、お前はまた復ふく讐しゆうの旅に出るだろう」

　オズワルドが旅をする理由──それは復讐だ。かつての親友……Ｄダイヤランページとライトイーブンを作った、オズワルドの幼おさな馴な染じみ──ベルナルト。彼は……殺されたのだ。

「復讐なんざやめておけ。何も生まないし、終われば虚むなしくなるだけだ。せっかく拾った命を、人殺しのために費ついやしてどうする？　……人生は長い。人を憎み、時代を憎み、復讐の相手に振り回されて人生を終える気か」

　老ろう齢れいのメカニックは語るが、オズワルドは何も言わず、ソファの背もたれにもたれかかってニヒルな笑みを浮かべていた。──彼もまた、ポーズこそ違えど、グスタフのような頑固者だ。相手の忠告など聞く気がない──と、身体からだで言っている。

「……真っ当に生きろ、オズ。お前はこの時代の最後の宝石職人ラストカツターだ。復讐なんかよりも、その技術を後世に伝えたり……色々とやることがあるだろう？　ふらふらしていたんじゃ、宝石職人はお前で絶滅だな。……ワールドハートに戻って、宝石職人として生きたらどうだ？」

　オズワルドの異名──最後の宝石職人ラストカツター。宝石が装飾品としての価値を失った時代で、必要とされない人種。オズワルドは、かつて栄華を極きわめた宝石職人の家系だったが、時代のせいで没落した。残ったのは、誰だれからも必要とされない、ハイエンドレベルのカット技術のみ。

　そんなオズワルドを拾ったのが、ワールドハート。『世界の心臓』という十メートル級アレキサンドライトを所持し、世界の約五割の電力を担になう巨大組織である。十年前、オズワルドはワールドハートの社長──ホープスに拾われ、Ｄダイヤランページとライトイーブンを使って『世界の心臓』をカットし────────が。

「そのワールドハートが、ベルを殺したんだ」

　グスタフの閉じた目が、驚おどろきに見開かれる。口が開き、顎あごが震えた。だが、驚きよう愕がくの余り、声は出てこない。

「ホープスは、『世界の心臓』の片割れ──『ハートの欠片かけら』を探し出して、全世界の電力を手中に収める気なんだよ。そのためなら、どんなことだってやる。現にコイツを殺して、持っていた希少宝石を奪い取り、『世界の心臓』を発掘する人型重機シユタインを作ったんだ」

　オズワルドが顎でエネットを指す。感情の乏とぼしいエネットは、澄すました顔のまま「そうです」とでも言うように頷うなずいた。だから、エネットの代わりにロシェが瞳ひとみを伏せて俯うつむく。

「ベルはそれに気づいて離反しようとした。だから、殺されたんだ」

　言った瞬間、顎に力がこもって、加えていたタバコのフィルターを噛かみ千ち切ぎってしまった。火のついたタバコがズボンの上に落ちる。オズワルドはズボンに穴が開く前にそれを拾うと、指で火を握にぎり潰つぶし、灰皿に放り込んだ。

「俺おれにはもう、戻る場所なんてないさ……」

　オズワルドは薄く笑い、肩をすくめてみせた。細められた瞳ひとみはタバコの煙のように儚はかなげで、二十代半なかばの男にしては、老い、擦すり切きれている。

「……だとしても」

　驚きよう愕がくから我に返ったグスタフが、ようやく口を開く。彼はソファを立ち上がると、こちらに背を向けて壁かべ際ぎわまで歩み寄った。そこに掛けられているコルクボードには、数枚の写真が貼はってある。まだ若いグスタフと、妻の写真。それから息子夫婦と思われるショット。そして、まだ幼さが残るベルナルトが写っている一枚。

「俺の弟子が作った機体を、復ふく讐しゆうの道具なんかにさせやせん」

　グスタフはその写真をひと撫なですると、ドアに向かって歩き出した。

「出ていけ、オズ。お前が復讐をやめない限り、俺はＤダイヤランページを直さん」

「……ベルは今、人格だけ不純ダイヤモンドジルコニアに宿っているんだ」

　ドアに手を掛けたグスタフの動きが止まった。彼はぎこちなく振り返ると、眉まゆを小刻みに痙けい攣れんさせる。彼の口は何か言いたそうに何度も開閉を繰くり返かえすが、言葉は出てこない。枯かれた瞳ひとみに水気がさし、ゆらゆら泳いだ。オズワルドは彼の顔を見ないままタバコに火をつけ、下に向かって煙を吐く。

「Ｄダイヤランページは……ベルの身体からだなんだ」

　そう。ベルナルトはかつての仲間に殺され、無念のままＤダイヤランページの動力に人格だけ宿った。生きているのか死んでいるのかわからない状態となり、自由に言葉も発せない。そんな彼が唯一現世と繋つながっていられるパイプが、Ｄダイヤランページ。

「だから頼む……直してやってくれ」

　グスタフは再びドアの方を向くと、肩を震わせ、そこを開いた。そして、身体を外に向かって一歩進める。

　クロウ姉妹や、イーストウッドクルーは、そんな彼の背中を心配そうに見つめた。ただ、オズワルドだけ、じっと壁の写真を凝ぎよう視ししたまま黙だまっている。

「…………持ってこい…………直してやる。……ただし、一つ条件がある」

　ドアノブに掛けたグスタフの手に力が籠こもる。立てつけの悪い取っ手は、壊こわれそうなほど軋きしんだ音を立てた。まるで、弟子の身体とオズワルドの復讐心の二律背反に苦しむ、グスタフの心のように。

「復讐はやめろ」

　叩たたきつけるように、グスタフは扉を閉じた。




　グスタフの命令で、彼の作業員がイーストウッド号ごとＤダイヤランページを工場の脇わきまで運んでくることとなった。グスタフが怒ど声せいを上げて指示を送ると、すっ転ぶような勢いで二人の作業員がこちらに走ってくる。トラヴィスが作業員達にイーストウッド号のカギを渡して船の場所を伝えると、彼らは宝石動力付きバイク──Ｃクリスタルスレイプニールに乗って外に飛び出していった。

「ねーねーボスー！　あたしもアレ欲しい！　買って買ってー！」

　シェリルはトラヴィスの袖そでを引っ張ってＣクリスタルスレイプニールを指さしているが、彼は「はいはい今度な」と言って取り合わない。

「よかったわね、オズ。Ｄダイヤランページ直してもらえることになって」

「ああ。くだらないイカサマポーカーに付き合ったかいがあったよ」

　工場の外で作業員達を見送った後で、オズワルドは一息ついたように首の骨を鳴らす。

「……でも、どうするの？」

　ふと、心配そうに眉まゆを顰ひそめるロシェ。きっと、彼女は復ふく讐しゆうのことを言っているのだろう。たとえＤダイヤランページを直したとしても、オズワルドが復讐をやめなかったらグスタフはそれを引き渡さないかもしれない。もしかしたら、武装を解除されるかもしれない。

「Ｄダイヤランページは奪ってでも持っていくさ」

「……あんまりさ、人の事情に口出しはしたくないけど……グスタフさんは恩人なんでしょ？　もっと大切にしたら？」

　ロシェはそっと視線を逸そらす。彼女もまた、オズワルドと同じく『生きている』家族がいない。幼い頃ころに両親とは死別し、孤児院で育てられたと聞いた。旅の途中で街に寄るたびに、彼女がその孤児院宛あてに手紙を投函していることは知っている。家族がいないからこそ、離れていても家族同然に育った人のことを思っているのだ。

「……ジジイには悪いと思ってるよ。……でも、大切にするのと言うことを聞くのは違うだろ？」

「それはそうだけど……」

「俺おれは親友が殺されたことを忘れてのうのうと生きるなんて真まっ平ぴらだ。それに、ベルが成しえなかったことを代わりにやってやりたい。そのためには、Ｄランページベルが必要なんだ」

「ベルナルトさんが、成しえなかったこと……」

　そう呟つぶやき、ロシェは俯うつむく。

　ベルナルトは、ワールドハートのやり方を許さなかったから殺された。幼い少女を襲おそい、彼女の持っていた両親の形見の宝石を奪って私腹を肥やすようなやり方を。……それは、ロシェの旅の理由にも通じる。

　──ワールドハートに奪われた、エネットの宝石を取り戻す。オズワルドの復讐は、同時にそれも孕はらんでいるから、ロシェはそれ以上何も言えない。彼女はただ俯き、余計なことを言ってしまったというような顔つきになる。

　そんなロシェを見て、オズワルドは顔をしかめた。別に彼女の言葉を無下にするつもりはなかったのだが……。

「……まぁ、お前の心こころ遣づかいだけは受け取っておくよ」

　そう言って、オズワルドはロシェの頭に手を置く。そればかりか、力を入れてぐりぐりと撫なでてやった。

「痛っ！　いたた！　痛いじゃない！」

　ロシェはオズワルドの手を払い、お返しとばかりに足を踏ふもうとしてくる。だが、それは軽く足を引いて避よけた。

「……お前らは何をやっているんだか。いい加減にしろ。修理の間、買い出しに行くからな」

　こちらを見ながら呆あきれるトラヴィス。彼はいつも腰にぶら下げているイーストウッド号のカギがなくて落ち着かないのか、妙にベルトをさすっている。

「マイセル。お前はここに残れ。イーストウッド号の勝手がわかる人間が必要だろう。Ｄダイヤランページの修理の仕方も勉強しておけ」

　トラヴィスの命令に、マイセルが目を輝かせて「はい！　了解です！」と敬礼した。そして、グスタフの元に向かって走っていく。強こわ面もての頑がん固こ爺じじいと一緒に働く怖さより、凄すご腕うでのメカニックの技術を学べる嬉うれしさの方が強いらしい。

「よーし、お前達。ジープに乗れ。……オズワルドとロシェリアはいつまでも遊んでいるな」

「悪いな船長。俺おれじゃなくてこいつに言ってくれ」

　そう言いつつ、オズワルドは懲こりずに足を踏もうとしてくるロシェの足を避け続ける。その光景はまるで、ダンスステップを踏んでいるようだ。

「このっ、このっ、このっ！」

　工場の機械音が響ひびく中に、ロシェのムキになった声が混じっていた。




　グスタフの工場を出発し、煙で黄ばんだ工業地帯を通り過ぎ、崖がけ同士を繋つなぐ大橋を渡ると、ようやく南キバラにたどり着いた。

　北キバラと違って小こ綺ぎ麗れいなこの地区は、北側の工業地区と比べると同じ町とは思えないほどだ。車道の舗ほ装そうは整っており、歩道はきっちり石畳が敷しかれている。道の両りよう脇わきに並ぶ店は、カラフルな屋根を歩道側にせり出し、太陽が近いこの町に涼やかな日陰を点々と作り出していた。道行く人々の顔ぶれもガラリと変わり、男はワイシャツの袖そでをまくりながら足早に歩き、女は流は行やり色のスカートを身に着け、コールドケースに並ぶアイスクリームの品定めに余念がない。

　オズワルドは、そんな街の様子をジープの助手席に座って眺めていた。頭の後ろで手を組み、ダッシュボードに両足を乗せ、タバコの煙を風に乗せて後方に流している。

「呑のん気きな街だな。アウトロー御ご免めんこうむるって感じだ。周囲の視線が痛いよ」

「そう思うならお行ぎよう儀ぎよく座りなさい」

「ロシェリアの言うとおりだ。ほら、邪じや魔まだ。横が見えん」

　後ろからロシェに言われ、運転席のトラヴィスに足をはたかれ、オズワルドは渋々足をひっこめた。

「オズー！　狭い椅い子すじゃ窮きゆう屈くつそうだねー！」

　と、オズワルドの脇わきにシェリルが現れた。彼女は今、工場の作業員にねだってから貸してもらったＣクリスタルスレイプニールに乗っている。街乗り用に小型化されたものではあるが、動力のクリスタルはトルマリンと同じく圧電効果があるため、馬力は十分。おまけに小回りが利きくので、彼女はさっきからジープの前後左右に移動しながら走っていた。もう何度トラヴィスに「邪魔だから後ろ走れ！」と言われたかわからない。

「オズも借りればよかったのに。これ楽しーよー！　はいよーっ！　Ｃクリスタルスレイプニール！」

　シェリルはアクセルを開き、ウイリーさせたあとでジープを追い越して広い道路を走り回る。
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「……おい船長。アイツ、バイクを馬と勘違いしてるぞ」

「そっとしておいてやれ。いつもの西せい部ぶ劇げきごっこだ」

「『馬が欲しい』って言い出さないだけマシね」

「甘いなロシェリア。過去にアイツは野の良ら馬うまを船に引っ張ってきたことがあるんだ。廊下は走り回るし、ソファに粗相はするし、マイセルは蹴けられるし……『自然に生きた方が幸せだ』とか適当なこと言って手放させるのに苦労したよ」

　トラヴィスはげんなりとした表情でハンドルにもたれかかる。

「なんだ。逃がしたのか？　馬肉は美う味まいのに」

「オズワルドさん。遊ゆう石せき民みんは馬を食べません」

「そうなのか？　……そういやあんまり売ってないな」

「当たり前だ。宝石大量発掘時代ジユエリー・ラツシユの前まで、馬は重要な移動手段だったからな。荒野を旅する人間にとって、馬は旅の仲間だ。だから昔から馬食はタブーなんだよ」

「そーいうこと。わかった？　──っと、トラヴィス。ちょっとそこで停とめて」

　ふとロシェが、なにか見つけたようにトラヴィスの肩を揺すって道みち端ばたの店を指す。そこにあるのは、一枚の看板だった。トラヴィスはハザードを焚たいてジープを路肩に寄せる。ジープが停まったのを見たシェリルも、華か麗れいにアクセルターンをして戻ってきた。

「なになに？　どーしたの？　んー？　この先アンドロイド専門店？」

「そ。エネットのオイルが切れそうなのよ。ちょっと待ってて。買ってくるから。エネット、行くわよ」

「はい。マスター」

　ロシェがジープから降り、続いてエネットも道に飛び降りる。そんな二人を見て、オズワルドとトラヴィスは顔を見合わせた。

「……なら、俺おれ達は先に行ってるぞ」

「……そうだな。後で拾いに来てやる」

「なによ？　すぐ済むわよ？」

　ロシェがそう言うと、オズワルドとトラヴィスは小さく鼻を鳴らした。

　そして皮肉っぽく笑い、ロシェを指さし、声を揃そろえて言う。

『女の〝ちょっと待ってて〟は信用できない』

「……あっそ」

　ロシェは仏ぶつ頂ちよう面づらで肩をすくめた。

「それじゃ、のびのび買い物させてもらうわ」

「のびのびしすぎて日が暮れる、なんてことは勘弁してくれよ」

　ジープとＣクリスタルスレイプニールがエンジン音を響ひびかせながら遠ざかっていく。

　ロシェはオズワルド達の背中に向かって小さく舌を出した。




　個人でアンドロイドを持っている人間は、そう多くはない。人型重機シユタインと同じく、宝石大量発掘時代ジユエリー・ラツシユの到来によって飛ひ躍やく的てきに進歩した分野だが、それを活用するのは主に企業を営む人間だ。使われ方はせいぜい無人店てん舗ぽの店番をやらせたり、清掃業者代わりに掃除させたりする程度。あるいは富裕層がメイド代わりにするくらいだろう。ロシェのように、人間に近いモデルを連れている人間は稀まれだ。

　だからこそ、アンドロイド専用のショップも少ない。アンドロイド専門店が街に一つあったら、人型重機シユタインのパーツショップは五つある。

「北キバラと違って、こっちは人が多いわね」

　ロシェはアンドロイド専門店に向かってぶらぶら歩く。人通りが多いので、エネットは通行人とぶつからないよう、人々の足元を縫ぬうようにちょこちょことついてきていた。やっと彼女が自分の傍かたわらまでやってきたので、ロシェは微ほほ笑えんで手を差し出す。エネットは無表情のままその手を握り返すと、道行く人々の顔を眺めた。

「最近はずっと荒野を走ってばかりでしたからね。補給で街に寄っても、治安が悪いところばかりですし……それだけここが平和ということでしょう」

「──！　…………そうでもないわよ、エネット」

　急に表情を厳きびしくするロシェ。わずかに手に籠こもった力に、エネットが不思議そうにこちらを見上げてきた。

　次の瞬しゆん間かん、ロシェは腰から護ご身しん用ようの拳けん銃じゆうを引き抜く。そして背後を振り返ると同時に、今しがた自分とすれ違った青年の背中に銃口を押し当てた。青年はびくりと体を震わせたあと、まるで凍ってしまったかのように体を硬くする。

「え……？　な、なんですか……？」

　青年は肩の高さまで両手を上げると、引きつった表情でこちらを振り返る。

「マスター？」

　ロシェは銃を青年の背中に押しつけたまま、彼のポケットに手を入れた。そこに入っていたものを掴つかむと、ゆっくり引き抜く。

　それは、ロシェの財布だった。

「運が良かったわね、スリさん？　私のツレからスったら、今いま頃ごろバカでかいチェーンソーで痛い目に遭あってたとこよ」

「マスター。オズワルドさんは盗とられるほどお金を持っていません」

「…………。──ほら、アンタはもう行きなさい。見逃してあげるから」

　せっかく強したたかでウィットに富んだ女っぽく振ふる舞まったのに、台無しにされてしまった。ロシェは恥ずかしさで少し顔を赤くすると、銃口を強めに押しつける。

　だが、青年はその場から逃げない。そればかりか、ニヤニヤといやらしい笑みを浮かべた。

「なに笑って──」

　その時、ふいに両側の側頭部に金属を押しつけられた。瞳ひとみだけを左右に動かして見てみると、そこには銃口がしっかりと押しつけられている。そればかりか、隣となりのエネットの脳天にも銃口があった。

「あ、あら……？　一人じゃなかったの……？」

　単独スリではなく、四人組のスリグループだったわけだ。強気な表情が一転、ロシェは愛想笑いを浮かべるが、スリ達に顎あごで路地裏を指される。銃を突きつけられた状態じゃ抵抗することもできず、ロシェとエネットは大人しくそこに向かって足を進めた。

　店と店の間にある路地は、人目に付きにくい。両りよう脇わきの壁かべが高いせいで薄暗く、じめじめしていた。路地にはゴミ箱が並べられ、なんとも嫌いやな臭においに満ちている。ロシェとエネットは両手を上げたまま、苔こけの生えた店の壁に押しつけられた。

「なんだ……アンドロイド連れてるから金持ちかと思ったけど、そうでもないな。銃も安物だ」

　スリの一人が、ロシェから再度奪った財布と銃を見ながら舌打ちをする。見た目はどこにでもいるような青年だが、おそらく街に溶け込むためだろう。スリの腕は大したことないが、グループで犯行を行ったり、一連の動きを見れば、なかなかの手て練だれだとわかる。

「シケてんな……このアンドロイドでも売って足しにするか……」

　銃でコンコンと頭をノックされたエネットは、怯おびえた表情でこちらを見る。

「お、お姉ちゃん……」

　危険に身を曝さらされた不安と緊きん張ちよう感かんにより、人格が出てきてしまったらしい。

　……だが、それが仇あだとなる。

「ん？　こいつ、人格があるのか？　っつーことは希少宝石が動力か。こいつはいい！　高く売れるぞ！」

「ちょっと──！」

　すかさずロシェは声を上げるが、それをかき消すように額ひたいに銃を押しつけられた。ロシェは歯を食いしばり、悔しさを押し込めて相手を睨にらみつける。

　──非常にまずい。銃は奪われ、武器はなし。一対一なら素手でも何とかなるかもしれないが、相手は四人なうえ、非エ戦ネ闘ツ員トまでいる。オズワルド達とはさっき別れたばかりだから助けは期待できない。

　このままじゃ、エネットが奪われる。売られれば最後、バラバラに分解され、まるで魚の切り身のようにして店頭に並ぶだろう。

　どうやって乗り切るか──。

「──アンドロイドを粗末にする輩やからは、気に入らないな」

　ふいに、ハスキーな声が響ひびいた。

　全員が一いつ斉せいに路地の入り口に目を向ける。そこにいたのは、一人の女と少年。

　声を発したのは、美しい女だった。スラリと足が長く、女性にしてはなかなかの高身長。輪郭に沿って流したブラウンのショートカット。青い瞳ひとみと、白すぎる肌がやけに寒々しい。身に着けているカッターシャツとミリタリーコートには飾り気がなく、それが、涼しげな彼女の顔つきによく似合っていた。

「なんだ、お前は？　賞金稼かせぎか？　引っ込んでろよ」

「賞金稼ぎじゃないよ。ただのおせっかい焼きさ」

　女性の傍かたわらにいる少年が、歯を見せて笑う。彼は彼女の弟なのだろう。ブラウンの髪と、青い瞳ひとみを持った顔が、そっくりだった。

　少年が、腰から取り出した金属製の棒を振るう。すると、その先せん端たんがカシャカシャと音を立てて二段階に伸びた。──護ご身しん用ようの三段ロッド。それを見たスリの一人が彼に向かって銃を構かまえる。だが、少年は怯おびえるようなそぶりも見せない。

「……お前達。悪いことは言わない。彼女達を解放し、消えろ」

「おい姉ちゃん。それはこっちの台詞せりふだ。アンタがガキを連れて消えな。痛い目見たいのか？」

　スリの一人が、女性に近寄ってその肩に手を置く。彼女は自分の肩を一いち瞥べつした後、嘲あざけるように鼻を鳴らし、スリの手の上に自分の手を重ねた。

「……言ってしまうな、こんな台詞────私に触ると火傷やけどするぞ？」

　──瞬しゆん間かん、スリの手の上で小さな爆ばく発はつが起こった。花火が弾はじけるような音と、火薬の匂においがあふれ出る。爆竹程度の爆発なのでスリの手が吹っ飛ぶようなことはないが、見事に焼やけ爛ただれていた。

　スリは悲ひ鳴めいを上げ、手を押さえながらよろける。その隙すきに、女性は袖そで口ぐちからタバコのようなものを取り出した。彼女がそれを壁かべに擦こすりつけると、先端に火が点ともる。火はタバコのような物の先端を、まるで導どう火か線せんのように激はげしく焼く。

　女性は火がついたそれをスリに向かって投とう擲てき。再び、スリの目の前で小さな爆発が起こった。──軽威力爆ばく弾だん。それをまともに受けた男は、胸を火傷してその場に蹲うずくまる。

　女性の突然の攻こう撃げきに、スリ達の身体からだが固まる。

（──チャンスっ！）

　とっさに、ロシェは自分に銃を突きつけるスリの腕を掴つかんだ。同時に、肘ひじ鉄てつを彼の顎あごにお見み舞まいする。そして、男が取り落とした銃を遠くに蹴けとばした。

「うっ、動くな！」

　スリの一人が、ロシェから奪った銃をこちらに向ける。だが、彼の背後から地面を舐なめるような体勢で接近した少年が、三段ロッドで銃を叩たたき落おとした。それと同時に、同じく背後から接近していた女性が軽威力爆弾をスリの背中に叩きつける。

「エミリオ。その女の子を守ってあげろ」

「了解、姉さん！」

　少年──エミリオがエネットを背中に隠して三段ロッドを構えた。

　その隙に、ロシェは自分の銃を拾い上げる。──同時に発砲。銃弾は、残ったスリの銃に命中し、彼の手から弾き飛ばした。

　エネットを守るエミリオ。その前で、ロシェと女性は背中合わせになって左右のスリ達に武器を向ける。致命傷を負っていない彼らは、殺気を孕はらませた瞳でこちらを睨にらみ、何とか立ち上がろうとしていた。

「誰だれだか知らないけど、助かったわ。私はロシェ……あなたは？」

「ホイットニー・ララだ。私が助けようとしたのはアンドロイドだ」

　女性──ララの物言いに、ロシェは口をへの字にしながら肩ごしに彼女を振り向く。ララも肩ごしに振り向くと、こちらに向かって冷たい微笑を浮かべた。

「腕に自信がないなら、むやみに喧けん嘩かをふっかけるのは自重することだな」

「ご忠告感かん謝しやするわ。……でも、あなたも油断してると酷ひどい目に遭あうわよ？」

　ロシェとララは互いの身体からだを入れ替えると、左右から迫っていたスリに向かって銃弾と軽威力爆ばく弾だんをお見み舞まいした。一人は肩を撃うち抜ぬかれ、一人は顔面に火傷やけどを負って地面に倒れる。

「見ろ。私が爆破しなかったら、君はやられていたぞ」

「あなたこそ。私が撃たなかったら、風穴をあけられていたわよ」

　二人はまたも肩ごしに振り向きあい、「どうだ」と言わんばかりの表情をする。そして、再び身体の位置を入れ替えると、残る二人に向かって武器を放った。銃声と爆発音。四人のスリは完全に地に伏せ、負傷した箇所を押さえて呻うめき声ごえを上げている。

　ロシェは銃を腰にしまい、ララは軽威力爆弾を袖そで口ぐちに戻した。

「……まぁ、お互い様かな？」

「そういうことにしておきましょうか」

　そう言って、二人は肩をすくめる。

「あの……どうもありがとうございました」

　と、エミリオの背後からおずおずと出てきたエネットが、ララ達に向かってぺこりと頭を下げる。ララはポケットに手を入れると、小さく鼻を鳴らし、小首を傾かしげた。

「気にしないでよ。同好の士を見逃せなかっただけなんだ」

「同好の士……？」

　ロシェがエミリオの言葉を反はん芻すうすると、彼は「ほら」と言って後ろ髪を掻かき上あげる。

　そこには赤く光るランプと、ケーブルの接続端たん子しがついていた。

「アンド、ロイド……」

　ロシェとエネットが目を丸くする。彼は先ほど、ララを「姉さん」と呼んでいた。

　──ということはつまり……。

「私も君と同じ、死んだ弟をアンドロイド化したのだよ……ロシェ」

　ララの言葉に、ロシェは口をあける。……だが、言葉は出てこない。初めてだったのだ……自分以外に、死んだ肉親をアンドロイドにした人と出会ったのは。

　何を言っていいのかわからない。ロシェの胸の中にあるのは、愛する肉親を失った悲しみの共感と、その肉親が機械仕掛けの身体で動いている同情。そしてなにより、死者を蘇よみがえらせて共に生きる彼女への、親近感。

　その気持ちを一言で伝える言葉を、ロシェは知らなかった。

　だからロシェは、自分が言われて一番嬉うれしい言葉を口にする。

「……素敵な弟さんね。あなたにそっくりよ……ララ」

　初めて、ララの涼しげな表情が消える。彼女は少し目を細めると、そっとエミリオの肩を抱き、こちらに向かって穏おだやかに微ほほ笑えんだ。それにこたえるように、ロシェもエネットを背後から優しく抱く。

「……ぐ、……こ、の……！」

　──ふいに、呻うめき声ごえが大きくなった。見ると、倒れたスリの一人が、地面に落ちている銃に手を伸ばしている。

　銃に手を伸ばすロシェ。袖そで口ぐちから軽威力爆ばく弾だんを取り出すララ。三段ロッドを構かまえるエミリオ。

　だが──間に合わない！

「だめぇっ！」

　その時、エネットが駆け出した。彼女は地面を蹴けると、スリが取ろうとしている銃に向かってダイブする。一秒──宙に浮いたエネットの身体からだは、拳けん銃じゆうに向かって落ちていく。しかし、それよりも早くスリの手がその銃を掴つかんだ──────が。

「あぎゃああぁぁぁあっ！」

　スリの絶叫が響ひびく。銃を掴んだ彼の手の上には、エネットの身体が覆おおいかぶさっていた。スリはエネットの下から手を引き抜こうとしているが、びくともしない。
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「ど、どけぇっ！　重いんだよ！　俺おれの手が──手がぁっ！」

「わ、わたし重くないもんっ！」

　泣きそうな顔をしたエネットが叫ぶ。だが、エネットが身体からだを起こしたら、スリの手はしっかり折れてしまっていた。

　……ちなみにだが、鉄でできたエネットの体重は、およそ八十キロほどである。

　路地裏に響ひびくスリとエネットの泣き声。その声を聞きつけたのか、はたまた銃声と爆ばく発はつ音おんのせいか、表街道の方が騒さわがしくなり始めた。続いてサイレンまで聞こえ始める。どうやら、誰だれかが保安官に通報したらしい。

「……やれやれ。面倒なことになりそうだな。私達は逃げさせてもらうぞ」

「同じく。過剰防ぼう衛えいって思われたら嫌いやだしね」

　銃弾を受けた男。爆破され、火傷やけどを負った男。そしてエネットに手首を折られた輩やから。それらを見てロシェは苦にが笑わらいを浮かべる。

「それじゃあ、ここでお別れだな。バラバラに行こう。まとまっていると逃げづらい」

　歩き出すララ。エミリオはこちらに向かって小さく手を振ると、姉の背中を追いかけ始めた。二人を見つめながら、ロシェは一度だけ息を飲み込み、声を上げる。

「……ララ！」

　ゆっくりと、ララが振り返った。

「……また、会える？」

「……縁えんがあったらな」

　ララは微ほほ笑えむと、路地裏を抜け出し、人が行きかう表街道に消えていった。ロシェは彼女達の姿が見えなくなるまで見送ると、未いまだにぐずっているエネットを立ち上がらせる。

「ほら、行くわよエネット。オイル買って帰りましょ」

「……オイルいらない……ダイエットする……」

　ロシェは額ひたいに手を当てた。




「よっと……これで全部だな。やれやれ……そろそろ宝石発掘をしないと家計が厳きびしい」

「船長。ロシェがドライヤー頼むって言ってたぞ。船に一つしかないとか不満たらたらだ」

　クロウ姉妹と別れ、食料品店にやってきたオズワルド達は、船の補給品をジープに積み終えた。食糧、水、洗剤、トイレットペーパー、常備薬。そして何よりタバコ。荷台に山のように積み上がったそれらを見て、オズワルドとトラヴィスは息を吐く。

「シェリルはまるで働かないからな……って、アイツはなにしてんだ？」

「おまたせー！　えへへー、安売りしてたからいっぱい買っちゃったー」

　オズワルドがタバコに火をつけながら店の方を振り向くと、食料品店の裏にあるガンショップからシェリルが大きな紙袋を抱えて戻ってきた。

「いったい何を買ったんだ？　……また無む駄だ遣づかいしたんじゃないだろうな？」

「違うよーボス。ちゃんと必要な物だもん！」

　そう言ってシェリルは、紙袋の中にたっぷり詰まった手しゆ榴りゆう弾だんを見せつける。オズワルドとトラヴィスは顔をしかめたが、シェリルは気にせず、ご機き嫌げんな様子で紙袋をＣクリスタルスレイプニールのハンドルにぶら下げたバッグにぎゅうぎゅうと詰め込んでいた。量が多いので、入り切らなかった分はポケットに詰め込む。

「お前……絶対に事故るなよ？」

　オズワルドは手榴弾から身を引き、ついでに火をつけたばかりのタバコも消した。

「さて、あまり爆ばく弾だん娘むすめを連れて歩きたくはないし、とっととロシェリア達を拾って帰るか」

　トラヴィスはポケットからジープのキーを取り出す。だが、ふと食料品店の隣となりにある酒場に目を止めた。

「……オズワルド。クルーばかりが無駄遣いをして、俺おれ達だけが素直にお使いするのは、なんとも癪しやくな話じゃないか？」

「船長。そういや俺は珍しく金を持ってるぞ。何の金だったかサッパリわからんけどな」

　オズワルドはロシェから渡されたドライヤー代を見せつける。

「いーけないんだー、いけないんだー！　やーい！　やーい！」

　シェリルが手を叩たたいて囃はやし立たてるが、オズワルドとトラヴィスは「何の金だったかな？」「わからないなら使っても問題ないな」とすっとぼけながら酒場のドアを潜くぐった。

　薄暗い店内には、数人の客がいた。昼間からこんな場所に入いり浸びたっているのだから、ロクな輩やからではない。それぞれが薄汚れた服を身に着け、腰には銃をぶら下げ、ポーカーと紙幣を肴さかなに安酒を飲んでいる。彼らはオズワルド達が入った瞬しゆん間かんにジロりと睨にらんでくるが、そんな視線は気にせずにカウンターへと向かう。

「ブランデーとモルトウイスキーをボトルで。それから余った金で買えるだけのビールをくれ」

「あっ、グレープジュースも！」

　カウンターに紙幣を置くと、中年の店主は愛想笑いもせずに酒を準備し始める。店主が酒を用意している間、オズワルドとトラヴィスは「さっきまで囃し立ててたくせに」という顔でシェリルを睨むが、彼女は「えへへー」と八重歯を見せて笑うだけだ。

「よぉ、景気いいな兄ちゃん達。ちょっと奢おごっちゃくれねぇか？」

　と、客の一人が馴なれ馴れしくオズワルドの肩に手をかけてもたれかかってきた。オズワルドはその酒臭い息と、男が吸う安いタバコの悪臭に顔をしかめる。

「……よせよ、オズワルド」

「わかってるよ。……悪いがコレでも足りないくらいなんだ。他人に奢る余裕はないな」

　オズワルドはやんわり男の手をどける。だが次の瞬間、男は腰から銃を引き抜き、その銃口でオズワルドの顎あごを持ち上げた。とっさにシェリルも銃を抜こうとするが、トラヴィスが彼女の手を掴つかんで止める。

「つれないこと言うなよ。俺おれの仲間をコケにしてくれた礼を、酒を奢おごるだけで許そうってんだ。運がいいぜぇ……賞金稼かせぎにケンカ売って、この程度で済むのはな」

　オズワルドは片かた眉まゆを上げ、チラリと他ほかの客に目を向ける。ちょうどこちらを見てニヤニヤと笑っている男どもが目に付いた。うち二人は、手や頭に包帯を巻いている。

　以前、グスタフの情報を得るためにポーカーをした男達だ。

「お前ら、賞金稼ぎだったのか？　なんだ……全員弱そうだから、気づかなかったよ」

「おっと。兄ちゃんはバカだったのか。テメェの顎あごに当たってるのが何だかわからないらしい。いいか？　こいつは銃っていうんだ。今トリガーを引くと面おも白しろいことが起こるぜ」

「よせオズワルド！　奢る程度でトラブルが回かい避ひできるなら儲もうけ物ものだ」

　トラヴィスがそう言うと、男はニヤけた面つらを崩さぬまま頷うなずき、「こっちの旦だん那なは物分かりがいいじゃねぇか」と言ってカウンターの上の紙幣を鷲わし掴づかみにした。

「あたし達のお金なのにっ！」

「お前もよせ。余計なトラブルはゴメンだ」

　我慢できなくなったように拳こぶしを振り上げるシェリルを、トラヴィスは押さえ込む。そんな二人を見て、賞金稼ぎの男は下げ卑びた笑みを浮かべる。

「お嬢じようちゃん。コイツが欲しかったか？」

　男はシェリルの目の前で紙幣をチラつかせる。

「……でもダメだな。お嬢ちゃんを買ってやってもよかったんだが……コレじゃあな」

　そう言って男はシェリルの胸に触れた。

「ひゃああっ!?」

　シェリルは悲ひ鳴めいを上げて身を引き、胸を押さえたまま縮こまる。俯うつむき、顔を赤くし、小刻みに肩を震わせながら目め尻じりに涙をためた。

　それを見てオズワルドが一歩前に進み出ようとする。だが、それをトラヴィスが手で制した。その代わり、彼自身が一歩前に進み出る。

「……おい。鼻の下伸びきってるぞ」

「あ？」

　男は眉を顰ひそめ、鼻の下に手を当てた。

「自分でわからないのか？」

　そう言った瞬しゆん間かん、トラヴィスは男の鼻の下に拳を叩たたき込こんだ。男は妙な呻うめき声ごえと同時に鼻血を噴ふき出だし、仰あお向むけにぶっ倒れる。

「ほら、こんなに当てやすいくらい伸びきってる」

　トラヴィスは両手を広げ、とぼけたように肩をすくめた。

「──この野郎っ！　よくもっ！」

　こちらをうかがっていた男どもが、一いつ斉せいに立ち上がって銃を構かまえた。同時に、オズワルド達はカウンターを飛び越えて裏に隠れる。一秒遅れて銃弾が飛んできて、棚に収まった酒瓶が次々に割れていった。

「なんだよ、船長。トラブルは嫌いやだとか止めたてたくせに」

「そうなんだよ。俺おれは止める役目なんだがなぁ……お前の短気がうつったのかもしれん」

「ボスはあたしのために怒ってくれたんだよね！　ボス大好きっ！」

　シェリルはトラヴィスに抱き着くが、彼はうるさそうに顔をしかめて彼女を引きはがす。

「……おいアンタら」

　と、同じカウンター裏で身を隠していた店主が声をかけてきた。

「……やり合うのは勝手だが、負けた方の身ぐるみ剥はいで店の修理費に回すからな。それがウチのルールだ」

　店主はそう言って面倒臭そうにため息をつくと、いそいそとバックヤードの方へと逃げていった。

　三人は顔を見合わせる。

「おい。これは何としても負けられないぞ」

「任せろ。こんな奴やつら、準備運動にもなりゃしない」

「たっぷりお礼しちゃうんだから！　いくよーっ！　ボスっ！」

　シェリルとトラヴィスがカウンターから顔を出すと同時に銃を構え、弾丸をばら撒まいた。賞金稼かせぎどもはテーブルを倒し、その裏に隠れる。

　そこに、オズワルドがカウンターから飛び出した。背中に背負った巨大なチェーンソー──ライトイーブンを引き抜き、エンジンワイヤーを引いてダイヤモンドの刃を高速回転させる。その凄すさまじいエンジン音に、テーブルの裏に隠れていた一人が顔をのぞかせた。彼はその凶悪な得え物ものに顔をひきつらせ、慌てて銃を構える。

　だが、オズワルドは撃うたれるよりも早く跳ちよう躍やくした。オズワルドの身体からだは男の頭をやすやすと飛び越える。──と同時に、引っ張ったままだったライトイーブンのエンジンワイヤーを男の首にひっかけた。

　オズワルドは男の背後に着地すると同時にエンジンワイヤーをクロスさせて引っ張る。首を絞められた男はカエルが潰つぶれたような声を発しながら首元を掻かきむしった後、白目を剥むいて気絶した。

「こういう使い方も、ありだろ？」

　オズワルドが薄く笑うと、同じくテーブルの裏に隠れていたもう一人が銃を突きつけてきた。だが、トリガーは引かせない。瞬しゆん時じに男の銃にライトイーブンを叩たたきつけた。高速回転するダイヤエッジは、甲かん高だかい摩ま擦さつ音おんと火花を撒き散らし、いとも容た易やすく銃身を切断する。さらにライトイーブンを床に突き刺すと、回転刃によって巻き上げられた床の破片が、背後から迫っていた男の顎あごを砕いた。

「このっ──くたばれチェーンソー野郎ッ！」

　別のテーブル裏に隠れていた男が拳けん銃じゆうを向けてくる。だが、彼がオズワルドに照準を合わせた瞬しゆん間かん、横から走ってきた銃弾が彼の銃を弾はじき飛とばした。男は苦痛を漏もらすと、手を押さえて蹲うずくまる。見ると、シェリルがカウンター裏で銃を指でくるくる回していた。

「遅い遅い。あたしなら、おっちゃんが一発撃うつ前に三発はぶち込めるよー」

　シェリルは銃口を口元に持っていき、フッと息を吹いて立ち上る硝煙を消す。

「ガキが……時代遅れのリボルバーでふざけたこと──」

　銃を弾き飛ばされた男が、歯を噛かみしめながら言う。だが次の瞬間、彼の足元に銃弾がばら撒まかれた。男は悲ひ鳴めいを上げ、まるで下へ手たくそなタップダンスを踊るように足あし踏ぶみをする。

「最新型が好みか？　俺おれのはフルオートだぞ？」

　トラヴィスがそう言いつつ拳銃のマガジンを床に落とし、内ポケットから取り出した新しいマガジンを装そう填てんする。

　圧倒的な戦せん闘とう能力の差に、賞金稼かせぎ達の表情に焦あせりが浮かぶ。だが、それでも彼らは犯罪者を相手にして金を稼ぐ連中。逃げ出さないのはそれなりのプライドがあるからだろう。オズワルドがノした男達も、痛む部分を押さえながらなんとか立ち上がっている。

「おっ？　そこらのゴロツキよりは根性あるみたいだな」

　オズワルドは口笛を吹き、ライトイーブンを肩に担かつぐ。だが──

「にっ、逃げるぞオズワルドっ！」

　急に、トラヴィスが悲鳴のような声を上げた。

「あ？　なんで──」

　オズワルドはワケがわからないといった表情で振り返る。

　だが、「それ」を一目見て、一気に全すべてを理解した。

「えへ、えへへへへ、えへへへへへへへ──！」

　シェリルがカウンターの上に立っている。

「せっかく買ったんだし、使わなきゃーっ！」

　その手にあるのは、先ほどバカみたいに買った手しゆ榴りゆう弾だん。すでに安全ピンは抜き捨ててあり、あとは手を離せば安全レバーが外れて爆ばく発はつする。

　彼女は、そんなものを振りかぶり、表情を恍こう惚こつに蕩とろけさせていた。

「お、おいおい……よせよシェリル……おーい……聞いてるかー？」

「だ、だめだオズワルド！　完かん璧ぺきにスイッチ入っている！」

　シェリルが、ペロリと舌した舐なめずりをする。

「ピッチャー、早撃ちシェリルちゃん！　振りかぶってぇぇぇえええ────」

　逃げ出すオズワルドとトラヴィス。そして賞金稼ぎ達。様子をうかがうためにドアの隙すき間まから顔を出した酒場の店主は、何も見なかったとでも言うように首を振って再び奥に引っ込んだ。

「──投げましたぁっ！」




　遠くの方から、爆ばく発はつ音おんが聞こえてきた。続いて黒い煙がもうもうと立ち上り、すぐさまサイレンの音が聞こえ始める。道行く人々は足を止め、皆、額ひたいの上に掌てのひらをかざして黒煙を眺めた。

「わっ！　なんだろう、お姉ちゃん」

「そうね、火事かしら？」

　ロシェとエネットも、周囲の人々と同じようにして煙が上る方向を眺める。対岸の火事──クロウ姉妹も、周囲の人々も、呑のん気きなものだ。

「……ララさんだったりして」

「……まさか。いくら保安官の相手が面倒だからって、爆弾使うほどじゃないでしょ」

　ロシェは額の上から掌を戻し、少し前に別れた彼女のことを思い出した。

　──ホイットニー・ララ。アンドロイドの弟を持つ女性。彼女と別れて保安官を撒まき、無事に用事を済ませてオズワルド達との待ち合わせ場所に戻ってきてから、もう十分ほどになる。こうして時間をおいてみると、ロシェはやけに彼女に心を捕らわれている自分に気づいた。

　それもそうだ。肉親をアンドロイド化するなんて、一般人から見れば凶行とも言える。死者に機械の身体からだを与え、宝石に宿った人格を読み込ませて無理やり生き返らせる──一部では、生命を冒ぼう涜とくする行為として忌いみ嫌きらわれているのだ。

　アンドロイドとなった者は、歳としも取らず、飢えも感じずに生きていく。周囲の人間はどんどん成長し、老い、やがて死に、いずれは一人ぼっち。そうなることを考えれば、誰だれも肉親をアンドロイド化なんてしない。

　……エネットをアンドロイド化した時、ロシェは幼かった。ただ妹が殺されたことが悲しくて、悔しくて、「死にたくない」と言いながら息絶えていった姿に耐たえられなくて、機械の身体を与えた。

（あの頃ころの私は浅はかだったけど、後悔はしていない。……だけど、自分が正しいことをしたかは、今でもわからない）

　答えの出ないこの気持ち──もしかしたら、ララも抱えているかもしれない。

　……そう思ったら、ますます彼女ともう一度会いたくなった。

「もう一回、会えるといいね、お姉ちゃん？」

「え？」

　ふいにエネットが心を読んだようなことを言ったので、ロシェは驚おどろいて妹の顔を見た。エネットは、後ろで手を組んで、満面の笑みを浮かべながら身体を傾かたむける。

「そういう顔してる」

「そ、そう？　もしかして、顔に出てた？」

「出てないよ。でも私にはわかるよ」

　エネットはえっへんと、胸を張る。

「だって妹だもん」

　そんな妹の姿に、自然と笑みが浮かんだ。ロシェはエネットのように後ろで手を組むと、身体からだを傾かたむけてみせる。

「……エネットだって、エミリオともう一回会いたいって思ってるでしょ？」

「あ、わかっちゃった？」

「わかるわよ。……だって、お姉ちゃんだもん」

　ロシェはエネットのマネをして、胸を張って見せる。すると、エネットは口を押さえてクスクスと笑い始めた。

「ふふ……お姉ちゃんがそんなことするなんて」

「う……っ！」

　瞬しゆん間かん、顔が一気に熱くなる。……そりゃ、自分でも似合わないことをしたって思う。でも、笑うなんてあんまりじゃないか。

「も、もう！」

　ロシェは腕を組んで怒ってみせるが、エネットはまだクスクスと楽しそうに笑っている。顔は熱を上げることをやめない。だから、ロシェは無理やり話題を変えた。

「そ、それにしてもオズ達はなにやってるのよ！　人のこと信用できないとか言っておいて、自分達の方が遅いじゃない！　戻ってきたら思いっきり文句言ってやるんだから！」

「……あ、そう言えば、さっきの火事ってオズワルドさん達が買い物に行った方向だよね」

　そう言ってエネットが道の先を指さす。──と、ちょうどそのタイミングで、荷台車に山ほど荷物を積んだジープがやってきた。

「ああ、やっときた…………って、え？」

　こちらに近づいてくるジープを見て、ロシェは眉まゆを顰ひそめる。

　ハンドルを握るトラヴィスは、怒ったようにこめかみに青筋を浮かべていた。助手席に座るオズワルドは焦こげた服を着つつ、消し炭になったタバコをくわえている。そしてジープの隣となりをＣクリスタルスレイプニールで並走するシェリルは、テンガロンハットの上からでもわかるほど大きなタンコブをこしらえて泣きべそをかいていた。

　ジープが目の前に停とまる。ロシェとエネットは、点になった目で三人を見つめた。

「……なにがあったのよ」

「うっ、うぅっ──うあーん！　ロシェちゃぁああん！」

　シェリルがＣクリスタルスレイプニールから降り、ロシェにしがみついて胸に顔を埋める。

「あのね、ボスが無む駄だ遣づかいするなって言うからね、あたしは無駄じゃないって言ってね、だから使ったんだけど、ボスは怒ってね、オズも一緒になってぶってね、ボスが一ヶ月お小遣いあげないって言って、オズはジュース買ってくれなくて、自分達ばっかりお酒買ったのーっ！」

「はいはいはいはい。よしよしよしよし……って、意味わかんないわ」

　ロシェはシェリルの頭を撫なでながら、これ以上ないほどいい加減に慰なぐさめる。

「あの……オズワルドさん……顔……煤すすだらけですよ……？」

　一方エネットは、恐る恐るぶすっとしているオズワルドに話しかける。

「爆ばく弾だんを使った化粧だ。新しいだろ？　……どうだ、似合うか？」

　オズワルドは凶悪面づらでエネットの方を向くが、彼女はそれを直視しないように瞳ひとみを泳がせた。

「えっと……その、あの、なんて言うか、か、かかかかかかかか……──申し訳ありませんオズワルドさん。私には似合う似合わないを判断する機能がありません」

　オズワルドの機き嫌げんの悪さに耐たえきれず、エネットの『妹モード』が強制終了し、『アンドロイドモード』に切りかわった。オズワルドが小さく鼻を鳴らすと、その拍子に消し炭になっていたタバコが根元からボトリと落ちる。

「お前達、さっさと帰るぞ。これから夕食まで、俺おれは爆弾娘の説教をしなきゃならん」

　シェリルの泣き声が、より一層大きく響ひびき渡わたった。




　グスタフの工場に戻ると、すでにＤダイヤランページの修理が開始されていた。モノトーンの機体は、天井から吊つりさげられたクレーンと、足元の台座によって支えられており、胸の動力部が開けっ放しになっている。中にあるのは、不純ダイヤモンドジルコニア。それを納める透明な保ほ護ごケースには黄色いケーブルが繋つながれており、反対側の端たん子しは、Ｄダイヤランページの足元に置かれた解析機に繋がれていた。

　解析機は、一メートルほどのオルガンのような形をしていた。譜ふ面めん台だいに当たる部分にはモニターが付いており、その下のキーボードやつまみを使って操そう作さするらしい。モニターにはＤダイヤランページの動力図が表示されており、二人の男がその前に座っていた。

「Ｄダイヤランページには、簡易的なアンドロイドの人格形成システムが転用されている。ベルはコイツを応用して人間の動きのモーショントレースをしようとしていたみたいだな。上う手まくいきゃ、アンドロイドのように人間そのものの動きを再現できる。Ｄダイヤランページが動かなくなったのは、このシステムが先に起動するせいだ。補助システムが先に動くせいで、肝心の動力に電力がいかなくなっている」

「そうか……心臓喰らいハートイーターを使ったからじゃなかったんですね。てっきり電力がライトイーブンの方に過剰供給されてるせいだと思ったんですけど……」

「当たらずとも遠からずだ。その心臓喰らいハートイーターとかいうバージョンを使ったことが原因で、電力供給の流れが狂ったんだからな。……ったく、何でこんなものを作ったんだか」

「それは──あっ！」

　こちらの足音に気がついたのか、マイセルが振り返った。それにつられて隣となりにいたグスタフも振り返り、顔をしかめる。

「よぉ、直りそうか？」

　オズワルドが片手を上げると、マイセルは自信満々に頷うなずいた。

「ええ！　原因も直し方も判明しました！　明日の夜までには直せそうです！　……いやぁ、それにしても、さすがベルナルトさんの師匠ですね！　僕一人じゃ、わからなかったですよ！」

「ね！」とでも言うようにマイセルは隣となりを振り向く。だが、グスタフの表情は厳きびしい。目元の皺しわを深めて双そう眸ぼうを厳しくし、こちらを睨にらみつけた。その迫力は、オズワルドの隣にいるロシェ達が思わず視線を逸そらしてしまうほど。

「……オズ。お前、またケンカしてきたな」

　シェリルの放った爆ばく弾だんで焦こげた服を見れば、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。オズワルドは肯定する代わりに、薄く笑って肩をすくめる。

「すまない。個人的なことだ。ここにはとばっちりが及ばないように──」

「そんなこたぁどうだっていい」

　叩たたきつけられた言葉に、トラヴィスは面食らったように口を閉ざした。

「……オズ。お前は昔からそうだ。気に食わない奴やつには誰だれ彼かれかまわず牙きばを剥むく。今回のワールドハートの件だってそうだ。お前は、躾しつけのなってねぇ野犬と同じなんだよ。そんな調子じゃ、いつか駆く逐ちくされるぞ」

「悪いな。生あい憎にく、野の良ら生活が長すぎて躾が頭に入らないんだ。気に食わなけりゃ、飼い主だろうが手を噛かみ千ち切ぎっちまう」

　オズワルドは、おどけたように「バウワウ」と吠ほえる真ま似ねをしてみせる。そんなオズワルドの姿が癪しやくに障さわったのか、グスタフはますます顔中の皺を深めた。

「いい加減にしろ……！　お前のその性分が災わざわいして、ベルがどんな目に遭あったか……忘れたとは言わせねぇぞ」

　その言葉に、オズワルドは感傷じみた笑みを浮かべ、遠い目をした。タバコを取り出して火をつけると、傍かたわらで佇たたずむＤダイヤランページに向かって煙を吐く。

「……もう二度と、あんなことはさせねぇよ」

　オズワルドは踵きびすを返す。タバコをくわえたままのんびりと歩き、出口へと向かった。

「船に戻るよ。シャワーを浴びてくる。体が火薬臭くて耐たえられない」

　背中越しに片手を上げ、オズワルドは出て行った。




「……育て方を間違ったっていうのは……こういうことを言うんだな」

　オズワルドが出て行ったあとで、グスタフはどっかりと椅い子すに腰かけた。それからタバコを口にくわえ、疲れたように下に向かって煙を吐き出す。

「オズを育てたのは、グスタフさんなの？」

「ああ、血は繋つながってないがな。アイツとベルは、拾ったんだ」

　グスタフは、しかめっ面つらで首を掻かく。

「オズは宝石職人の家系で、ベルは宝石バイヤーの家系だったんだ。二人の家は何代にもわたってコンビを組み、宝石を扱っていたらしいが……知ってのとおり宝石大量発掘時代ジユエリー・ラツシユの到来で没落しちまった。貧困で両家の家族は飢え死に、二人はスラム街に放り出されたらしい。そこで宝石なんかをカットして売っていたんだが……まぁ売れるわけがねぇ。結局、金も家もない二人は、ネズミと一緒に生ごみを漁あさって暮らしていたんだよ」

　ロシェは驚おどろく代わりに、そっとオズワルドが去っていった方向を見た。グスタフの言ったことは、何となく想像がつく。食べ物に対して貪欲で、落ちた物でも平気で食べてしまう彼。何事に対しても、飢えが酷ひどい。

　親がいないのはロシェも同じだが、自分はまだ、暖かい孤児院に住み、質素ながら食事に困ったことはなかった。

「十五、六年前だな。俺おれは助手が欲しくて、あの二人を拾ったんだ。オズのカット技術と、ベルの宝石に関する知識量をアテにしてな。……まぁ、まともだったのはベルだけで、オズの方はあの頃ころから手が付けられないガキだったよ」

　クソガキって言葉がぴったりだった──と、グスタフは苦笑する。

「……オズのせいでベルナルトさんが酷い目に遭あったっていうのは……？」

　少しためらいながら尋たずねると、グスタフが笑みを消した。まだ長いタバコをもみ消すと、椅い子すの背もたれに体重を預けてため息をつく。

「……さっきも言ったとおり、オズは昔から相手が誰だれだろうとケンカを売るような男だ。あの時も街のゴロツキとケンカになってな。……ケンカの原因は何だったか、確かオズがカットした宝石をコケにされたか……そんなことだった」

　家族も家もなくし、オズワルドに残っていたのは、ベルナルトと時代遅れの宝石加工技術だけだったのだろう。数少ない──それでも大切な誇りをけなされた時、彼が食ってかかる姿が、ありありと目に浮かんだ。

「……結局、ガキだったあいつはボロボロにされた。……まぁいつものことだったんだが、困ったことにベルは、腕っぷしが弱いくせにオズのケンカに加担する癖くせがあったんだ」

　以前、オズワルドが話してくれたことを思い出す。ベルナルトは、オズワルドが殴られたら、代わりに殴りかかってくれるような男だったと。

　そんな彼のことを、慕したっていたということも。

「オズのケンカに首を突っ込んだベルは、当然手酷くやられた。ただ、相手はガキ相手でも容赦のないロクでなしでな……ベルは目をやられたんだ」

　グスタフが、片目を押さえる。

「失明はしなかったものの、アイツの視力はほとんどなくなった。メガネで矯きよう正せいして、やっと見える程度だ。ベルは気にしてなかったが……オズは、そんなことがあってもご覧らんのとおりだ」

　グスタフは深々とため息をつき、オズワルドが去っていった方向を顎あごでしゃくった。

「…………悪いことは言わない。アンタらも、アイツに関かかわるとロクなことがないぞ。今回は、相手があのワールドハートだ」

　グスタフはこちらに背を向け、再びモニターに向き直る。

「いずれ……殺される」

　丸まった背中は、先ほどオズワルドを恫どう喝かつしていた男とは思えないほど、小さかった。






　第二章　燃え始めた導どう火か線せん







「喧やかましくて、おちおち寝てられないな」

　イーストウッド号から外に出たオズワルドは、寝ね癖ぐせの残る髪を掻かきながら、隣となりにそびえるグスタフの工場を眺めた。まだ朝日が昇ってから幾分も経たっていないというのに、すでに内部からはクレーンの動く音や電動工具の作動音、グスタフが作業員に飛ばす檄げきが響ひびいている。小鳥のさえずりで起きる趣味はないが、これはこれで目覚めが悪い。

　オズワルドは騒そう音おんに顔をしかめつつ、寝起きの一本に火をつけた。空は抜けるような晴天。初夏の清すが々すがしい朝だというのに、オズワルドはぼーっとした面つら構がまえで雲一つない空にタバコの煙を吐き出している。

「やっと起きたのね。眠り姫でも気取っているつもり？」

　呆あきれたような声に振り向くと、工場の脇わきに停とめられたイーストウッド号の傍かたわらに、ロシェがいた。彼女の目の前では、いつも両サイドで括くくっている髪を下ろしたエネットが、アウトドアチェアに座っている。

「まぁな。工場の騒音で起きるんだから、物わかりのいい眠り姫だろ？　…………で？　朝っぱらからなにしてんだ？」

「見てわからないの？」

　そう言うと、ロシェはエネットの前にしゃがみ込み、その前髪をハサミでちょこちょこと切り始めた。その光景を見て、オズワルドはますます首を傾かしげた。

「そいつはアンドロイドなのに髪が伸びるのか？」

「違うわよ。伸びないけど、放置すれば毛先が傷むの。今日はちょっと出かける用事があるからね。可愛かわいくしてあげないと」

　ロシェはエネットの髪に櫛くしを入れ、目を細めて揃そろえ具ぐ合あいを確かめる。

「……そのうち丸坊主になるんじゃないか？」

「私にも似合うでしょうか？」

　エネットはロシェに髪を切られながら、苦にが笑わらいを浮かべる。

「似合ってもさせないわよ。短くなったら、ちゃんとヘアパーツがあるんだから」

「なら安心だな。下へ手たくそに任せて失敗しても、取り返しがつく」

「なによ？　これでも結構自信あるのよ？　寝癖に困らない髪型にしてあげよっか？」

　ロシェはぶすっとした顔でハサミをシャキシャキ鳴らす。それを見て、オズワルドはげんなりと頬ほおを歪ゆがめた。

「やめとくよ。どんな髪型にされるか、わかったもんじゃない。……エネットも、姉貴の腕が不安だったら俺おれに言えよ。カットだったら得意分野だ」

「頭の上でライトイーブンを振り回されるのは……ちょっと……」

　エネットの苦にが笑わらいはますますビターになる。

「馬ば鹿かなこと言ってないの。…………さて、終わりよエネット」

　ロシェはエネットの髪を、元通り二つに括くくり始はじめた。

「……ねぇオズ。カットって言えばさ……」

　エネットの髪を括りながら、ロシェが思い出したように呟つぶやく。

「昔……オズってさ、カットした宝石ってどうしてたの？　動力に使う以外で」

「はぁ？」

　脈略のない質問にオズワルドは眉まゆを顰ひそめたが、やがて苦い顔をする。

「ネックレスとか、指輪にして売ってたんだよ。俺がカット、ベルがデザインしてな。昔はそういうふうにして売るのが普通だったんだ。……まぁ、一つも売れた例ためしはないけどな」

　それはそうだ。首や指に電池をつけるようなものなんだから。

「信じられないかもしれないが、結婚する時はダイヤの指輪が婚約の証あかしだったりしたらしいぞ」

「ダイヤモンド？　不純ダイヤモンドジルコニアじゃなくて？　そんな安物が婚約の証なの？」

「五十年くらい前は、数十万クリューってしたんだとよ」

　ロシェは「ふーん」と鼻を鳴らしながら、エネットの髪を整え終えた。オズワルドにしてみれば何が変わったのかわからないが、エネットは手鏡を見ながら満足げな表情をしている。

「……そうだ、オズ。ダイヤで思い出したけど、前にちっちゃいダイヤ持ってたでしょ？　あれ、くれない？」

「そういや、持ってたな。どこ仕し舞まったっけ？」

　オズワルドはコートやズボンのポケットを漁あさり、やがて胸ポケットから精密にカットされた小指の爪つめほどのダイヤモンドを取り出した。

　オズワルドがダイヤを差し出すと、ロシェが手を伸ばしてくる。だがオズワルドは、それを渡す直前で、ひょいっと手を上げた。空振ったロシェは、半目になってこちらを睨にらんでくる。

「タダでやるわけないだろ」

「……意地汚い男」

　ロシェは手をひっこめると、悪口一つ呟つぶやいてポケットから飴あめ玉だまを一つ取り出した。オズワルドは飴玉を受け取ると、それと交換でダイヤを彼女の手に渡す。飴玉は、すぐに包み紙を破いて口に放り込んだ。

　ロシェは貰もらったダイヤを指先で摘つまんで転がした後、ポケットにしまう。

「さーてと、そろそろ行くわ」

　そう言うと、ロシェは工場の前に停とめてあったＣクリスタルスレイプニールに乗った。その後ろにエネットが跨またがり、ロシェにしがみつく。

「どこ行くんだ？」

「アンドロイドカフェです。店員が皆アンドロイドなんですよ」

「昨日、街のガイドブックで調べたのよ。Ｄダイヤランページの修理が終わるまではすることないから、羽を伸ばしてくるわ。じゃーねー」

　エンジン音を響ひびかせながら、Ｃクリスタルスレイプニールが走り去っていく。オズワルドは彼女達の背中を見送った後、飴あめ玉だまをかみ砕いて飲み込んだ。

「オズワルド。こんなところにいたか」

「オズー、おはよー」

　と、ロシェと入れ違いでトラヴィスとシェリルが乗るジープがやってきた。ジープに引っ張られている荷台車には、太いワイヤーの巻き取り機が積まれている。

「よぉ。お前らはどこに行くんだ？」

「仕事だ仕事。遊ゆう石せき民みんの定休日は雨の日だけだと知らなかったか？　人型重機シユタインが使えないなら、生身で発掘作業だ。働かぬ遊石民にパンあらず──ほら、お前も手伝え」

　トラヴィスは助手席を叩たたくが、オズワルドは露ろ骨こつに面倒臭そうな顔をする。

「おいおい、ロシェとエネットは出かけたぞ？」

「ロシェちゃん達はもう仕事したんだよ。……ほら！　じゃじゃーん！　ロシェちゃん特性お弁当セットー！」

　荷台車のシェリルが、両手のランチジャーを掲げてみせる。そこからほのかに香る飯の匂においに、オズワルドの腹が嘶いなないた。

「……ああ、くそ。どうして飯の匂いに抗あらがえないかな……」

　渋々、オズワルドはジープに乗り込んだ。




「さーん！　にー！　いーち！　──やっほーっ！」

　高さ千メートルはあるキバラ峡谷の崖がけから、シェリルが飛び降りた。真下の川に向かって落下していく中、彼女が身に着けた降下装具のワイヤーが甲かん高だかい摩ま擦さつ音おんを鳴らす。シェリルの身体からだは、崖の天てつ辺ぺんからおよそ三十メートルほどの所で止まった。

「馬ば鹿か野郎！　飛び降りるなって何度言ったらわかるんだ！　ちゃんと崖に足をついてゆっくり降りろ！　岩がん壁ぺきに叩きつけられても知らんぞ！」

　崖の上からトラヴィスが、眼下のシェリルに向かって叫ぶ。しかし、彼女はバンジージャンプじみた降下が楽しかったらしく、笑い声しか返ってこなかった。

「ったく、銃の腕は一流だが、遊石民としちゃいつまでたっても三流以下だな……」

　トラヴィスは、ジープの荷台に載せたワイヤー巻き取り機にもたれかかってため息をつく。

　そんな二人の様子を横目に、オズワルドはライトイーブンで宝石をカットしていた。大きさはスイカほど。色は緑がかった青。武骨な岩の割れ目に張りつくようにして産出されたそれは、ターコイズだ。

　ターコイズはキバラ峡谷でよく採とれる宝石である。切り立った崖がけの岩がん壁ぺき──その割れ目から見つかることが多い。人型重機シユタインじゃ採り難にくい場所だから、シェリルがやったように降下装具を身に着けて崖を降り、見つけた原石をバンドで固定して引っ張り上げる必要がある。手間がかかって大量発掘ができないから、良い鉱脈でも遊ゆう石せき民みんには敬遠されがちだ。

「そっちはどうだ？　オズワルド」

　トラヴィスの問いかけに、オズワルドは原石からライトイーブンを離した。

「まぁまぁだな。細かい調整は後でやるとして、今はこんなもんだろ。ターコイズは日光に弱いから、残りの作業は室内でやりたい」

　オズワルドはライトイーブンの回転を止め、荷台車の縁ふちに腰を下ろした。彼の足元には、綺き麗れいに取り出されたターコイズが転がっている。トラヴィスはしゃがみ込むと、それを両手で持ち上げ、まじまじと見つめた。

「……いや、このままで十分だ。お前がいると助かる。売った時にカッティングマシーンに掛ける手間賃を取られなくて済むからな」

「その程度の大きさなら、手間賃なんてたかが知れてるだろ。がめつい奴やつめ」

「最近バカみたいに食う男が船に乗るようになったからな、何事も倹約が必要なんだ」

　ジロリと睨にらまれたオズワルドは、視線を逸そらしてタバコに火をつけた。トラヴィスは口の中で「ったく」と呟つぶやくと、ターコイズを太陽の光にかざし、輝く青色に目を細めた。

　だが、ふいに彼は何か引っかかったように眉まゆを顰ひそめる。

「……なぁオズワルド。宝石職人として、この宝石はどう思う？」

「は？」

　オズワルドはタバコをくわえたまま首を傾かしげる。質問の意図がわからなかった。……わからなかったが、質問自体に答えることは簡単だ。

「……いい宝石だぞ。ターコイズにしちゃ硬度が高い。色は少し緑が強いが、これは好みだな。なにより、斑まだら模様が少ないのが良い」

「そうか……。電気の増幅量を調べなけりゃ何とも言えんが、俺にはせいぜい二、三万の値段にしか見えないな」

「何かおかしいか？　ターコイズでその大きさなら、そんなもんだろ？」

「ああ、そうだ。なにもおかしくはない。…………今の時代ならな」

　ターコイズを密閉ボックスにしまうトラヴィスを見ながら、オズワルドは眉を顰める。今日は朝から変だ。ロシェやトラヴィスが、やたら宝石のことを聞いてくる。

　何かあったのか──そう聞こうと思ったオズワルドだが、口を開いた瞬しゆん間かんに崖の下からシェリルの声が響ひびいてきた。

「ボスー！　固定終わったよー！　上げてー！」

「わかったわかった。今やる。じっとしてろよ？」

　トラヴィスがワイヤー巻き取り機を操そう作さする。すると、崖がけの下からシェリルがひっぱり上げられた。彼女と一緒に、バンドで固定されたターコイズの原石も上がってくる。

「あー、楽しかった！　ねぇねぇボスボス、今度はもっと下まで飛び降りていい？」

「飛び降りるなって言ってるだろ！　……ったく」

　トラヴィスは疲れたように息を吐くと、原石をバンドから外し、それをオズワルドの足元に置いた。

「ほら、オズワルド。これも頼むぞ」

　また原石を差し出されたので、結局、オズワルドは聞こうと思ったことを聞けなかった。




　キバラの街は二つの崖の上に立ち、それを橋で繋つないである。遊ゆう石せき船せんが橋を渡ることは不可能だが、人が行き来するには十分すぎるほどの広さを持っていた。

　ロシェとエネットがやってきたアンドロイドカフェは、そんな橋の中央にある。カフェは凱がい旋せん門もんのような形をして橋を塞ふさいでおり、入り口は門をくぐる途中の左右にあった。東西、どちらの窓からもキバラ峡谷の絶ぜつ壁ぺきを見ながら食事を取れる造りで、数少ない街の観光スポットらしい。

　ロシェとエネットは店に入るや否や、目の前に広がるキバラ峡谷の絶景に目を奪われた。視界の両りよう脇わきに並んで走る崖。その真下を激はげしく流れる川。激しい水流は崖や岩にぶつかって飛沫しぶきを上げ、その水滴が太陽の光を反射し、川のいたるところに虹にじを作っている。

　店が崖にかかった橋の上にあるのも手伝い、まるで空の上からいくつもの虹を見下ろしているような気分だった。

「……すごい……綺き麗れいだね。吸い込まれちゃいそう……」

「色物カフェだと思ってたけど……びっくりしたわ」
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　ロシェは窓から店内に視線を移す。窓に沿そうようにして客席が設置されているため、店内の中央は広い。そこを、作り物の表情を浮かべたアンドロイドの店員が行き来していた。アンドロイド達の外見年齢は十六歳から二十歳ほど。可愛かわいらしいウェイトレス服を着た個体もいれば、腹部にコーヒーメーカーが埋め込まれていたり、腕が六本もあって一度に大量の料理を運んでいる個体もいる。ガイドブックによると、このキテレツさがウリらしい。どうやらアンドロイドの改造やメンテナンス相談も受けつけているようだが、個人で所持している人間は少ないので、こちらは人気がない模様。でも、あとでメンテナンス相談ぐらいは受けてみようかとロシェは思う。

　だが、今はそれよりも先にやることがあった。

「……いないみたいだね、あのお姉ちゃん」

「そうね……」

　二人が店内をぐるりと見回して、ため息をついた……その時だった。

「縁えんがあったようだな」

　背後から掛けられた声に振り返る。すると、そこには相変わらず涼しげな微笑をした女性と、彼女によく似た少年が立っていた。

「ララ！」

「奇遇だな。……どうしてここに？」

「ここなら、いると思ったのよ」

　ロシェが小首を傾かしげて言うと、ララは少し驚おどろいたような表情をし、それから薄く微ほほ笑えんだ。

「縁を作ったというわけか」

　立ち話もなんだな──とララが言い、四人は空いている席に腰を下ろした。すかさずアンドロイド店員がお冷やを携たずさえて注文を聞きに来たので、ロシェとララはランチセットを注文する。

「……それにしても、凄すごいお店ね。よく来るの？」

「ああ。食事はいつもここだ。最新のクッキングデータを内蔵したアンドロイドシェフもいるし、眺めもいい。……そうだ。ここはテラスからの景色も素晴らしいぞ。エミリオ、エネットを案内してあげたらどうだ？」

「そうだね。エネットさん、行ってみない？」

「えっと……」

　エネットが迷うようにこちらを見てきたので、ロシェは「行ってきなさい」と首を縦たてに振った。それを見てエネットは笑みを浮かべると、エミリオに連れられてテラスへと出ていく。

　二人の姿がテラスに消えたところで、ララは水が注がれたグラスに口をつけた。

「君達は観光客か何かか？」

「いえ、遊ゆう石せき民みんよ。……半分居候いそうろうみたいなものだけどね」

「なるほど、荒野の旅人か。……どうりで荒事に慣れていたわけだ」

　ララの瞳ひとみが、腰に下げた拳けん銃じゆうに向けられる。ロシェはそれを軽く叩たたくと、得意げに笑みを浮かべて首を傾かしげた。

「まぁね。今でこそ遊石民と一緒に行動してるけど、それまでは女二人の旅だったから。街に降りればゴロツキに絡まれるなんて日にち常じよう茶さ飯はん事じだったし、女子供だとナメられたらやっていけない。少しは心得があるつもりよ。…………ララこそ、ずいぶん手て練だれなのね」

　グラスを持つララの手を見る。袖そで口ぐちに隠れた手首にはリストバンドがまかれ、そこに例のタバコのような形をした軽威力爆ばく弾だんが差し込まれていた。

「それほどでもある……と言っておこうか。今の時代、力を持っているのは希少宝石を探せる人間だ。要は肉体労働……つまり男だな。そんな時代で女が金を得ようと思ったら、娼しよう婦ふになるか武器を取るしかない」

「……お金が必要なの？」

「必要だった──が正しい。私の弟は病弱でな、治ち療りようのための金が欲しかったんだ」

　全すべて過去形なのは、彼女の努力が報むくわれなかったからだろう。ララの弟──エミリオは今、アンドロイドとなっている。それはつまり、彼が病気に負けたことを意味していた。

「君はどうして旅をしている？」

　だがララは、自分の努力が水泡と帰した愁うれいも見せずにそう尋たずねてきた。ロシェは彼女の身の上に暗くなっていた表情を押し込めると、窓の向こうに見えるテラスに視線を向ける。そこでは、手すりに寄りかかって笑い合うエネットとエミリオがいた。その人工筋肉によって象かたどられた笑顔を見ていると、少しの嬉うれしさと、大きな悲しさが込み上げてくる。

「私は、希少宝石を探しているのよ。実は……エネットの動力宝石は複数あってね、ワケあってバラバラになったから、それを集めているの。あの子はアンドロイドだけど、完全じゃないのよ。ちょっと前まで、私を姉とすら認識できていなかったわ」

「そうか……強いな、ロシェは」

　予想だにしていないことを言われ、ロシェは驚おどろいてララを振り向いた。

　自分は弱い──そう思う。昨日だって、ララに助けてもらわなければスリグループにやられていただろう。さっきは「心得がある」と言ったものの、所しよ詮せんはその程度だ。

「ど、どこがよ……」

「自分じゃ気づかないものだ。妹をアンドロイド化したのに自分を姉と思ってもらえず、それでもあの子のために宝石を探す決意をしたなら大したものだ。その細腕でやっと扱える銃を携たずさえて、守ってくれる人もいない荒野に出て、いつ終わるかもわからない旅路を歩んできた……並の女じゃ、とうに挫くじけるさ」

　ララは寒々しい青い瞳ひとみを優しげに細め、真まっ直すぐこちらを見つめる。

「でも、今は遊ゆう石せき民みんの仲間がいるんだろう？　なら、少し肩の力を抜いてもいいんじゃないか？」

「別に、力を入れているつもりは……」

「嘘うそはよせ。私にはよくわかる。荒野の無法者に負けられないと、強気な口を利きいてしまうんだろう？　その誘うような服だって、『男どもにナメられちゃいけない、逆に手玉に取ってやる』と思って、無理して着ているんじゃないか？」

「そ、そんなこと……」

「じゃあどうして妹にはあんな可愛かわいらしい服を着せている？　今日は髪まで整えてあげてるじゃないか。自分は前と変わらぬ格好だというのに……本当は、ああいう格好がしたいんじゃないか？」

　今度は、何も言い返せなかった。ただ、急に自分の肌を見せつけるような服が恥ずかしくなって背中を丸めてしまう。

「私にも経験あるんだ。こんな色気のない服を着て、男おとこ勝まさりな口調で話す──もっとも、私はもうこれが癖くせになってしまっているがな」

　そう言ってララは、中性的な自分の服装を見せつけるように両手を広げ、自じ嘲ちよう気味に笑ってみせた。

「……なぁ、ロシェ。今日はこれから時間あるか？」

「え、ええ」

「なら、一緒に服を見に行ってみようか」

　ロシェは両手を太ももで挟み、両肩を縮めた。──エネットが恥ずかしくなった時にする癖。自分は、とうに直したと思っていたのに。

「……うん」

　ロシェは、こくんと頷うなずいた。




「わぁ……すごいね。お店の中よりずっと綺き麗れい」

　テラスに出ると、店の中よりもさらに開けた視界が広がっていた。エネットは柵さくに近づくと、吹き上げる風に髪を押さえる。

「気持ちいい風だよね」

　エミリオも隣となりに並ぶと、彼は少し冷たい風を感じるように目を細め、こちらを見て笑った。

「……そうだ。エネットさん。ちょっとだけ髪切ったね？」

「あ、わかるの？　今朝、お姉ちゃんが切ってくれたの」

　エネットは少し驚おどろいた後で、嬉うれしくなって前髪を摘つまむ。

「良いお姉さんだね」

「ララさんもそうでしょ？」

　エネットは柵さくに背中を預けると、エミリオに向かって微ほほ笑えむ。

「私をここに連れてきてくれたのって、私のお姉ちゃんが自分だけご飯食べるの悪いって思うと思ったからでしょ？」

「……わかっちゃったか」

　エミリオは悪戯いたずらがバレた子供のように苦にが笑わらいをする。大人しく見える少年だが、意外とやんちゃな表情も似合っていた。実は、活発な男の子なのかもしれない。

「姉さんが、いつも『自分だけ食べてすまないな』って言うからね。ロシェさんもそうだって思ったんじゃないかな？　そんなの気にしなくていいのにね」

「そうだね。私たちは死んじゃったのに、こうしてまた生きてられるだけで幸せなのに」

　二人は、姉の無用な気き遣づかいと、そこに混じる優しさにクスクスと笑う。今まで、こんな話題で笑い合える相手なんていなかった。それが嬉しくて、エネットはますます笑みを深める。

「……あ、でもね。最近はアンドロイドに味覚を認識させる機能も研究されているんだって。それが完成すれば、僕らも一緒にご飯を食べられるかも」

「えっ！　そうなの？　……だったら嬉しいなぁ」

　それが叶かなったら、どんなに良いだろう。楽しそう……いや、絶対に楽しいに決まっている。だって、にぎやかなイーストウッド号の食事に交ざれるんだ。もしそうなったら、シェリルさんが買ってくる甘いお菓子を分けてもらえる。マイセルさんは、味覚認識機能がどうなっているか調べたがるんだ。トラヴィスさんは「食くい扶ぶ持ちが……」と頭を抱えるんだろう。オズワルドさんには気をつけなきゃいけない。食べるのが遅かったら、絶対に横から取られちゃう。

　そんなことを考えてしまうから、緩ゆるんだ口元は直ってくれない。

「完成が待ち遠しいよね。……ねぇ、生きてた時は何が好きだった？」

　そう聞かれ、エネットは口元に指を添えて上を向く。動力宝石が足りていないせいか、味の記き憶おくはほとんど残っていない。だけど、かすかに思い出せるものがあった。

「お姉ちゃんが作った……オムレツかな？」

　やや薄れかけた記憶の中にある、姉が作ったふわふわしたオムレツ。細かい味は全然思い出せないけど、美お味いしかったという記憶は確かにある。

　そんなエネットの顔を見て、エミリオは羨うらやましそうに息を吐いた。

「いいなぁ……。僕は姉さんの料理なんて、コゲの味しか思い出せないよ」

　エミリオは苦にがいものを食べたように、顔をしかめて舌を出してみせた。

「僕だったら……そうだなぁ。昔……姉さんの友達が食べさせてくれた、チキンステーキが食べたいな。……うん、アレは美お味いしかった」

「やっぱり男の子だね。お肉が好きなんだ？」

「僕さ、アンドロイドになる前は病弱でヒョロヒョロだったんだ。だからその人が、『肉食え、肉』って食べさせてくれたんだよ。……でも、その人が普段は絶対に奢おごってくれるような人じゃなかったから、特別美味しかったのかも」

　無邪気に笑うエミリオ。人工的に作られた健康的な肉体と、血色のいい顔色からは、病弱だった姿が想像できない。

　……少しだけ、彼が明るい理由がわかった気がした。昔は病弱だったと言う彼は、今のような健康な身体からだに憧あこがれていたのだろう。大人しそうな顔つきは、生きていたころの名残なごり。見た目に反してやんちゃ坊主のような性格は、憧れを叶かなえた故ゆえ。たとえそれが誰だれかの手によって作られたものだとしても、彼はそれを受け入れ、前向きに捉とらえ、笑っている。

　そんな彼を見ていて、エネットも悪い気はしなかった。アンドロイドになれば、生きている人間との差を感じてしまう。だけど、彼のような人といれば、暗い気持ちになって落ち込むことも少ないんじゃないだろうか？

「あぁ、思い出したら食べたくなってきちゃったよ」

「私も、話を聞いてたら食べたくなっちゃった」

「いつか、一緒にご飯を食べようね。……お互いの姉さんと一緒に」

「うん！　約束だよ！　……ふふ、今から楽しみ」

「気が早いなぁ。涎よだれ出てるよ」

「う、うそっ!?　私、そんな機能は──」

「うそだよ」

「えっ！　……もーっ！」

　エネットとエミリオは笑う。

　エミリオは自分よりも少し年上みたいだけど、性格はやや子供っぽくて、楽しく話ができる。

　初めてできたアンドロイドの友達が、彼で良かった。




「へ、変……じゃないかしら？」

「凄すごく可愛かわいいよ！」

「そうだ。私のセンスを信じろ」

　エネットとララはそう言うものの、ロシェは落ち着きなく周囲をちらちらと見る。四人でキバラの街の洋服店に行き、ララとエネットに服を見み繕つくろってもらったロシェ。そして今、ロシェは買ったばかりの服を身に着けて帰り道を歩いていた。

　鮮あざやかな赤毛に映える白のフリルブラウス。その上に羽は織おっているのは、流行のシルクカーディガン。黒いスカートからは白い足が伸び、上質な革のショートブーツに収まっている。野暮ったいガンベルトは外してエミリオに預け、細身の編みベルトを巻いていた。
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「でも……なんだか見られてるような……」

　ロシェがやたら周囲を気にする原因がそれだ。さっきから、道行く人がすれ違いざまにこちらを盗み見てくる。どうにも落ち着かない。

「それだけ君が魅み力りよく的てきだということだ」

「そ、そんなこと……」

「それに、いつもの過か激げきな服の方が見られるだろうに」

「あ、あれは……！　アレを着てると、強くなったような気分になれるから、見られても平気っていうか……」

　ロシェは長い赤毛を指でくるくると巻く。いつもの露ろ出しゆつの多い格好は、ロシェにとっていわば人型重機シユタインの角のようなもので、自分を「強したたかな女」と誇示するために着ている。曝さらけ出だした肌を見られたところで、「なによ？」と睨にらみ返かえすことができるのに……今のロシェは完全に女の子となっていた。

「ふふふ……君がその調子じゃあ、仲間はさぞ驚おどろくだろうな」

「そんな……あの朴ぼく念ねん仁じんのことだから、気づかないか、からかわれるだけよ」

「おや？　私は仲間と言ったんだ。誰だれも男──それも一人が驚くなんて言ってないぞ？」

　ララの口元が、意地悪く歪ゆがむ。

「どうやらその朴ぼく念ねん仁じんがお気に入りのようだな」

「じょ、冗談じゃないわ！　一番ロクでもない反応をしそうな奴やつだからよ。……どうせ『マネキンから追いはぎでもしたのか？』とか言うに決まってるわ。……そうよ、そうに決まってる。デリカシーもないし、人をすぐ馬ば鹿かにするし、私を女と思ってるかどうかすら危ういわ」

「そういう男に限って、いきなり女らしくなった身近な女性にコロリといくものだ」

「あのー……」

　と、荷物持ちをしていたエミリオが控えめに声を上げた。彼はロシェが着ていた服だけでなく、ララやエネットが買った分の服を入れた紙袋を両手いっぱいに下げている。それだけ見ると、「姉とその友達の買い物に付き合わされた弟」そのものである。

「お話し中悪いけどさ、さっきからつけられてるのには気づいてる？」

　エネットが「えっ！」と驚おどろいて振り返ろうとする。だが、すかさずロシェとララが彼女の頭を押さえた。

「振り返っちゃダメ。……もちろん、気づいているわよ。大方、昨日のスリ連中ね」

　ロシェはチラリと路駐してある車のサイドミラーを見た。鏡面に映るのは、通行人に紛れてこちらをじっと見ている数人の男。確かに、昨日見た顔だ。

「大方、昨日の仕返しだろうな。……でも気になるのは、そいつらをさらにつけている連中がいることだ」

　つまりは二連れん鎖さの尾行。ロシェもララも、アンドロイドカフェを出た時から気づいていたが、第二の尾行が気になったから特に動きは起こさなかった。

「どうしましょうか？　このまま船までつけられて、ホームを特定されたら面倒だわ」

「同感だ。放火でもされたら堪たまったものじゃない。……ここらで一つ、撒まいてしまおうか」

「いいね。ちょうどガールズトークに交ざれなくて暇ひまだったところだよ。わざわざ暇ひま潰つぶしの相手に来てくれるなんて、最近のスリは気が利きくね」

　挑発的な物言いのエミリオに、「下品な口は利かないように」とララがコツンと拳げん骨こつを下ろす。

「さて……それじゃあ三手に分かれよう。集合はアンドロイドカフェでいいな？　エミリオはエネットを守ってあげろ」

　ララの言葉に三人は頷うなずき、一いつ斉せいに駆け出した。ララは人ごみを避よけながら表街道を進み、エネットはエミリオに手を引かれて近くの雑貨屋に入り込む。そしてロシェは、裏路地に逃げ込んだ。

　同時に、スリ連中が慌てたように駆け出した。それにつられ、スリをつけているらしい輩やからも動き出す。

　ロシェは生ごみを入れるコンテナや、山積みにされたビールケースの隣となりをすり抜けて路地裏を駆けた。すると、明らかに数人の足音が迫ってくるのを感じる。どうやら上う手まく分断できたようだ。ならば、あとはこのまま隣となりの街道まで出て、撒まいてしまおう。

「え？」

　しかし、曲がり角を曲がった瞬しゆん間かん、突如ロシェの目の前に壁かべが現れた。──行き止まり。土地勘のない街で路地裏を使おうとしたのが間違いだったか。とっさに上れそうな場所を探すが、見当たらない。

「この町で、俺おれ達から逃げ切ろうってのが間違いなんだよ」

　曲がり角から、銃を抜いた男が二人現れる。どちらも昨日見たスリグループだ。彼らをつけているらしい正体不明の輩やからは……姿を見せない。

「アンドロイド連れなら、あのカフェで張ってりゃ来ると思ったぜ」

「はぁ……アンタ達みたいなのと同じこと考えてたなんてね。癪しやくに障さわるけど……まぁいいわ。撒くのは失敗したけど、ここで寝ててもら──」

　ロシェは言いつつ銃を抜こうとして……失敗した。見ると、いつも巻いているガンベルトがない。

　──そこで思い出す。着ていた服はエミリオに預けたままだった。

「あ、はは……ね、ねぇ？　話し合いで解決しない？　平和って尊とうといものよ？」

　ロシェは愛想笑いを浮かべ、両手を挙げながら後退するが、男達は銃を構かまえたままニヤニヤと近づいてくる。ついにロシェの背中は壁にぶつかり、それ以上下がれなくなった。

「さてと、まずは俺達の財布を返してもらうか」

　なにが俺達のだ。スられたのを取り返しただけよ──そう言いたかったが、挑発するのはまずい。ロシェは一人に銃で狙ねらわれたまま、もう一人にポケットを漁あさられる。そして、中身を全部出されてしまった。

「チッ、昨日より入ってねぇ。それに……ん？　なんだこりゃ？　ダイヤか？」

　ロシェのポケットの中身を吟ぎん味みしていた男が、ふと取り出した小さなダイヤモンドを見て首を傾かしげる。精密正確にカットされた、オズワルドから貰もらったダイヤモンドだ。

「クズ宝石──これじゃ飴あめ玉だま一つ買えやしねぇ」

　男はダイヤを投げ捨て、財布だけをポケットにしまう。そして、気を取り直したように二人で銃を向けてきた。

「さて、どうしてやろうか？」

　ロシェも、男と同じようなことを思う。──どうしようか？　ララやエミリオ達とは別れたばかり。銃もない。──だが、幸い相手は二人だ。なんとか隙すきを見つけて一人の銃を奪えれば、切り抜ける方法は見つかる。

　大丈夫。冷静にやれ。いつもの服を着ている時のように、強気で妖よう艶えんな女を演じれば、男ならば隙を見せてくれる。信じろ。自分は強い女だ。できる女だ。

　だが。

「ただ痛めつけるのは面おも白しろくないな。せっかくの上玉だ。昨日のエロい格好じゃなくて、イモ臭い服なのはいただけないが──」

　瞬しゆん間かん。ほざいた男の頬ほおを、ロシェの掌てのひらが打った。

「これは友達と妹が選んでくれた服よ。バカにしないで」

「……へぇ」

　銃口を強く額ひたいに押しつけられる。後頭部を壁かべに打ちつけられたロシェ。痛みに声が漏もれるが、目の前の男を睨にらみつけるのはやめない。

「おい、ずいぶんなことしてくれるじゃないか。自分の状況がわかっているのか？」

「ええ、わかっているはずだったんだけどね。……アイツの短気が移ったのかしら？」

　状況悪化。隙すきを作るはずが、下へ手たに怒らせてしまった。切り抜けるのが困こん難なんになる。

　これはいよいよ本格的にまずい──その時だ。

「よーし、手を挙げろスリども」

　曲がり角から、五人の男が銃を構かまえながらぞろぞろと現れた。街に溶け込む小こ綺ぎ麗れいな格好のスリとは違って、明らかに薄汚れた、アウトロー達。全員、なぜか生傷をこしらえている。

　……いや、それよりも、どこかで見た顔が交じっているような……。

「な、なんで賞金稼かせぎが……！」

「賞金稼ぎが現れるっつったら、賞金首を狩るために決まってるだろうが」

　スリの二人が、とたんに狼狽うろたえ出す。

「じょ、冗談だろ？　アンタ達が俺おれらみたいな小物を狙ねらうわけないじゃないか！」

「ああ、そうだ。お前らなんか十万クリューぽっちの雑ざ魚こさ。……でもな、ちょいと酒場を壊こわしちまってよぉ。修理費を賄まかなうのに人型重機シユタインを一機、質に入れちまったんだ」

「あ」

　そこでロシェは思い出した。彼らは、昨日オズワルド達がぶちのめしたという賞金稼ぎに違いない。うち二人は、グスタフの情報を得るためにポーカーをした男達だ。

　僥ぎよう倖こう。彼らがスリを捕まえてくれれば、助かる──が。

「ん？」

「げ」

　ポーカーをした二人と、目が合ってしまう

「──あーっ！　お前！　あのチェーンソー男と一緒にいたイカサマ女！」

　バレた。

「んんっ？　その女、あのイカれチェーンソーの仲間なのか」

　こちらを見たリーダー格の男の顔が、凶悪に歪ゆがむ。黄色い歯を剝むき出だしにし、喉のどに引っかかったような笑い声を上げる男は、賞金稼ぎというより、それに狙われる人種のようだ。

「……よーし、良いことを思いついた。おい、スリども！　その女をぶっ殺せ！」

　ロシェとスリ達は、驚おどろいたように顔を見合わせる。

「セコいスリでも、人を殺せば立派な強盗殺人犯だ。賞金の額は倍以上。……そうだな、女を殺せば、サービスで五分だけ逃げる時間をやろう」

　最低だ。犯罪者を捕まえる賞金稼かせぎが、金欲しさに犯罪を強要するなど。

「へ……へへ。ま、待ってくれよ。俺おれ達は、この女以外にも痛い目を見せたい女がいるんだ。今、こいつからその女の居場所を聞き出そうとしていたところなんだよ。そいつを殺してからでも、遅くはないだろ？」

　なかなか頭の切れるスリらしい。ララの居場所を聞き出せば、彼女を追っていった仲間と合流できる。そうすれば、賞金稼ぎとも対抗できると踏ふんだか。

「んー？　まぁ、二人殺せば賞金額はさらに上がるな。……いいぜ、さっさと女に吐かせろよ」

　スリたちは引きつった笑みを浮かべると、ロシェに向き直り、殴るようにして銃口を額ひたいに押しつけてきた。鉄に皮膚を擦こすられ、鋭するどい痛みが走る。じんわりと熱を持った感触。皮膚が切れたか。血が、眉み間けんから垂たれて目の横を通り過ぎ、鼻の形に沿って流れてくる。

「おら！　吐けよ！　あの爆ばく弾だん女おんなはどこにいる！」

「馬ば鹿かじゃないの？　五分だけ逃げられるなんて嘘うそよ。私とララを殺したら、すぐにアンタ達も殺されるわ。あの手合いにまともな取引は期待できないわよ？　時間稼ぎのつもりなんだろうけど、仲間と合流したところで、あいつらには敵かなわないと思う」

「うるせぇ！　だとしても、こうする他ほかにないんだよ！　早く吐け！　殺すぞ！」

「お好きにどーぞ。私を殺したら、アンタ達は手詰まりよ。……それよりも、私達で手を組んで、あいつらから逃げる方法を考えない？」

「お前は俺達の言うとおりにすればいいんだよ！」

　……ダメだ、話が通じない。完全に賞金稼ぎに怯おびえ切きっている。ロシェはため息をつくと、銃身を掴つかみ、さらに自分の眉間に押しつけた。

「嫌いやよ。私がララを見捨てたり、売ったりするはずないじゃない」

　ロシェは笑顔を浮かべる。

「だって、友達だもん」

　その時だ。

「嬉うれしいな、ロシェ」

　上から、声が聞こえた。──瞬しゆん間かん、ロシェは掴んでいた銃を男の手首ごと捻ひねって奪い取る。同時に、タバコのようなものが上からばら撒まかれた。それは空中で破裂すると、破片をスリに撒き散らしながら襲おそい掛かかる。上がる悲ひ鳴めい。痺しびれる聴覚。香る火薬。路地裏に立ちこめた白い煙を吹き飛ばすように、青い瞳ひとみを持った女が屋根から地面に降り立った。

「私も、友達を見捨てるような真ま似ねは──したくない」

「ララ！　来てくれたのね！」

「ああ。スリを尾行していた奴やつらが全員君の方に向かったのが気になってな。私を尾行するスリをノしてからだったので、時間がかかってしまった」

　そう言った後で、ララは爆ばく煙えんにむせる賞金稼かせぎ達に向き直る。

「……ところで、この輩やからは何者だ？」

「例の朴ぼく念ねん仁じんにちょっかい出して、返り討ちにされた賞金稼ぎよ。……悪いわね、私の仲間が血の気が多いばっかりに」

「ふむ。君のお気に入りに借りを作っておくのも、悪くはない」

「だから違うって──」

「照れ隠しは後で聞こう！」

　ララが銃を投げ、ロシェはそれを受け取った。──自分の銃だ。両手に二丁の拳けん銃じゆう。ロシェは爆煙の漂ただよう方に二つの銃口を向けると、交互に引き金を引いた。吐き出される銃弾。賞金稼ぎ達は曲がり角に逃げ込んだため、銃弾は彼らがいた背後の壁かべに突き刺さる。

「炙あぶり出だしてやろう」

　ララが袖そで口ぐちから軽威力爆弾を取り出す。そして壁に擦こすりつけて火をつけると、曲がり角目掛けて放り投げた。爆竹のような破裂音が連続し、そこに隠れていた賞金稼ぎ達が再びこちらに転がってくる。

「くそっ！　地の利はこっちにあるんだよ！」

　賞金稼ぎ達が銃を向けてくる。ロシェ達に身を隠すような場所はない。

　しかし、彼らは気づいていないのだ。

　ロシェが自分の銃を持っている。ということは──。

「君ら、天気予報は見たかい？　今日は晴れ時々爆弾。および──」

　屋根から、小さな人ひと影かげが飛び降りた。

「アンドロイド」

　重たい鉄が落下するような音を立て、エミリオが賞金稼ぎの前に舞まい降おりた。驚おどろいた彼らは動きを止める。その隙すきに、先頭の男を三段ロッドで打ちのめした。

　続くロシェとララの援えん護ご。ロシェの銃弾は一人の肩に命中し、ララの爆弾は二人を爆炎に巻き込む。

「この──人形風ふ情ぜいが！」

　残った最後の賞金稼ぎが、エミリオに向かって銃を構かまえる。三段ロッドの間合い外だ。しかし爆弾で援護するには近すぎる。銃で撃うとうにも射線上にエミリオがいる。

　だが、賞金稼ぎは動かなかった。

　なぜなら、彼の頭にレンガが落ちてきたから。

　彼は銃を構えたまま白目を剝むき、仰あお向むけにぶっ倒れる。

「あ、当たってよかったぁ……」

「エネット！」

　屋根の上のエネットが、こちらに向かって手を振る。足場が悪くて立てないのか、それとも立つと体重で屋根が抜けるからか、彼女はうつ伏せ状態だ。

「助かったわ。ありがとう、皆」

「礼には及ばない。ロシェ、額ひたいの傷は大丈夫か？」

「ええ。かすり傷よ。……さて、財布を取り返して帰りましょうか」

　ロシェは伸びている男の前にしゃがみ込み、彼の銃を捨てた。そして、代わりにポケットから財布を取り出し、小さなダイヤモンドも拾い上げる。

「ん？　それは……ダイヤモンド？」

「うん？　そうだけど？」

　ララがこちらの手元を覗のぞき込こんで首を傾かしげたので、ロシェはダイヤを差し出した。それを受け取ったララは目を細め、路地裏に差し込むわずかな光にかざしてみせる。

「不純ダイヤモンドジルコニアじゃないな。ただのダイヤだ。なんでこんなもの──いや、それよりも、こんな小さなダイヤをここまで精密にカットできるカッティングマシーンがあるのか？」

「ああ、それ。例の朴ぼく念ねん仁じんがカットしたのよ」

　ララは目を見開き、ロシェの顔と手元のダイヤモンドを交互に見比べる。

「……人力でカットしたのか？」

「そうらしいわよ」

「…………時代遅れの宝石職人」

　その時、ララのポケットから電子音が鳴なり響ひびいた。彼女は「すまない、仕事の電話だ」と言ってロシェにダイヤを返すと、ポケットから通信端たん末まつを取り出し、少し離れて通話を始める。

「私だ。……またお前か、ライアット。……ああ、わかっている。耳が早い奴やつめ」

　どうやら彼女は仕事の仲間が嫌きらいみたいだ。口調はもちろん、こちらに向けている背中を見ても、嫌けん悪お感かんがありありと表れている。

「その件は私に一任されているはずだ。お前は手出ししなくていい。……ああ。わかっている。同じことを何度も言うな」

　ララの会話を耳の端はしっこで捉とらえながら、ロシェは返してもらったダイヤを光にかざした。

（これって、カッティングマシーンでもカットできないようなものなのね。……ったく、変な特技ばっかり持っているんだから。こんな安物、カットして何が楽し──）

　光がダイヤに差し込む。その瞬しゆん間かん、ダイヤは七色の煌きらめきを見せた。小さな石の中で、反射を繰くり返かえす鮮あざやかな光。それは虹にじを石の中に閉じ込めたようだ。それをずっと見つめていると、まるで自分が虹の中に入っていきそうな錯さつ覚かくに陥おちいる。

「もういいだろう。切るぞ」

　ララの会話が終わったところで、ロシェはハッと我に返った。少し手を動かしてしまったから、ダイヤに光が当たらなくなり、さっきまでの輝きを失う。……おかしな気分だ。幻想的な世界に迷い込んだ夢を見ていたような気持ち。少し、頭がくらくらする。

「すまない。急用ができた。もっとゆっくりしたいが、今日はここでお別れだ」

「え、ええ。そうなの……。また会えるといいわね」

　そう言うと、ララは小さく微ほほ笑えんだ。

「平気さ。私達は、縁えんがあるようだからな」

　なんだか、ララは少し寂しそうな顔をしていたような気がした。




　札束をくの字に折り曲げ、親指で弾はじきながら一枚一枚数える。それが十二に達したところで弾く札がなくなり、オズワルドは笑みを浮かべた。

「結構な額になったな。どうだ？　帰る前に何か美う味まいものでも食っていかないか？」

「お前はすぐあるだけ金を使おうとする。貯蓄だ貯蓄。そんなだからいつも金に困るんだよ。最後の宝石職人ラストカツターオズワルドから、万年金欠のオズワルドに改名したらどうだ？」

「なら船長はキャプテン・トラヴィスから、一文惜しみのトラヴィスに改名だな」

　オズワルドはニヒルに笑い、ダッシュボードの上に足を乗せた。そして頭の後ろで手を組んで枕まくら代がわりにし、寝る体勢を取る。いくら言われても足を乗せるのをやめないので、いいかげんトラヴィスは呆あきれて、何も言わなくなっていた。

　時刻は夕暮れ間近。発掘を終えたオズワルドたちは、カットを終えた宝石を宝石買い取り店に納品し、そこそこの報酬を得た。粗大ゴミの間を弾はずむように走るジープは、報酬で賄まかなったエンジンオイルを入れたせいか、ずいぶん機き嫌げんがいい。

「あれー？　エネットちゃんじゃない？　前の人誰だれだろー？」

　ふと、荷台車に乗っていたシェリルが前方を指さした。そこには、のんびりと走るＣクリスタルスレイプニールがいる。後ろに乗っている赤毛のツインテールは間違いなくエネットだろうが、彼女が腰に手を回してしがみついている町娘は、知らない後ろ姿だ。

　オズワルドとトラヴィスも首を傾かしげ、Ｃクリスタルスレイプニールに追いつこうとジープの速度を上げた。

「よぉ、エネット。前の女は誰だ？」

　ジープがＣクリスタルスレイプニールの隣となりまで追いついたところで、オズワルドは声をかけた。すると、Ｃクリスタルスレイプニールは停とまり、運転していた女が半目になってこちらを睨にらんでくる。

「アンタは半日会わないだけで人の顔を忘れるの？」

「ロ、ロシェ!?」

　柄にもなく、オズワルドは素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。いつもの露ろ出しゆつの多い服じゃない彼女は、遊ゆう石せき民みんと行動を共にするなど考えられない町娘のようだ。腰にぶら下げたガンベルトが、何かの間違いにも思える。

「わー！　可愛かわいいー！　どうしたのそれ！　いいなー！　可愛い！」

「おいおい、ロシェリア。勘弁してくれよ──」
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「ボス！　あたしにも買って買って買って買って買って買って買って買って買ってぇーっ！」

「……こうなるだろ」

　シェリルにしがみつかれ、ガクガクと首を揺すられるトラヴィス。一方、シェリルに可愛いと連呼されたロシェは、少し頬ほおを染めて視線を泳がせる。オズワルドは、そんなロシェの様子にますます度胆を抜かれた。

（まさか、コイツがこんな女らしいことできたなんてな）

　だが、せっかくだ。からかってやろう──オズワルドはそう思い、意地の悪い笑みを浮かべて身を乗り出す。

「おいロシェ。マネキンから追いはぎでも──」

　言いかけた瞬しゆん間かん、背中に硬い鉄の塊かたまりを押しつけられた。背骨にあてがわれ、捻ひねられたので、なかなか痛い。おまけに撃げき鉄てつを起こす音までする。肩ごしに振り返れば、シェリルがダダをこねるのをやめ、頭のネジが飛んだような笑みを浮かべて銃を握っていた。

　──こいつは、平気で人を撃うつ女だ。

「あ、いや……似合うぞ、ロシェ」

　オズワルドは微妙に引きつった表情で褒ほめる。──まるで、色気づいて素直に褒められないガキみたいじゃないか──そう思ってオズワルドは辟へき易えきした。これじゃ逆にからかってくださいと言っているようなものだ。

「な、な、なによ！」

　だが、予想とは裏腹に、ロシェはこっちが狼狽うろたえるくらい顔を真っ赤に染めた。何か言いたそうに口をそわそわと動かし、俯うつむいてしまう。

「ほ、褒ほめたって、夕食の量は平等よ！」

　そう言ってロシェはそっぽを向き、イーストウッド号に向かってアクセルを開いて走り去っていった。その後ろ姿を見つめ、背中の銃が下げられたところで、オズワルドはため息をつきながら再びシートにもたれかかる。

「……ったく、なにするんだよ」

　シェリルは銃をしまいながら「きひひ」と笑う。

「女の子を褒めるのは、男の仕事でしょ？」

「女をからかうのも、男の仕事だよ」

「そして、すぐに銃を抜くバカな女を叱しかるのも、男の仕事だ」

　トラヴィスの拳げん骨こつが、テンガロンハットに振り下ろされた。




　目が覚めると、まだ日が昇って間もなかった。妙に目が冴さえてしまったので、オズワルドは二度寝をやめてベッドから抜け出し、タバコだけを持って部屋を出る。そして、その足でエレベーターに乗ると、最上階のデッキを目指した。せっかくスッキリ目が覚めたのだ。気持ちのいい朝日を浴びつつ、一人で静かに寝起きの一本を楽しむのが利口である。

　だが、デッキには先客がいた。

「あらオズ。早いわね」

「お前にゃ負ける」

　昨日のいじらしい姿は何かの間違いだったのか、いつもの露ろ出しゆつの多い服を着たロシェは、今までと変わりなかった。つんと澄すましたような顔をして、デッキの手すりに肘ひじをのせ、マイマグでコーヒーを啜すすっている。

　オズワルドはそんな彼女の隣となりに立ち、手すりにもたれかかってタバコに火をつけた。

「……Ｄダイヤランページ、直ったみたいね」

　朝あさ靄もやの向こうから聞こえる小鳥のさえずりに混じり、ロシェが呟つぶやく。

「ああ。昨日の夕方、マイセルが知らせに来た。船長は今日にも出発するって言ってたな」

「……どうするの？」

「なにが？」

　ロシェの視線と、オズワルドの視線が噛かみ合あう。

「グスタフさんのことよ。この旅に反対されてるんでしょ？　素直にＤダイヤランページを返してくれるとは思えないわ」

「言っただろ。そのつもりなら、奪ってでも持っていく」

「武装解除されていたら？」

「ジジイはそんなことしねぇよ」

　オズワルドは空を向き、口をすぼめてタバコの煙を細く吐いた。

「ライトイーブンは、ベルが作ったものだ。ジジイは、ベルを弟子としてはもちろん、自分のガキみたいに可愛かわいがってたからな。そんな奴やつの形見を解体するバラすわけがない」

「……信頼してるのね、グスタフさんのこと」

　ロシェが微笑を浮かべて首を傾かしげたので、オズワルドは眉まゆを顰ひそめる。

「そんな綺き麗れいなもんじゃないさ。ジジイのことは昔から知っているから、どうするかわかるだけだよ。遊ゆう石せき民みんが宝石を見て、だいたいの売値をつけるようなものさ」

「それは経験と勘。オズのとは違うわ」

「似たようなものだって」

　どうも身の上話や、昔の話は苦にが手てだ。オズワルドは無理やり話題を変えることにする。

「……それで？　お前はなんでこんなに早起きなんだ？」

「ちょっとね。この町で友達ができたから、出発する前に別れを告げようと思って。時間ができたらいつでも行けるように、身み支じ度たくを整えていたのよ」

　彼女の言うとおり、起き抜けのオズワルドと違って、ロシェはしっかりと髪も梳とかしてあった。念入りに身支度をした彼女は、ずいぶんと嬉うれしそうに笑う。その顔だけは、昨日の表情が残っているようだった。

「友達ねぇ……キバラに来てから数日だっていうのに、よく気が合う奴を見つけられたな」

「自分でも幸運だったって思うわ。彼女、アンドロイドの弟を連れてるのよ」

　オズワルドは少し眉を上げる。なるほど……それならロシェと気が合うわけだ。

「エネットは弟君と仲良くなったみたいだし……一緒に連れてってあげないとね」

「……手早く済ませてこいよ」

「なによ？　また女同士の話は長いとかいうわけ？」

「友達と別れるのは、辛つらくなるだけだからだよ」

「あ……」

　つい、永遠に別れを告げた親友と、決別した過去の仲間のことを思い出して言ってしまう。それをロシェも感じ取ったのか、彼女は遣やるせないような顔をした。

「……あの、オズ」

「お前達！　ここにいたのか！」

　ロシェが何か言いかけた時、それにかぶさるようにしてデッキの扉が開いた。そこから出てきたのは無表情なエネットと、息を切らしたトラヴィス。そして、彼に背負われてすやすやと眠るパジャマ姿のシェリルだった。

「どうした船長？　アホ面づらの眠り姫までひっさげて」

「すぐに工場に行くぞ！　マイセルから緊きん急きゆう連絡があった！　何か事件らしい！」

　言うなり、トラヴィスはエレベーターに乗り込んだ。オズワルドとロシェも、わけがわからないまま彼の後に続く。

　イーストウッド号は、工場のすぐ隣となりに停とめてある。オズワルド達はすぐに工場のシャッターを潜くぐった。すると、グスタフを筆頭とし、作業員達が一いつ斉せいにこちらに向き直る。彼らはぐるりと円になり、何かを取り囲んでいるようだ。

「ト、トラヴィスさん！」

　その輪の中から、マイセルが這はいずり出でてくる。そのせいで、輪の一部が崩れた。

　その中心にいたのは、全身傷だらけの作業員。

「なにがあった？」

「それが──Ｔトルマリンマクスウェルが盗まれたんですよっ！」

「にゃ、にゃにぃっ！」

　瞬しゆん間かん、トラヴィスの背中にいたシェリルが目を覚ます。彼女はトラヴィスの背中を肩までよじ登ると、マイセルに向かって飛びかかった。もつれる二人。シェリルはマイセルに馬乗りになると、その首をガクガクと揺らす。

「どーいうことよ！　犯人は誰だれ！　答えないとちゅーするよ！　ぶちゅーってするよ！」

「いいい言います！　言いますからやめてぇっ！」

　マイセルに顔を押さえつけられながら、それでも首に力を入れるシェリル。そんな彼女を、トラヴィスが「落ち着け」と首根っこを掴つかんで持ち上げた。シェリルは猫のように、フーフー言いながら眼を吊つり上あげる。

「ったく、いくら引っぱたいても起きなかったくせに。まぁいい……マイセル。詳しく話せ」

「は、はい。き、昨日の夜の事なんですけど……。僕はここの作業員さんと一緒に、町の外までＴトルマリンマクスウェルの試運転に行ったんです。主砲をカスタムしたんで、試したくて……」

　シェリルから解放されたマイセルは、だらだらと冷や汗を流しながら上半身を起こす。

「そしたら人型重機シユタインに乗った男達に襲おそわれたんです。抵抗したんですけど、結局奪われて……操そう縦じゆうしていた作業員さんは操縦席から突き落とされて……」

　マイセルは、工場の仲間に見守られながら手当てを受けている男を見る。十メートルもある操縦席から突き落とされたならば、きっと、受け身も取れないまま叩たたきつけられたのだろう。

「男達は、オズワルドさん達に『明日──つまりは今日の昼、キバラ峡谷東側の入り口まで来い』って言ってました。……たぶん……いえ、確実に罠わなだと思います」

　そう言った後に、マイセルは男達の特徴を述べた。

　それは間違いなく、あの賞金稼かせぎ達のそれだ。

「もー！　マイセルってば！　なんでＴトルマリンマクスウェル持っててあんな奴やつらに負けちゃうのさ！」

「そう、言わないで、くれ……シェリル、ちゃん……。試運転で、実弾もほとんど積んでなかったんだ……」

　治ち療りようを受けていた男が、荒い呼吸を吐きながらこちらを向く。

「マイセル君を責めないでくれ。試運転を外でやろうって言い出したのは、俺おれなんだ。どうしても、乗ってみたくて言った俺が悪いんだ。……それにマイセル君は、足を折った俺を背負ってここまで運んでくれたんだよ……。通信系は、全部Ｔトルマリンマクスウェルの中にあったからね……」

　男の言葉を受け、シェリルは吊つり上あがっていた眼を下げる。

「……そうだったんだ……怒ってごめんね？　マイセル」

　見れば、「良いですよ」と笑うマイセルも傷だらけだ。街の外から負傷した男を背負ってここまで来たのだから満まん身しん創そう痍いだろう。

「…………話はわかった。要は、俺達に対する復ふく讐しゆうだな？　──工場の皆、こちらにとばっちりがないようにするとか言っておきながら、こんな体たらくですまない。この落とし前は、俺達イーストウッドクルーが責任を持ってつけさせてもらう」

　工場全体に響ひびくような、凜りんとした声でトラヴィスが言う。その声の残ざん響きように重ねるように、オズワルドは低く笑った。

「ってことは、俺のＤダイヤランページが必要だな？　作業員の仇かたきを取るのも、Ｔトルマリンマクスウェルを取り返すのにも」

「オズ！　お前……っ！」

　途と端たんにグスタフの表情が怒りに染まる。彼は肩で作業員の人混みを分けながらこちらに歩み寄ると、力いっぱい胸ぐらを掴つかんできた。

「まだＤダイヤランページを復ふく讐しゆうに使うつもりか……！」

「今回は俺のじゃなくて、ジジイと作業員の──じゃないか？」

「同じことだ！　復讐なんて──」

「やめろって言うのか？」

　オズワルドは、自分の胸ぐらにあるグスタフの手を掴む。

「……ジジイ。その言葉、お前の作業員に向かって言ってみろよ」

「っ……！」

「突き落とされて、足を折られて、好きな人型重機シユタインまで奪われて……。それでも仕返ししたところで意味がない、理不尽を我慢してじっとしてろって、言ってみろよ」

　グスタフは、背後で俯うつむく作業員を見て瞳ひとみを揺るがせ、歯を噛かみしめる。

「復讐を正当化するつもりはないが、理不尽に抵抗する権利は、あってもいいだろう？」

　オズワルドは、背中のライトイーブンを引き抜く。そして、それを肩に担かつぐと、胸ぐらのグスタフの手をそっと外し、Ｄダイヤランページに向かって歩き出した。

「──オズ！」

　Ｄダイヤランページに乗りかけた瞬しゆん間かん、グスタフが声を張りあげる。振り返ると、グスタフは両の拳こぶしをきつく握りしめ、俯うつむき、絞り出すように言った。

「……殺すのだけは……やめろ……」

　オズワルドは肩をすくめる。

「俺おれの勝手で、他人に業ごうを背負わす気はないさ」




　時刻は正午まであと少しという頃ころ。イーストウッド号は指定された場所に向かってその巨大な船体を走らせていた。道はイーストウッド号がギリギリ通れる一本道。両りよう脇わきにそびえる岩の壁かべは高く、見通しが悪い。罠わなを仕掛けるにはもってこいの場所だ。オズワルドとロシェ、そしてエネットは、いつでも飛び出せるように各々の機体に乗ってスタンバイしている。

「あーあ」

　Ｄダイヤランページのモニターに、シェリルの顔がアップで映る。

「オズとロシェちゃんばっかりズルーい。あたしも戦いたいのにー」

　そんな彼女のふくれっ面に重なって、マイセルの顔がモニターに映った。

「エネットさん。Ｔトルマリンマクスウェルの操そう作さコードを教えておきますね。アクセスできれば、遠隔操作でＴトルマリンマクスウェルの操そう縦じゆう権限を奪えます。…………それからオズワルドさん。たとえ敵がＴトルマリンマクスウェルで襲おそいかかってきても、できるだけ壊こわさないでくださいね？」

「はいはい。わかってるよ」

　オズワルドは面倒臭そうにタバコに火をつけ、操縦席の天井に向かって煙を吐く。だが、そんな余裕ぶったオズワルドに対し、シェリルは何やら不敵な笑い声を漏もらした。

「ふっふっふー。オズ、あたしのＴトルマリンマクスウェルは強いよー。そう簡単にいくかな？」

　挑発するようなセリフに、オズワルドのタバコをくわえた口元が歪ゆがむ。

「あ？　そこまで言うなら見てろよ？　元がなんだったかわからないくらい細こま切ぎれにしてやる」

　オズワルドがカメラに向かってガンを飛ばすと、モニターのシェリルとマイセルが泣きながら「やめてぇっ！」とアップになった。そんな二人の顔を押しのけるように、ロシェとエネットの顔がモニターに現れる。

「あのねぇ……二人とも。アンタ達はいったい誰だれの味方なのよ？」

「正義の味方！」

「ナメた野郎の敵だよ」

　そんな二人に、ロシェは呆あきれた表情をしてシートにもたれかかった。彼女の背後にある副操縦席では、エネットが苦にが笑わらいを浮かべている。

「何度も言うが、あくまで目的は人型重機シユタインの奪だつ還かんと、賞金稼かせぎのブタ箱行きだぞ」

　と、今度はモニターにグスタフの顔が映し出された。腕を組んだ彼の表情は険けわしく、自分の置かれた状況が気に入らないとでも言うように、度たび々たびこめかみをヒクつかせている。

「……わざわざ小言を言うためについてくるなんて、工場長って仕事は暇ひまなんだな」

「お前の頭に血が上りすぎないよう、見張るためだ」

　オズワルドは「信用ないねぇ」と自じ嘲ちよう気味に笑い、目を瞑つむってタバコの煙を吐き出した。

　──その時だ。オズワルドの苦笑をかき消すようなアラームが響ひびいた。全員、一いつ斉せいに口を閉ざして表情を引きしめる。目の前のレーダーには、五つの赤い点が映し出されていた。

「お前達。敵がお出迎えしてくれたぞ」

　一本道の先。そこに五体の人型重機シユタインがいた。一体は盗まれたＴトルマリンマクスウェル。そして、残りの四体は同じ形の人型重機シユタインだ。

「Ｆフローライトスパイダーか……」

　Ｆフローライトスパイダーは、人型重機シユタインに分類されているものの、その形は蜘く蛛もに近い。機能性を求めた量産機であり、八本の足を持ち、その上に人型重機シユタインの胴体から上の部分がある。色は蜘蛛らしく黄色と黒。頭部には八つのカメラが二列になって並んでいた。全長は十三メートルと一般的だが、蜘蛛のような下半身のせいで横幅が広く、圧迫感を感じる。

「どうして賞金稼ぎがＦフローライトスパイダーを持ってるんだ？　あれは鉱山探索用の機体だろ？」

「おそらく、Ｆフローライトスパイダーが捕ほ獲かくネットを装備してるからだろう。賞金首は生きたまま捕まえないと金が貰もらえないからな。……だが気をつけろ。いくら探索特化の機体だろうと、乗っているのは賞金稼ぎだ。油断するなよ」

　オズワルドは返事の代わりにタバコをもみ消し、操そう縦じゆう席せきのレバーを握りしめた。

「私達は、待機してるわね」

「Ｔトルマリンマクスウェルの操縦権限を奪い次第、加勢します」

　モニターに映るロシェはＬラピスラズーリンをスタンバイモードにし、エネットはケーブルをうなじに差し込んでアクセス回路を開き始めた。

「よし、準備は良いな？　──マイセル！　発進だ！」

　マイセルが「はいっ！」と返事をし、ブリッジにあるパネルを操作する。すると、オズワルドの乗るＤダイヤランページが、エレベーターで格納庫から一気に上昇した。たどり着いたのは、マンボウのようなイーストウッド号の、ちょうど背びれの部分。目の前のハッチが開くと、レールがスライドしながら空に伸びていく。

「Ｄダイヤランページ、射出します！」

「どれ、修理の具合を確かめるか。……いくぞ、Ｄダイヤランページ」

　Ｄダイヤランページが膝ひざを曲げる。すると、Ｄダイヤランページを乗せた台座がレールの上を滑り、空に向かってその巨体を吐き出した。宙を舞まうモノトーンの機体。Ｄダイヤランページは空中で一回転すると、地面を陥かん没ぼつさせて着地した。砂すな埃ぼこりが巻き上がり、視界を覆おおう。オズワルドはすぐさま背中からライトイーブンを引き抜き、それを左右に振った。その素振りが巻き起こした風で砂埃を吹き飛ばし、ダイヤモンドの刃を敵に向かって突きつける。

「よぉ。会いに来てやったぞ」

　オズワルドがそう言うと、Ｆフローライトスパイダーが臨りん戦せん態勢を取る。胸から砲身が飛び出し、足を動かさないまま上半身が回転してこちらに狙ねらいを定めた。

「呼び出して悪かったなぁ、回転ノコ！　どうしても今までの礼をしたくてよ！」

「へぇ、礼儀正しいじゃないか。そんなに礼儀正しいなら、借りた物は返してくれるんだろ？」

「おっと、そうはいかねぇ。あの酒場の修理代を賄まかなうのに、仲間の人型重機シユタインを質に入れるハメになったからな。この金ピカはその代わりに貰もらったんだ」

　Ｆフローライトスパイダーが、コンコンとＴトルマリンマクスウェルの頭を叩たたく。すると、すかさずイーストウッド号から、喧けん嘩か中の猫みたいなシェリルの叫び声が聞こえてきた。

「──おい、聞こえたか？　そいつの持ち主がたいそうご立腹でな、返さないって言うなら力ずくで持って帰るぞ」

「ハッ！　ずいぶんな口利ききやがる。テメェの人型重機シユタインなんざ、指一本で十分だ」

　Ｆフローライトスパイダーが、サムズアップをするように親指を立てた拳こぶしを突き出してきた。それを見て、オズワルドは口元を歪ゆがめる。

「ハンデをくれるなんて優しいな。……それじゃあ、お言葉に甘えて──」

　Ｄダイヤランページが膝ひざを折り曲げ、前傾姿勢になる。

「──こっちは全力で行かせてもらうぞ！」

　叫び、駆け出すと同時にライトイーブンのワイヤーを引いた。耳を劈つんざくエンジン音が響ひびき、ダイヤモンドの刃が高速回転を始める。地面を引きずるように構かまえたライトイーブンは、その回転刃で大地に亀裂を描く。

「バカ！　もうちょっと時間稼かせぎなさいよ！　操そう縦じゆう権限奪えないじゃない！」

　スピーカーからはロシェの罵ば声せいが響いてくる。しかし、オズワルドは止まらない。巨大なチェーンソーを引きずり、疾走するＤダイヤランページ。賞金稼ぎ達は動かない。

「聞いたとおり、イノシシみてぇに突っ込んでくる野郎だ」

　互いの距離が残り百メートルとなった時、ふとそんな嘲ちよう笑しようが聞こえてきた。

　同時に、Ｆフローライトスパイダーがサムズアップした拳の親指を、降ろす。

　──まるで、何かのスイッチを押すように。

「この間抜けがッ！」

　次の瞬しゆん間かん、Ｄダイヤランページの前方で爆ばく発はつが起こった。爆煙が視界を遮さえぎり、赤黒い炎が迫ってくる。とっさに急ブレーキをかけるオズワルド。Ｄダイヤランページが踵かかとで地面を削る。同時にライトイーブンも深く地面に突き刺した。大地に刻まれる二本の溝と一筋の裂傷。

　Ｄダイヤランページは、爆ばく発はつに巻き込まれる直前で停止した。

「──ふぅ。念のため、罠わなを警けい戒かいしておいてよかった。……まぁでも、この程度なら巻き込まれてもかすり傷程度だったかもな」

　機体に降り注ぐ爆弾の破片。パラパラと、まるで雨がタライに落ちるような音が響ひびく。

　やがて薄れゆく爆煙。その先には、さっきと変わらず佇たたずむ四体のＦフローライトスパイダーとＴトルマリンマクスウェルがいた。

　五体とも、ピクリとも動かない。ただ、押し殺すような笑い声を漏もらしている。

「いい反応してるじゃねぇか。驚おどろいたぜ、やっぱりテメェとはまともにやり合わなくて正解だ」

「気づくのが遅すぎたな。この距離なら、瞬まばたきしている間に詰め寄れるぞ」

　そう言って、オズワルドがＤダイヤランページを一歩動かそうとする。

「…………ん？」

　動かない。レバーを動かしても、Ｄダイヤランページはピクリとも反応しなかった。ライトイーブンの回転も止まってしまう。──それだけじゃない。モニターが急に点滅を始め、各部位の出力計測機の針が一いつ瞬しゆんでゼロを指した。

「な、なんだ？　修理不備か？」

　手足は動かないのに操そう縦じゆう席せきの明かりは点ともっているから、動力の異常じゃない。駆動系に電力が行っていないんだ。爆発の土煙で汚れ、中腰の姿勢で固まったＤダイヤランページは、まるで巨大な彫刻のようになる。

　そこに、シェリルの叫び声が聞こえてきた。

『オズ！　ヤバいよ！　これってブラックアウト爆弾だよっ！』

「……ブラックアウト爆弾だって？」

　オズワルドの瞳ひとみが見開かれる。頬ほおが引きつり、レバーを握る手に無意識に力が入った。

『そう！　この爆弾は、破は壊かい系けいの爆弾じゃないの！　爆弾の中に炭素ワイヤーとかを詰め込んで、爆発の衝しよう撃げきでそれを撒まき散ちらすの！　どかーんって！　そんでね、その炭素ワイヤーが人型重機シユタインとかの電機系統に触れちゃうと、絶ぜつ縁えんがやられちゃってショートしちゃうんだよぉっ！』シェリルは身振り手振りを交えながら、なんとか伝えようと必死だ。

　だが、オズワルドはそんなこと聞いちゃいなかった。

　──なぜなら、見たことがあるから。

『くそっ！　シェリル！　そのブラックアウト爆弾を食らったらどうすればいいんだ!?』

『ボ、ボス……え、えっとね、それはね…………わかんにゃい』

　俯うつむくシェリル。トラヴィスは「そこが肝心だろっ！」と頭を掻かきむしる。

『マイセル！　私達を出して！　このままじゃオズがやられるわ』

『だ、ダメです！　射出レールもワイヤーが絡んでます！　エレベーターが動きません！』

　そんなイーストウッドクルー達を嘲あざ笑わらうように、賞金稼かせぎ達のバカ笑いが響く。

「はははははっ！　自慢の機体も、ショートしちまえばただの人形だな！」

「おらおら、悔しかったらかかってこいよ！　できればの話だがなぁっ！」

　そう言いつつ、ＦフローライトスパイダーとＴトルマリンマクスウェルが遠ざかっていく。

『なっ……退ひいた……？』

　トラヴィスが、あっけにとられたような声を上げる。

「くそっ！　待ちやがれ！」

　だが、オズワルドは悪態をついて立ち上がった。キーホールからライトイーブンを引き抜くと、手動でハッチを開け、地面に飛び降りる。そして生身のまま、去っていく賞金稼かせぎ達を追いかけ始めた。

『なっ！　待てオズワルド！　これは好都合だ！　撤てつ退たいするぞ！　態勢を立て直すんだ！』

　トラヴィスの声が聞こえてくるが、オズワルドは足を止めない。

「待てないな！　船長はＤダイヤランページを頼む！」

　オズワルドは抜身のライトイーブンを持ったまま、敵が去って行った方向を睨にらみつける。

「俺おれは、あいつらに聞きたいことができた──！」




「くそっ！　アイツはいったい何を考えている！　人型重機シユタイン相手に生身でどうするんだ！」

　理解できないオズワルドの行動に、トラヴィスは苛いら立だって操そう縦じゆう席せきに拳こぶしを叩たたきつける。

『トラヴィス！　怒っている場合じゃないわ！　早くしないとオズはぺしゃんこよ！』

「わかっている！　──マイセル！　射出レールは動きそうか!?」

「炭素ワイヤーを除去すればすぐに！　今から取りかかります！」

「俺も手伝おう。クソガキでも、目の前で潰つぶされちゃ寝覚めが悪い」

　マイセルとグスタフは、工具や高圧洗浄機を準備した。モニターの中のクロウ姉妹は、Ｌラピスラズーリンの中で発進を待っている。一時は苛立ちに声を荒らげたトラヴィスも、一度深呼吸して冷静さを取り戻すと、全員に向かって声を張り上げた。

「こうなった以上は仕方ない！　お前達、オズワルドが地面の染みになる前に何とかするぞ！　マイセルは射出レールのクリーン！　グスタフ工場長も協力してくれ！　クロウ姉妹は待機だ！　除去作業が終わり次第、発進できるようにしろ！　それからシェリルは──」

　振り返ったトラヴィスの顔に、一度消えた怒りの色が蘇よみがえっていく。

「──ア、アイツは……あのバカはどこに行ったっ！」

　その時、天井の上に何かが落ちた音がした。やがて聞こえてくるエンジン音。そして次の瞬しゆん間かん、イーストウッド号のフロントガラスの前にテンガロンハットをかぶった少女が現れた。

「ボス！　ここはあたしに任せてよ！」

　そこにいたのは、Ｃクリスタルスレイプニールに乗ったシェリル。イーストウッド号の屋上デッキから、Ｃクリスタルスレイプニールでここまで滑り降りてきたらしい。

「シェ、シェリル！　いつの間に！　──いや、でかしたぞ！　オズワルドを連れ戻せ！」

　トラヴィスが拳こぶしを作って笑みを浮かべると、シェリルは元気にピースサインを作る。

「うん！　わかったよ、ボス！　あたしとオズが組めば、生身でも人型重機シユタインを倒せるってこと、あいつらに教えちゃうからね！」

「は？　お、おい！　違う違う！　連れ戻せと言ったんだ！　誰だれも戦えなんて言っていない！　シェリル！　聞いているのか！　戻れ！　止まれ！」

「はいよーっ！　Ｃクリスタルスレイプニール！」

「話を聞けぇぇぇえええっ！」

　トラヴィスの怒ど声せいも虚むなしく、シェリルはＣクリスタルスレイプニールでイーストウッド号を滑り降りた。




　当たり前だが、生身じゃ人型重機シユタインに追いつけない。歩幅が違いすぎるんだ。走れども走れども、退ひいていったＦフローライトスパイダーとＴトルマリンマクスウェルの姿は見えてこない。

　だが、オズワルドはまるで疲れなど感じちゃいなかった。心臓は身体からだの中で躍おどり狂くるっているが、苦しくはない。ただ、身体だけが前に前にと急いでいる。

「オズ！　乗って！」

　と、そこでＣクリスタルスレイプニールでシェリルがやってきた。彼女は自分の隣となりに並ぶと、八重歯を見せて笑い。親指で自分の後ろを指さす。

「シェリル？　気が利きくな！」

　オズワルドはシェリルの肩に摑つかまると、彼女の後ろに飛び乗った。大人一人分の体重にサスペンションが軋きしみ、スピードが落ちる。だが、それも一いつ瞬しゆん。シェリルはすぐに「いっくよー！」と言うと、アクセルを全開にした。

　Ｃクリスタルスレイプニールが加速する。両りよう脇わきに並ぶ岩がん壁ぺきを置き去りにし、二人は一本道を駆け抜けた。やがて、岩壁に囲まれた道を抜けると、だだっ広い荒野に出る。

　そこに、四体のＦフローライトスパイダーとＴトルマリンマクスウェルが待っていた。

　シェリルはＣクリスタルスレイプニールを横にスライドさせながらブレーキをかけ、オズワルドは地面に飛び降りる。

「本当に生身で追ってきやがった！　バカだ！　こいつらは今世紀最大のバカだ！」

　見上げるような人型重機シユタイン達が近づいてくる。その巨体はオズワルド達の目から太陽を隠し、巨大な影かげを作った。八本の足は進むごとに大地に突き刺さり、人が入れそうなほどの穴を生み出す。

　人間に踏ふみつぶされる蟻ありの気持ちがわかるような光景──だが、オズワルドとシェリルは少しも怖おじ気けづいたりはせず、それぞれの得え物ものを構かまえる。

「バカで結構。……そんなバカに、一つ教えてくれないか？」

「あーん？　これからテメェは死ぬっていうのに、何が聞きたいんだ？」

　笑いながら聞き返す賞金稼かせぎ。だが、オズワルドは表情を厳きびしくすると、貫つらぬくような視線で人型重機シユタインの瞳ひとみを見据える。

「さっき使ったブラックアウト爆ばく弾だん──あれはどうやって手に入れた？」

　オズワルドが尋たずねると、人型重機シユタイン達は互いの顔を見合わせた。

「……教えてやる義理はねぇな。──だけど」

　Ｆフローライトスパイダーの一体が、一歩前に進み出る。

「俺おれに勝ったら答えてやってもいいぜ！」

　はるか上方から見下ろすＦフローライトスパイダー。操そう縦じゆう者しやの声には嘲ちよう笑しようが含まれていた。圧倒的に有利な状況で、理不尽な条件を突きつける快楽でも感じているのか。だが、オズワルドは口元を笑みの形に歪ゆがめる。

「なんだ、簡単じゃないか。──かかってこいよ、蜘く蛛も野郎」

「そうこなくっちゃな！」

　Ｆフローライトスパイダーの胸の銃口が、火を噴ふいた。同時に左右に分かれるオズワルドとシェリル。外れた弾丸は、地面をえぐり、土を巻き上げ、巨大なクレーターを作った。

「まずは、嬢じようちゃんからだ！」

　Ｆフローライトスパイダーがシェリルに身体からだを向ける。そして、胸の銃口から弾丸を吐き出した。弾丸は空中で割れ、その中から捕ほ縛ばくネットが現れる。だがシェリルは、Ｃクリスタルスレイプニールのアクセルを開くと、上空から覆おおいかぶさる捕縛ネットをすり抜けた。

「へたっぴーっ！　銃はこうやって使うんだよー！」

　シェリルは右手でＣクリスタルスレイプニールのハンドルを操あやつり、左手でリボルバーのトリガーを引く。だが、人間が持てる拳けん銃じゆうでは、いくら人型重機シユタインの急所に当たろうと弾はじかれるだけだ。

「はははは！　効きかねぇ効かねぇ！　その銃には豆でも詰まってんのか！」

「そうか。なら、こいつならどうだ？」

　響ひびくエンジン音。Ｆフローライトスパイダーがシェリルを見ている間、彼の足元に潜もぐり込こんだオズワルドは、ライトイーブンの刃を回転させ、それを大木のような足に叩たたきつけた。

　鉄が切れる甲かん高だかい音と火花が飛び散り、刃が鉄の足にめり込む。

　だが、Ｆフローライトスパイダーが切られている足を振るった。足元のボールを蹴けるような簡単な動きだが、生身に対しては車が突っ込んでくるような衝しよう撃げき。オズワルドは地面を転がってそれを回かい避ひすると、すぐさま起き上がり、再び足にライトイーブンを叩きつけた。

「林業なら林の中でやりな！　イカれチェーンソー！」

　Ｆフローライトスパイダーの下半身──ちょうど蜘蛛の腹の部分にあるハッチが開いた。そして、そこから機械仕掛けの蜘蛛が飛び出してくる。──Ｆフローライトスパイダーの小型機だ。数は三機。大きさは人間の半分ほど。それが、一いつ斉せいにオズワルドに向かって飛びかかってくる。

　オズワルドは先頭の一機目をライトイーブンで両断。続いて二機目が捕縛ネットを放ってきたが、容た易やすくそれを袈け裟さ切ぎりにする。そして、流れる動きでライトイーブンを振り上げ、頭部を斬きり飛とばした。さらに、突進してきた三機目の上に飛び乗り、ライトイーブンの先せん端たんを突き立てる。飛び散る火花の煩わずらわしさと、暴あばれる小型機の振動に顔をしかめつつも、チェーンソーで蜘く蛛もの腹を掻かっ捌さばいた。

　小型機など、相手にならない────が。

「小型機とばっかり遊んでちゃ寂しいぜ！」

　Ｆフローライトスパイダーの振り上げた足が、いつのまにか頭上にあった。

　──受けられない。逃げられない。

　だが、Ｆフローライトスパイダーが足を振り下ろす瞬しゆん間かん、その顔面の前で小さな爆ばく発はつが起こった。巨体はよろめき、振り上げた足は別の場所に突き刺さる。

「あっははははは！　爆弾とチューっ！」

　Ｃクリスタルスレイプニールを駆るシェリルが叫ぶ。彼女はハンドルにぶら下げたバッグから、以前買った手しゆ榴りゆう弾だんを取り出すと、口で安全ピンを抜き、それをＦフローライトスパイダーに向かって放り投げた。

　手榴弾はまたもＦフローライトスパイダーの顔面で爆発。対人用手榴弾じゃ人型重機シユタインには効果が薄いが、衝しよう撃げきと爆炎で巨体を揺るがすくらいは可能。Ｆフローライトスパイダーはのけぞりながら顔面を押さえ、狙ねらいをシェリルに変える。

「熱いキスをありがとうよ！　俺おれからは鉛玉のお返しだ！」

　Ｃクリスタルスレイプニールを銃弾が追う。しかし、シェリルはＦフローライトスパイダーに向かって一直線に疾走した。そしてＦフローライトスパイダーの股また下したを潜くぐり抜ぬけ、すれ違いざまに手榴弾を股こ間かんめがけて投げる。

　Ｆフローライトスパイダーの股下で爆発が起こった。その衝撃で小型機を放出するハッチが歪ゆがみ、開かなくなる。

「おいおい、生身相手に何やってんだよ」

「うるせぇっ！　的が小せぇんだ！」

　仲間の野次に賞金稼かせぎは怒ど鳴なる。そして、八本の足を曲げて巨体を屈かがめた。

「銃はやめだ！　踏ふみつぶしてやらぁっ！」

　Ｆフローライトスパイダーが跳ちよう躍やくした。そして、その場に着地する。脳と腹に響ひびく地響き。陥かん没ぼつした地面。土つち塊くれが巻き上げられ、細かな砂じや利りがオズワルド達に降り注ぐ。

「わお！　これはちょっと怖いね！　オズ！」

「面倒なこと考えつくな……ったく」

　──ただジャンプして、踏みつぶす攻撃。頭が悪く、冗談じみた方法だが、その恐ろしさは想像を絶する。なにせ十メートルを超える鉄の塊かたまりが、数十トンの重圧で降ってくるのだ。踏みつぶされたら一巻の終わり。着地地点の近くにいただけでも、衝撃で立てなくなり、飛ばされた土で全身を砕かれてしまう。

　Ｆフローライトスパイダーはジャンプを繰くり返かえす。オズワルドとシェリルは逃げることしかできない。相手が着地するたびに振動でバランスを崩され、飛んでくる地面の破片を避よけるので精一杯。おまけに、Ｆフローライトスパイダーはほぼ空中にいるため、ライトイーブンで攻こう撃げきすることもできない。

「どうした！　さっきまでの威勢はどこに行ったんだよ！　逃げてばかりじゃ寂しいぜ！」

「そりゃ悪かったよ。良いジャンプだから見み惚とれちまったんだ。お前、蜘く蛛もはやめてウサギかカンガルーになった方がいいぞ」

「へっ！　そうこなくっちゃなぁ！　潰つぶしがいがねぇぜ！」

　Ｆフローライトスパイダーが飛ぶ。オズワルドとシェリルは必死に着地地点から離れる。二人は並走しながら、着地したＦフローライトスパイダーを肩ごしに睨にらみつけた。

「埒らちがあかないな……。おい、シェリル。爆ばく弾だんはあと何個ある？」

「えっとねー……十三個。……なにするの？　オズ」

「ちょっとな……。とりあえず、爆弾を二つくれ」

　ライトイーブンを納め、シェリルから手しゆ榴りゆう弾だんを受け取ったオズワルドは、自分の〝考え〟を彼女に伝えた。それを聞いたシェリルは楽しそうに八重歯を見せ、まるで悪戯いたずらを思いついた子供のように、口元を押さえて小さく笑う。

「それ、いいね！　やっぱりあたしとオズは敵なしだよ！　それじゃ、先行ってるねー！」

　シェリルは手を振ると、アクセルを全開にし、オズワルドを置いていってしまう。残されたオズワルドは振り返ると、足を止め、こちらに迫りくるＦフローライトスパイダーを見据えた。

「ははは！　ガキは逃げたな！　フラれたのかお前！」

「いいや、お前の相手は俺おれ一人で十分だって言ってやったんだよ」

　オズワルドは、Ｆフローライトスパイダーに向かって中指を立てる。

「そいつは楽しみだ！　やっぱり男ならタイマンだな！」

「だな。特にこんな不利なタイマンは、ワクワクするね」

　Ｆフローライトスパイダーが地面を踏ふみ切きり、跳ちよう躍やくする。落下地点はオズワルド。空を巨体が覆おおい、地面に影かげを落とす。オズワルドは身を翻ひるがえして駆け出すと、振り向き、両手に持った手榴弾を投げつけた。

　狙ねらった場所は、Ｆフローライトスパイダーの着地地点。

　──それも、足の部分。

「なぁっ!?」

　着地した瞬しゆん間かん、Ｆフローライトスパイダーは手榴弾を踏みつけた。爆発が起こり、その威力で地面に穴が開き、Ｆフローライトスパイダーの足がめり込む。思わぬバランスの崩ほう壊かいに、その巨体は大地で傾かたむいた。

「落とし穴のつもりか!?　だけど深さがイマイチだったな！」

　穴から出ようとするＦフローライトスパイダー。しかし、オズワルドはその巨体を前にしてしゃがみ込んだ。その拍子に、背中に納めた長いライトイーブンの先せん端たんが、地面に突き刺さる。

「なにを……」

　そう呟つぶやいた賞金稼かせぎ。その声をかき消すように、エンジン音が響ひびいた。

　──きっと彼にも見えただろう。

　逃げたと思ったシェリルが、Ｃクリスタルスレイプニールで全力疾走してくるのを。

「いっくよー！　オズ！」

「お手柔らかに頼むぞ」

「な！　お前ら！　なにを──」

　シェリルは、真まっ直すぐオズワルドに向かっている。

「ひぃぃぃぃっさぁぁぁぁぁっつッ！」

　シェリルの乗るＣクリスタルスレイプニールが、オズワルドにぶつかる直前でウイリーする。その前輪が、しゃがみ込んだオズワルドのライトイーブンの上に乗り、車体が斜め上方に向いた。

　Ｃクリスタルスレイプニールは、ライトイーブンの上を走り、上空に向かって飛び出す。

「Ｃクリスタルスレイプニールアタックッ！」

「なっ、仲間をジャンプ台にしたっ!?」

　オズワルドのライトイーブンをジャンプ台代わりとし、ＣクリスタルスレイプニールがＦフローライトスパイダーの顔面目掛けて飛んでいく。その瞬しゆん間かん、シェリルはハンドルを離し、宙を舞まった。彼女の手にあるのは、一本のワイヤー。その先に結ばれているのは、十個の手しゆ榴りゆう弾だんの安全ピン。

　巨体を目掛けて飛んでいくのは、乗り手を失い、安全ピンを抜かれた大量の手榴弾を積んだＣクリスタルスレイプニールだけ。

「うっ──嘘うそだろぉぉぉっ！」

　ＣクリスタルスレイプニールとＦフローライトスパイダーが激げき突とつ。同時に大量の手榴弾が爆ばく発はつ。その威力はＦフローライトスパイダーの頭部を吹き飛ばし、賞金稼ぎの悲ひ鳴めいを響かせながら地面に倒れた。

「見たかー！　これが『超必殺・シェリルちゃんデラックス』だ！」

　地面に着地したシェリルは、黒煙を上げるＦフローライトスパイダーに向かって指を突きつける。

「Ｃクリスタルスレイプニールアタックじゃないのか？　……まぁ、なんにせよ──」

「大勝利だね！」

　オズワルドはタバコを取り出し、ライトイーブンの刃の回転で火をつけ、煙を吐き出す。その隣となりで、シェリルはポケットから棒つきキャンディロリポツプを取り出し、それをくわえてタバコを吸う真ま似ねをした。

「テメェら！　よくも！」

　と、今まで傍ぼう観かんしていた賞金稼ぎ達が取り囲んでくる。それぞれが銃を構かまえ、四方からオズワルド達を狙ねらってきた。

「おいおい、約束が違うんじゃないか？」

「んなこたぁ知るか！」

「……だよな」

　オズワルドは面倒臭そうにライトイーブンを引き抜く。

「お、おふ、ほれはひょっとやはいはもはよ？」

「何言ってるかわからねぇよ」

　棒つきキャンディをくわえたままモゴモゴ喋しやべるシェリル。オズワルドは悪態を一つつくと、周囲を見回した。迫りくる四体の人型重機シユタイン。うるさいエンジン音が、尋じん常じようじゃない圧迫感を与えてくる。

　と、その時。聞きなれたエンジン音が混じっていることに気がついた。

「……ったく、待ちくたびれたぞ」

　賞金稼かせぎ達もそのエンジン音に気がついたようだ。一いつ斉せいに、音のする方向に顔を向ける。

『生きてるか！　シェリル！　オズワルド！』

　一本道を抜けて走ってきたのは、マンボウを半分に切ったような遊ゆう石せき船せん──イーストウッド号だ。

「ほ、ほふー！　ひへふれはんは！　ほふはいふき！」

『お前は何アメ食べながら戦っているんだ！　くそっ、焦あせり損ぞんだっ！』

　イーストウッド号が走りながらハッチを開ける。伸びるレール。そこから飛び出したのは、空と同じ色をした飛行機。空気抵抗を減らすための丸みを帯びたフォルム。大空を翔かるための海鳥のようなテーパー翼よく。尾翼にある大型ブースターを支え、量産機でありながら多彩な航空機動マニユーバを可能にした円形の補助翼。瑠璃ラピスラズリを動力とし、さらにエネットの動力を補助出力にしたカスタム機の名前は──Ｌラピスラズーリン。

「後は任せなさい！　オズ！　シェリル！」

「お待たせしました二人とも！」

　Ｌラピスラズーリンから、クロウ姉妹の声が聞こえてきた。

「おい、俺おれの機体は？」

「アンタのは炭素ワイヤーが直ちよく撃げきしたからまだクリーニング中よ！」

「お前らで大丈夫か？」

　オズワルドがそう言うと、ロシェが鼻を鳴らす音が聞こえてきた。

「生身で戦うより安心できるでしょ？」




「……って。あの二人、本当に生身で人型重機シユタイン一体を倒しちゃってるじゃない……」

「すごいね……お姉ちゃん」

「凄すごいっていうか、とんでもないわね」

　ロシェとエネットは、上空から倒れた人型重機シユタインを見下ろし、ため息をついた。

「ラズーリン如ごときが邪じや魔まをするんじゃねえぜ！」

　と、Ｆフローライトスパイダーの一体が銃口を向けてくる。ロシェはすぐに操そう縦じゆう桿かんを切って機体を傾かたむけると、円を描くように空を飛び始めた。残りの二体とＴトルマリンマクスウェルも銃も発砲してくるが、Ｌラピスラズーリンは迫りくる弾丸の隙すき間まを縫ぬうように機体を横回転させる。

　ロシェは上下が入れ替わる操そう縦じゆう席せきの中、眼下のオズワルド達に目を向ける。賞金稼かせぎ達はこちらに気を取られ、足元を見ていない。その隙に、二人は人型重機シユタインの包囲網から抜け出していた。

「やっと逃げたわね……よし！　エネット！　行くわよ！」

「うん！　スラスター正常！　ブーストゲージ満タンだよ、お姉ちゃん！」

　Ｌラピスラズーリンがいったん高度を上げ、空中で宙返りしてから人型重機シユタインに向かって飛び始める。同時に機体前方に取りつけられたガトリング砲を乱射。ばら撒まかれた銃弾がＦフローライトスパイダーに降り注ぐ。しかし、小口径のガトリング砲じゃ人型重機シユタインには効きかない。

　だが、そんなの百も承知。

　ロシェは操そう縦じゆう桿かんのトリガーを引く。すると、Ｌラピスラズーリンの機首からワイヤーアンカーが発射された。それはカギ爪づめをもってＦフローライトスパイダーの首に喰くらいつき、動きを封じる。

「エネット！　ブースト────」

　ロシェがエネットに指示を飛ばす。だが、それよりも早くＦフローラルスパイダーがワイヤーを掴つかんだ。ロシェは構かまわずブーストしようとするが、その前にＦフローラルスパイダーは背中からナイフを取り出す。動力の熱で加熱されているその小ぶりな刀剣は、ホットナイフだ。賞金稼ぎはホットナイフを自分の首に喰らいつくワイヤーアンカーに添えると、いとも容た易やすく溶断した。

　急に軽くなったＬラピスラズーリンは揺らぎ、機体が傾く。だが、すぐに体勢を立て直すと、再び上空に舞まい上あがって距離を取った。

「くっ。まさかホットナイフを持っているなんてね……あれは工業用人型重機シユタインの装備じゃない」

「どうしようお姉ちゃん？　ガトリング砲じゃ勝てないよ……」

　その時、アラーム音と共にイーストウッド号から通信が入った。同時に、モニターにマイセルの顔が映し出される。

「マイセル！　Ｄダイヤランページが直ったの？」

「い、いえ！　まだです！　急ピッチでもあと三時間はかかります！」

「そんな……。マイセルさん、ワイヤーアンカーが切られちゃったんです。私達だけじゃ……」

　マイセルは「わかっています」とでも言うように頷うなずく。だが、その顔に焦あせりはなかった。ただ、少し懸け念ねんがあるような表情をしている。

「実は、Ｌラピスラズーリンの追加装備があるんです」

　その言葉に、ロシェとエネットはモニターに食いつくように顔を近づける。

「そんなものあるの！　──っていうかまた勝手に人の機体弄いじったわね！」

「ご、ごめんなさいごめんなさい！」

「……はぁ。まぁいいわ。……それで？　その追加武装は？」

「え、えっと……いつでも使えます。ただ、ちょっと問題というか、心配事があって……使うかどうかはお二人にお任せしたいんです」

「何言ってるのよ？　今は迷ってられないじゃない」

「そ、そうですよね……わかりました……」

　マイセルがそう言うと、モニターに追加武装装着のための手順が映し出された。地面にイーストウッド号。空にＬラピスラズーリンがいる図だ。二機の間には矢印があり、それが地面から空に向かって伸びている。

「空中換装？　……いいわ、やってやろうじゃない」

　ロシェは操そう縦じゆう桿かんを握り直すと、機体を下に向けて飛ばした。同時に、イーストウッド号の砲台も動く。ロシェは相互接近地点まで達すると、モニターに向かってマイセルの名前を叫んだ。

「いきますよロシェさん！　Ｌラピスラズーリン追加武装、射出！」

　イーストウッド号の砲台から、細長い箱が発射される。それは後ろから火を噴ふくと、こちらに向かって真まっ直すぐ飛んできた。賞金稼かせぎ達が「なんだありゃあ！」と叫んで銃弾をばら撒まいてくるが、猛スピードで空を翔かける箱には当たらない。

　Ｌラピスラズーリンは、その箱の上に位置取り、同じスピードで飛ぶ。同時に機首下のガトリング砲を切り離すパージ。すると、箱からコネクタが飛び出し、今までガトリング砲があった部分に繋つながった。

「脱着完了しました！　武装データインストール……って、え？　これって……」

　突然、エネットが怯おびえたような声を上げる。その時、機首下の箱が割れ、追加武装がその全ぜん貌ぼうを曝さらした。

　それを見て、ロシェの顔も強こわ張ばる。

「Ａアゲートノッカーの、パイルバンカー……！」

　Ｌラピスラズーリンに装着されたもの。それは、七大傑作マスターピースの一つ。かつてワールドハートのメリンジャー・ウーノが使っていた人型重機シユタイン──Ａアゲートノッカーの物。

　ロシェの目の前でエネットを殺し、宝石を奪った、この世で最も憎い男の武器。

　こんなもの……。

「──っ！　お姉ちゃん！　インストール完了！　いつでも使えるよ！」

「な……っ!?」

　振り返ると、エネットは顔を強張らせながらも、気丈に笑みを浮かべていた。

　──無理している。辛つらくないわけがない。自分を殺した男の武器だ。

　そんな武器が今、自分の手元にある。

　本当なら、持ちたくないはずだ。見たくもないはずだ。

　だけど彼女は、それでも使おうと言ってくる。

「……わかったわ……エネット」

　なら……ロシェがエネットのためにできることは……一つだけ……。

「──パイルバンカーを使うわよ……っ！」

　この武器を、正しく使う。

（エネットがＡアゲートノッカーの中にいた時にできなかったことを、私がやる……っ！）

　──仲間を生かすために使う。

　ロシェは、仲間を踏ふみつぶそうとするＦフローライトスパイダーを睨にらみつけた。

「行くわよっ！　エネットっ！」

「うんっ！」

　ロシェは操そう縦じゆう桿かんを押し込む。全速力で降下するＬラピスラズーリン。風を切る音に気づいた賞金稼かせぎ達が、再びこちらに銃を向ける。

「二人とも離れてなさい！　この武器は、ちょっぴり荒っぽいわよ！」

　Ｆフローライトスパイダーが胸から銃弾を放つ。Ｌラピスラズーリンは機体を横回転させてそれを避よけると、そのままＦフローライトスパイダーの側面に回り込んだ。

「ぶち抜いてあげる！」

　ＬラピスラズーリンがＦフローライトスパイダーに突っ込む。そして、機首下のパイルバンカーの先せん端たんを、その頭に突き刺した。Ｌラピスラズーリンの速度は緩ゆるめず、そのまま敵の頭だけをもぎ取る。頭部を失ったＦフローライトスパイダーは揺らぎ、八本の足を広げて大地にへたり込んだ。

「次ぃっ！」

　ロシェはＬラピスラズーリンを宙返りさせ、二体目のＦフローライトスパイダーに向かって翔かけた。迫りくる銃弾や捕ほ縛ばくネットを避け、そしてすれ違いざまに、またも頭部を突貫した。

「最後よ！　エネット！　ブースト！」

「こ、この！　生意気なぁっ！」

　Ｆフローライトスパイダーが胸の銃口を向ける。だが、遅すぎた。ロシェはすでに操縦席下の赤いレバーを引いている。Ｌラピスラズーリンはエネットの動力宝石の力を借りてブーストし、空を裂く一筋の青い光と化した。

　パイルバンカーをＦフローライトスパイダーの腹部に突貫。──それだけじゃない。希少宝石を二つも使ったＬラピスラズーリンのブーストは驚きよう異い的てき。軽々とＦフローライトスパイダーの巨体を持ち上げると、そのまま上空に向かって翔け上がった。

「ラ、ラズーリン如ごときが──！」

「勘違いしないで！　七大傑作マスターピースを装備したラズーリンを、『如き』なんて言わせないわ！」

　ロシェがトリガーを引く。すると、パイルバンカーに空いた穴から爆ばく薬やくが散布された。それをパイルバンカーの火打ち石で着火し──爆破。Ｆフローライトスパイダーは腹部から真っ二つになって地面に落下する。爆炎を突き抜けて晴天に上るのは、七大傑作マスターピースを装備したＬラピスラズーリン。

「遊ゆう石せき民みんが──それも女が！　俺おれ達をコケにしやがってぇ！」

　その時、風船が割れるような音がした。同時に、Ｌラピスラズーリンにキラキラと瞬またたく粉が降りかかる。

「この粉──トルマリン宝石粉！」

　下を見れば、Ｔトルマリンマクスウェルが遠距離射しや撃げきモードに変形していた。その砲身からは激はげしいスパークが発せられている。

　トルマリン宝石粉を伝線代わりにした、Ｔトルマリンマクスウェルの主砲──可変電磁砲レールガン。

「電磁砲レールガンより早く飛べるなら、飛んでみやがれぇっ！」

　トルマリン宝石粉からは逃げられない──だが。

「──アクセス完了！　Ｔトルマリンマクスウェルの操そう縦じゆう権限を引き継ぎます！」

　エネットの声と同時に、砲身のスパークが収まった。そして、Ｔトルマリンマクスウェルは人型モードに戻り、膝ひざをついて動かなくなる。

「え？　お、おい？　ちょ……ちょっと待てって！」

　Ｔトルマリンマクスウェルのハッチが開く。中にいたのは、おろおろとそこらじゅうのレバーやボタンを弄いじり回まわす賞金稼かせぎ。だが、彼がいくら頑張ろうとも、操縦権限はエネットに奪われてしまっている。

　そんな彼の元にロシェはＬラピスラズーリンを飛ばし、ハッチの前でホバリングした。賞金稼ぎの目の前には、パイルバンカーの先せん端たんが突きつけられている。ロシェはＬラピスラズーリンのハッチを開いて立ち上がり、後ろ髪を掻かき上あげた。

　そして、泣きそうになって両手を上げている賞金稼ぎに向かって歩き出し、パイルバンカーの上に乗った。

　そして微ほほ笑えむ。

「さ、ごめんなさいは？」




　動かなくなったＴトルマリンマクスウェルによじ登ったオズワルドとシェリル。そんな二人を見た賞金稼ぎは、操縦席で震えながら懇こん願がんした。

「や、やめろ！　やめてくれ！　撃うたないで──斬きらないでくれぇ！」

　だが、オズワルドはうるさそうに顔をしかめただけで、男の胸ぐらを掴つかんで持ち上げる。彼は必死にもがくが、すぐにシェリルが銃を突きつけたので大人しくなった。オズワルドは、そんな男を持ったままハッチの端はしまで歩き、男の身体からだだけを宙に差し出す。賞金稼ぎは十数メートル下の地面を見て息を詰まらせた。

「コイツの試運転をしていた作業員を、お前らは突き落としたらしいな？」

　オズワルドは、凶悪な面つら構がまえで男を睨にらみつける。そんな姿を見て、Ｔトルマリンマクスウェルの傍そばでホバリングしていたロシェは、「はいＲ18」と言ってエネットの目と耳を塞ふさいだ。

　オズワルドに睨まれた賞金稼ぎは、小刻みに体を震わせ始める。

「や、やめてくれ……あ、謝あやまる！　このとおりだ！　もうお前達には関かかわらない！　怪け我がした奴やつの治ち療りよう費ひも払うから！」

　賞金稼かせぎは両手を合わせる。そんな姿を見て、オズワルドは呆あきれたように鼻から息を吐いた。

「……仕方ない、謝しや罪ざいは聞いたことにしてやる」

「そ、そうか……！」

　男の顔に安あん堵どの表情が浮かぶ。だが、オズワルドは意地悪く笑った。

「まぁ、同じ目に遭あってもらうことには変わりないけどな」

「え？」

　オズワルドが手を離す。男は安堵の表情を凍らせたまま、目の前から消きえ失うせた。悲ひ鳴めいが尾を引いて落下していき、下の方から大きな音がする。

「……鬼ね」

「だねー。オスカー・オニワルド！」

　シェリルは変なあだ名をつけてオズワルドを笑い、ロシェは苦にがい表情を浮かべ、目と耳を塞ふさがれているエネットは首を傾かしげている。

「あ、足が……っ！　俺おれの足がぁ……っ！」

　落下した男は、妙な方向に曲がった足を押さえたまま悲鳴を上げていた。オズワルドはシェリルを連れてＴトルマリンマクスウェルから降りると、男の首元にライトイーブンを突きつける。

「さて、ジジイの復ふく讐しゆう代行はここまでだ。次は俺の番だな」

「ま、まだ何かあるのかよ……」

　男は愕がく然ぜんとし、鼻から汁を垂たれ流ながす。

「最初にも聞いたろ？　ブラックアウト爆ばく弾だんだ。アレをどうやって手に入れた？」

　低い、オズワルドの声。その表情を見た賞金稼ぎは、まるでこの世の生き物でない物を見たように怯おびえた顔をした。隣となりにいるシェリルも唾つばを飲み込み、オズワルドから一歩離れる。

「お、女だ……女から貰もらったんだ」

「その女の名前は？」

「あ、ああ。そいつは──」

　言いかけた男の目が見開かれる。その視線は、はるか彼方かなたの空を見つめていた。

　エンジンと、風を切り裂く音。それが遠くから聞こえてくる。目を向けると、そこには黒い戦せん闘とう機きがこちらに向かって飛んできていた。デルタ型の翼つばさを持ち、やけに平べったい形をしたそれは、二等辺三角形の鉄塊が空を飛んでいるようだ。

「た、助かった……あの女だ……！」

「い、いつの間に！　私のレーダーには何も映ってないのに……！」

『エネットさん！　アレはステルス戦闘機です！　レーダーに引っかからない戦闘機ですよ！』

　焦あせるようなマイセルの声。それをかき消すように、賞金稼かせぎの嘲ちよう笑しようが聞こえてくる。

「はははは！　テメェらは終わりだ！　俺おれをコケにしたらどうなるか、思いしれ！」

　賞金稼ぎの男は、こちらを指さし、唾つばを飛ばしながら喚わめく。

「お前らはあの女には勝てねぇっ！　なんたって、あの女は──！」

　その時、戦せん闘とう機きが何かを落とした。

　黒く小さな、筒のような物。

　それを見て、全員が目を剥むく。

「──みんな逃げてぇっ！　爆ばく弾だんだよっ！」

　Ｌラピスラズーリンが飛び立つ。オズワルドとシェリルは、Ｔトルマリンマクスウェルの陰に隠れた。

「なんでだよ……俺達を助けに来てくれたんじゃ……」

　黒く小さな筒が、地面に墜おちた。その瞬しゆん間かん、落下地点を中心として炎が円形に広がり、さらに広こう範はん囲いを爆風が襲おそう。呆ぼう然ぜんと戦闘機を見つめていた賞金稼ぎは、Ｔトルマリンマクスウェルの裏に隠れることもできず、爆風に巻き込まれた。

　オズワルドとシェリルは爆風に飛ばされないよう、地面に伏せて目を瞑つむる。その衝しよう撃げきは凄すさまじく、Ｔトルマリンマクスウェルが大きく揺らいで倒れ込んできた。とっさに二人は立ち上がり、Ｔトルマリンマクスウェルから逃げる。だが、そこに襲いかかる第二の爆撃。数百メートル後方に着弾したそれは、荒れ狂う暴ぼう風ふうを生み出し、二人の身体からだを紙切れのように吹き飛ばした。

「ぐっ……！　シェリル！　逃げろっ！　アイツの狙ねらいは俺だっ！」

「え？　オ、オズ！」

　爆風で地面に打ちつけられた痛みを押し込め、オズワルドは立ち上がって走り出す。空を翔かける戦闘機は次々に爆弾を降らせ、周囲を無差別に爆撃し始めた。吹き乱れる爆風にオズワルドは何度も飛ばされ、地面に打ちつけられる。体は軋きしみ、爆発の光で目はチカチカ瞬またたき、耳鳴りがした。それでも立ち上がり、狙いから逸それるよう滅め茶ちや苦く茶ちやに走る。

　戦闘機は周囲を旋回しながら爆弾をばら撒まき続つづける。その爆発に賞金稼ぎたちのＦフローライトスパイダーも巻き込まれていった。「なんで俺達まで！」「やめろ！　やめてくれ！」「約束が違うぞ！」　──そんな断だん末まつ魔まの叫びを喚わめきながら、彼らは機体ごと木こっ端ぱ微み塵じんとなっていく。

「あのアマ……！」

「オズ！」

　その時、シェリルが駆け寄ってきて隣となりを走り始めた。

「馬ば鹿か野郎！　狙いは俺だって言ったろ！　しばらくやり過ごせ！　そしたら安全だ！」

「バカはオズだよ！　なおさら放っておけないじゃん！」

　そう言うとシェリルはポケットから手しゆ榴りゆう弾だんを取り出した。彼女は「一個取っておいたんだ」と言うと、口で安全ピンを抜き、前方に向かって放り投げた。

　手榴弾が爆発し、地面に大穴をあける。──塹ざん壕ごうだ。オズワルドは迷っている暇ひまもなく、シェリルと一緒にそこに目掛けて駆ける。

　だが、自分達の上に影かげが差した。

　見上げると、そこには戦せん闘とう機きがいて、爆ばく弾だんを──。

「──ッ！」

「オ、オズ!?」

　オズワルドはとっさに隣となりを走るシェリルの襟えり首くびを掴つかむ。そして彼女を持ち上げると、走っている勢いに任せ、左足を踏ふみ込こみ、その体を塹ざん壕ごう目掛けて投げた。だが、そのせいでオズワルドは走るのをやめてしまう。すぐさま駆け出したが、もう間に合わない。

「オズのバカぁっ！」

　宙を舞まうシェリルが、とっさに銃に手を掛ける。そして、凄すさまじい早はや撃うちで頭上から降ってくる爆弾を撃ち抜いた。

　オズワルドの頭上で爆発が起こる。塹壕に向かってダイブしたオズワルドだが、遅すぎた。爆弾の破片と炎が背中に襲おそいかかり、オズワルドの身体からだは塹壕の地面に叩たたきつけられる。

「ぐ……あ……、……ぁ────」

　酷ひどい頭痛。揺れる脳と嘔おう吐と感かん。何も聞こえないほどの耳鳴り。白くなった視界。全身が、焼けるような痛みを孕はらみ、意識が遠のく。

「オズ！　しっかりして！　ねぇオズ！　オズってばぁっ！　死んじゃやだよぉっ！」

　先に塹壕に逃げ込めたシェリルが、涙混じりの声を上げながらオズワルドの身体を揺さぶる。声も聞こえないし、姿も見えないが、無事だったようだ。それだけを確認し──

　オズワルドの意識は、途切れた。




「今すぐ爆ばく撃げきをやめなさい！　やめないと墜おとすわよっ！」

　Ｌラピスラズーリンで空に逃げたロシェとエネットは、すぐさま爆撃機に向かって飛んだ。真正面から突っ込み、通信を開いて相手に怒ど鳴なるが、爆撃機は一言も返さずに次の爆弾を投下する。

「最後の警けい告こくよ！　爆撃をやめなさい！」

　ロシェは、爆撃機とすれ違いざまに怒鳴る。相手の操そう縦じゆう席せきにはスモークがかかっていて、パイロットの顔は見えなかった。爆撃機の乗り手はロシェの声など聞こえていないようで、さらに爆弾をばら撒まく。

「──くっ！　そういうつもりなら、墜としてあげるわ！」

　ロシェはＵの字を描くように機体を１８０度旋回インメルターンさせると、自分とすれ違った爆撃機を追従し始めた。

「そんな非空力的なボディして、Ｌラピスラズーリンを振り切れると思わないことね！」

　空中戦において、背後を取られることは致命的。見えない部分からロックオンされ、撃ち抜かれてしまう。だが、今のＬラピスラズーリンはガトリング砲をパージしていた。ならば、このまま背後からパイルバンカーで突っ込むしかない。

　幸い、Ｌラピスラズーリンにはエネットのブーストがある。

　追いつくのは容易。

　だが、ロシェがブーストレバーを引こうとした瞬しゆん間かん、爆ばく撃げき機きは機体を傾かたむけて降下した。狙ねらいを逸そらしてしまったロシェは歯を噛かみしめると、ブーストレバーから手を離し、機体を下方に45度傾け、下方宙返りしながら一気に降下した。そのまま、上空から爆撃機を貫つらぬこうと速度を上げる。

　しかし、爆撃機は急加速し、上空からの一撃を振り切った。空ぶったＬラピスラズーリンはとっさに急上昇し、再び爆撃機の背後を取る。

「どうして追いつけないの……！　航空機動マニユーバ性能はこっちが上なのに……！」

　少し焦あせりが混じるロシェの声。それを煽あおるように、イーストウッド号から通信が入る。

『ロシェリア！　イーストウッド号じゃこの爆撃の中を走れん！　早くそいつを何とかしろ！　下の二人がいつ巻き込まれるかわからん！』

「わかってるわよッ！」

　ロシェがそう怒ど鳴なり返した時、爆撃機がまたもや爆弾を投下した。ロシェはその先を目で追い、そして表情をひきつらせる。

　爆弾の真下にいたのは、オズワルドだった。

「──オズ──ッ！」

　爆弾が空中で爆発する。その爆風でオズワルドの身体からだが吹っ飛んだ。まるでボロキレのように宙を舞まう黒いコート。彼の身体は受け身も取らずに地面に叩たたきつけられ、動かなくなる。

「オズワルドさんっ！」

　後ろのエネットが悲ひ鳴めいを上げる。体が一気に冷えるのを感じた。手に汗が浮かび、でも喉のどはカラカラに渇かわき、目の焦点が合わなくなる。

「お姉ちゃん！　助けに行かないと！」

　エネットが叫ぶ。ロシェは目を瞑つむって歯を噛みしめた。

　だが、顔を上げ、爆撃機を睨にらみつける。

「──いえ！　コイツを墜おとすわ！　放っておいたら次に狙われるのはイーストウッド号よ！」

　目の焦点は、戻っている。

「だいたい、あのバカがそう簡単に死ぬもんですかッ！」

　叫び、ロシェはブーストレバーを引いた。Ｌラピスラズーリンのエンジンが火を噴ふき、速度計の針が振り切れる。青い光と化したＬラピスラズーリン。だが、爆撃機はこちらと同等スピードで空を翔かけ始はじめた。

「なっ！　エネットブーストと互角!?」

　爆ばく撃げき機きは西に進路を変える。街の方角だ。Ｌラピスラズーリンもそれを追う。凄すさまじいスピードの二機は周囲の風景を置き去りにし、あっという間にキバラの街の上空までたどり着いた。

　二機はキバラ峡谷の断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを飛ぶ。機体を傾かたむかせ、岩壁に挟まれた狭い空を翔かけ抜ぬけた。前方に、キバラの崖がけ同士を繫つなぐ橋が現れる。爆撃機はその上を、Ｌラピスラズーリンはその下を潜くぐった。

「こんな場所じゃ……墜おとせない……っ！」

　撃げき墜ついし、町の上に墜ちたりしたら大惨事だ。だが、爆撃機は構かまわず爆弾を投下した。爆弾は谷底の川に落ち、そこで爆発する。

　水みず飛沫しぶきが舞まい上あがり、視界を覆おおった。ロシェは構わず突っ込むが、水飛沫のカーテンを抜けた先にあったのは、横から滑り落ちてくる巨大な岩壁。

「しま──っ！」

　爆撃機は、すでに二個目の爆弾を投下していた。それで岩壁を爆破し、Ｌラピスラズーリンの前に滑り落としたのだ。

　このままでは、激げき突とつする。

「お姉ちゃん！　パイルバンカー！」

　エネットの声を受け、ロシェはとっさにトリガーを引いた。機首下に装着した巨大な杭くいが打ち出され、岩壁を突貫する。同時に爆薬を吐き出して着火し、岩壁を粉々に砕いて走り抜けた。

「やってくれるわね……！」

　助かった……が、今ので大分離されてしまった。ロシェはさらにスピードを上げて爆撃機を追う。街の上を飛び、崖の隙すき間まを縫ぬって飛ぶ、空中の追いかけっこ。やがて、数百メートル先に何個目かの橋が現れた。

　橋の上にあるのは、凱がい旋せん門もんのような形をしたアンドロイドカフェ。

　爆撃機は、その上を通り過ぎる瞬しゆん間かん、ブースターを下方に向けて噴ふん射しやした。

　爆撃機のブースターに煽あおられたカフェ。割れる窓。倒れた観葉植物の鉢。吹き飛ぶグラスやカップ。巻き上がる悲ひ鳴めいの合唱。テラスにいたアンドロイド店員が暴風に曝さらされ──墜ちた。

「なッ！　なんてことするのよッ！」

　彼女の身体からだは空中に投げ出され、服をはためかせながら谷底に向かって突き進んでいく。

　──あれはただのアンドロイドだ。墜ちたところで壊こわれるだけ。無視して追うのが得策。

　だが、アンドロイドの妹を持つロシェは、見過ごせない。

「ロクでなし──ッ！」

　ロシェはすぐに操そう縦じゆう桿かんを切り、橋に向かって飛んだ。Ｌラピスラズーリンは墜ちるアンドロイド店員と並走して真下に向かって降下。そして、まるで彼女を掬すくい上あげるようにパイルバンカーでその体を受け止める。同時にブースターを逆噴射させて速度を緩ゆるめると、彼女が落ちないように、ゆっくりとホバリングした。

　ロシェの目の前には、パイルバンカーに覆おおいかぶさるようにしてぐったりしているアンドロイド店員がいる。どうやら、落下の衝しよう撃げきで異常が発生したようだ。うわ言のように「コーヒーのお代わりはいかがですか」と繰くり返かえしている。

　ロシェはほっと息を吐き、空を見た。

「……逃げられた、か」

　爆ばく撃げき機きの姿は、どこにもなかった。




　助けたアンドロイドをカフェに引き渡したロシェは、イーストウッド号から通信を受け、すぐにグスタフの工場へと戻った。工場の前にＬラピスラズーリンを着陸させると、開けたハッチも閉めずに走り、休きゆう憩けい室しつに飛び込む。

「オズは!?」

　休憩室に入るなり、ロシェは叫んで部屋の中を見回す。トラヴィスは火のついていないタバコをくわえたまま目を瞑つむり、グスタフは腕を組んで壁かべに寄り掛かり、マイセルはソファで頭を抱えたままうなだれ、シェリルは目を擦こすりながらひっくひっくとしゃくりあげていた。

「……ちょっと……なんなのよ……」

「まさか……オズワルドさん……」

　ロシェは力が抜けたようにふらふらと二、三歩みんなの元に歩み寄り、エネットは口に両手を添えて体を震わせる。

「安心しろ……奴やつは無事だ」

　小さく呟つぶやいたトラヴィス。その言葉に、ロシェは安心したように息を吐き、エネットは床にぺたりと座り込んだ。

「で、でもね……オズね、あたしを助けてくれてね、それでね……」

　シェリルが涙と鼻水でぐしゃぐしゃになった顔を上げる。それから力なく立ち上がると、おぼつかない足取りでこちらに歩み寄り、ロシェの胸に顔をうずめて泣き出した。

「まだ、意識が戻らないんです……。全身打だ撲ぼく、肋ろつ骨こつにヒビが三ヶ所、火傷やけど多数、鼓膜も傷ついたみたいです……」

　マイセルはうなだれたまま、小さな声で言った。

「それでも、爆発に巻き込まれてこの程度で済んだんだから大したもんだ。それもこれも、コイツのおかげだよ」

　そう言って、グスタフは壁に掛けたライトイーブンを顎あごで指した。

「コイツを背負っていたから、爆発を背中に受けても生きていたんだ。これがライトイーブンじゃなかったら、今いま頃ごろあいつは逝いっちまってたろうよ。よっぽど悪運が強いのか、それとも、あいつが守ったのか……」

　グスタフは大きくため息をつくと、そっとベルナルトの造ったライトイーブンに視線を送る。

「……お前ら、考えるべきことはいくつかあるが、今日はもう休め」

　そう言ってトラヴィスは立ち上がり、タバコを吹かそうとする。だが、火をつけていないことを思い出したようで、ライターを取り出した。

「みんな疲れている。妙に気も高ぶっているだろうから、落ち着く時間が必要だ。とりあえず全員が無事だったということも確認できたし、安心して眠れ」

　トラヴィスはタバコに火をつけると、イーストウッド号に向かって歩き出した。それから、各々億おつ劫くうそうに動き出す。

　シェリルは、まだロシェの胸でぐずっていた。エネットが心配そうに歩み寄り、彼女の背中をさする。ロシェの視線の先にあるのは、休きゆう憩けい室しつの先にある仮眠室。おそらく、オズワルドはあそこで眠っているのだろう。

　顔を、見たかった。

「無事だったんだし、落ち着きなさいよ……」

　ロシェはシェリルの頭を撫なでる。

　だけど、その言葉は、自分に言い聞かせているようだった。




　トラヴィスは休めと言ったが、マイセルはとてもそんな気分になれなかった。イーストウッド号に戻って体を横にしても、妙に目が覚めてしまっている。

　仕方なく、マイセルはイーストウッド号を抜け出し、隣となりのグスタフの工場に足を踏ふみ入いれた。休憩室に入り込み、勝手にお湯を沸かしてコーヒーを淹いれる。余計に眠れなくなるな……とは思いつつも、飲みたかった。

　テーブルに陣取り、自室から持ってきた書きかけの図面を広げる。鉛筆を持ち、その先せん端たんを紙面にあてた。……だけど、何も書くことは思いつかない。

「コーヒー代、百クリューだ」

　ふとかけられた声に振り向くと、休憩室の入り口にグスタフが立っていた。マイセルは慌てて「ご、ごめんなさい」と言ってポケットを漁あさるが、グスタフは「冗談だよ」と小さく笑って自分もコーヒーを淹れ始める。

「ちょうど、俺おれも飲みてぇと思ってたところだ」

　グスタフはマイセルの目の前に腰を下ろし、音を立てて熱いコーヒーを啜すする。二人は黙だまってコーヒーを飲み、カップが空になっても動かなかった。壁かべに掛かった時計は深夜一時を指し、秒針が動く音すら聞こえそうなほど静かである。

「……坊主、何かあったのか？」

　グスタフは、刻まれた皺しわの奥にある鋭するどい瞳ひとみでこちらを見てくる。それを受け止めたマイセルは、気け圧おされたように視線を逸そらした。手元の図面を眺め、鉛筆を持ったり置いたりし、それからようやくためらいがちに言葉を紡つむぐ。

「……こんなことになったのは、僕の責任もあるんじゃないかって……思うんです」

　マイセルはチラリとグスタフを見たが、彼は腕を組んだまま黙ってこちらを見ていた。

「……Ｌラピスラズーリンのパイルバンカー。あれは、きっと役に立つって思って付けました。ロシェさんやエネットさんが使うかどうかはわからなかったけれど、二人が過去を乗り越えた時は、きっと心強い武器になると思ったんです」

　事実、パイルバンカーがあったからＦフローライトスパイダーを撃げき退たいできた。

「でも、パイルバンカーを装備するためにガトリング砲をパージさせてしまいました……。ガトリング砲があったら、爆ばく撃げき機きくらいは墜おとせた……。そしたら、オズワルドさんが怪け我がする前に、なんとかなったんじゃないかって……」

　マイセルは、震える手を押さえるように両手を握りしめる。

「僕は、自分が好きだから人型重機シユタインのメカニックになりましたが、僕の思想のせいでこんなことになったかと思うと……」

　そう言った後で、マイセルは深くうなだれた。上うわ目め遣づかいに目の前を見ると、グスタフはタバコをくわえたままあさっての方向を向いている。マイセルも、彼の視線の先を追い、格納庫の方向に目を向けた。

　そこにあったのは、爆撃機の爆弾で破損したＴトルマリンマクスウェル。そして、岩がん壁ぺきを突き破ったというパイルバンカー装備のＬラピスラズーリン。

「……このＬラピスラズーリンは、いい機体だ」

「え？」

　グスタフが立ち上がる。

「Ｔトルマリンマクスウェルよりもな」

　そして彼は外に出ていこうとした。

「ま、待ってください！」

　マイセルは慌てて立ち上がると、出ていこうとするグスタフの腕を掴つかんだ。

「それってどういうことですか？」

　グスタフがこちらを見下ろす。マイセルは、負けじとその眼めを見返した。

「お、教えてください！」

　グスタフは、腕にかかった手を掴むと、無理やりそれを引きはがした。もう引退してもおかしくない年齢なのに、その力は、人型重機シユタインを作り上げる屈強な男のものだった。

「……お前は確かに腕がいい。そんなお前が作る機体も、いい性能を持っている。……だが、それだけだ」

「え？」

「人型重機シユタインとは、なんだ？」

「そ、それは……」

　改めて聞かれると、答えに困った。自分が好きな物。遊ゆう石せき民みんの商売道具。宝石大量発掘時代ジユエリー・ラツシユの象徴。──そんな答えが浮かんだが、合っている気がしない。

「それを答えられなきゃ、お前はＬラピスラズーリンより良い機体は作れん」

　そう言って、グスタフは休きゆう憩けい室しつを出ていった。マイセルはその背中を見送った後で、力なく椅い子すに腰かける。

「人型重機シユタインとは……なにか……？」

　マイセルは書きかけの図面に視線を落とし、それから、覆おおうように手で目を塞ふさいだ。

「……わからない……」






　第三章　爆ばく弾だんを作るモノ







「なんて顔してるのさ、オズ」

　まるで目隠しのように包帯を巻きつけたベルナルトが、こちらを向いてせせら笑った。いつもなら彼の憎まれ口に喜んで応じるオズワルドだが、ガラにもなく俯うつむき加減になってしまう。

「……そんな目で、見えるのかよ」

「見えないよ。でも、わかる」

　──昨日のことだ。いつものように、些さ細さいなことからオズワルドは街のゴロツキと喧けん嘩かになった。そこにベルナルトが加勢したのもいつものこと。……だけど、相手は予想以上に強く、容赦がなかった。まだ子供のオズワルドとベルナルトにも、手加減などしなかった。

　オズワルドは腕を折られ、首からかけた三さん角かく巾きんで左腕を吊つっている。

　そしてベルナルトは──目に傷を負った。

「……悪かったよ、ベル」

「何に謝あやまってるんだい？　僕が怪け我がをしたこと？　──だったら気にするな。君のケンカに交ざったのは、僕の勝手だ」

　ベッドサイドに座ったベルナルトが笑う。本当なら、体を起こすのも辛つらいくらい殴られたのに。

「……ジジイから、もう喧嘩はするなって言われたよ」

　オズワルドは、少し腫はれた頬ほおを擦こする。自分も散々にやられ、腕まで折られたが、喧嘩をしたと知ったグスタフに殴られた頬の方が痛かった。

　でも、一番痛むのは──胸。目を潰つぶされた親友の姿を見ていると、心臓を抉えぐり出だされるような痛みが走る。だからオズワルドは、苦しくて顔を上げられない。

「だからどうした、オズ」

　だが、急に厳きびしくなったベルナルトの声に、思わず顔を上げてしまった。目隠しのような包帯を巻いていてもわかる。彼は今、情けなくうなだれる自分を睨にらんでいた。

「あいつらは、君がカットした宝石を馬ば鹿かにした。君は誇りを汚されたんだぞ？　そこで笑って許してやるほど、君の誇りは安っぽいのかい？」

　ベルナルトは立ち上がり、こちらに近寄ってきた。だが、目が見えないのに力強く歩いたため、すぐに躓つまずく。とっさにオズワルドは片手で彼を支えたが、ベルナルトは礼を言うどころか、胸ぐらを掴つかんできた。

「オズ。君は世界で唯一の宝石職人だ。君のカットは天下一品──僕が保証する。じゃなきゃ、君と一緒に宝石の輝きを世に広めようなんて夢を持つか」

　宝石大量発掘時代ジユエリー・ラツシユの真っただ中に生まれた、宝石職人とバイヤー。二人ともその道では並ぶ者がない技術を持ちつつも、才能は時代に殺されている。

　でも二人は思う。宝石が路上の石ころと変わらなくなっても、その輝きが失われたわけじゃない。人々は皆、宝石が増幅させる電力量の数値に目を奪われ、輝きを見ていないだけなんだ。

　だから、二人は夢を持った。オズワルドがカットした宝石で、その輝きを世に思い出させるという夢。その夢を糧かてに、泥水を啜すすってでも生きてきた。だから、オズワルドのカットを貶けなすことは、二人の夢を貶すことと同じ。必死に生きてきた命の否定。

「たとえ君が何もしなくても、君のカットをバカにするやつは、僕がぶん殴ってやる」

　──彼は、いつもそうだ。普段は冷たいことばかり言うくせに、宝石のこととなれば、オズワルドよりもケンカっぱやくなる。

「……お前はケンカが弱いんだから、やめとけよ」

「だけど……」

　オズワルドは、彼の目が見えていないことをいいことに、そっと鼻を擦こすった。

「……その代わり、その代わりさ……俺おれが強くなるよ」

　オズワルドは、見えないベルナルトの目を見つめる。

「俺が強くなって、お前が殴る前に、やっつけてやる」

　それが、彼を守ることになる。

　もう二度と、親友を傷つけさせたりしない。

　時代遅れの技術を誇りとし、夢を持ち、親友を守るために、強くなる。

　もう、誰だれにも負けない。

　──オズワルドは、そう決意した。

　言葉にはしないけれど、ベルナルトにも伝わったようで、彼は口元に笑みを浮かべる。

「じゃあ、僕は、オズのために武器を作るよ」




　目が覚めると、周囲は真っ暗だった。身じろぎすると、全身が悲ひ鳴めいを上げる。オズワルドは不意打ちの痛みに声を漏もらしそうになるが、歯を噛かみしめてそれを殺した。息を止め、痛みが引くのを待ち、それから荒い呼吸を繰くり返かえす。

　そして、思い出した。

　自分は、あの爆ばく撃げき機きの空爆によって負傷したんだ。

「……よく死ななかったな……そうか……ライトイーブンのおかげか」

　オズワルドは、壁かべに立てかけられているライトイーブンを見て呟つぶやいた。そしてゆっくりベッドから体を起こす。酷ひどく喉のどが渇かわいていた。どうやら自分は、グスタフの工場の仮眠室で眠っていたらしい。部屋に一つだけあるドアの向こうは、休きゆう憩けい室しつになっていた。

　作りっぱなしで冷えてしまったコーヒーを見つけたので、それを喉のどに流し込む。ついでに壁かべ際ぎわのライトイーブンを手に取り、それを杖つえ代わりに体を支えた。

　全すべて飲み干したところで息をつくと、ようやく頭がはっきりしてくる。時計は深夜を指しており、静まり返っていた。

「ん？　誰だれかいるのか？」

　ふと、休きゆう憩けい室しつの外から明かりがさしこんでいるのが見えた。窓に近づくと、Ｄダイヤランページが格納庫の真ん中に立ち、その真上のライトだけが点ともっている。

　オズワルドは休憩室を出て、愛機に向かって歩いて行った。

　だが、ふいに聞こえてきた声に、思わず足を止める。

「お前は、アイツを守ろうとしているんだな……こんな姿になってまで……」

　声の出所は、Ｄダイヤランページの操そう縦じゆう席せき。動力ハッチが開けっ放しになっており、中がよく見えた。そこに、一人の年老いたメカニックが座り込んでいる。

　グスタフは、Ｄダイヤランページの不純ダイヤモンドジルコニアに向かって語りかけていた。オズワルドはポケットに両手を入れると、無言で踵きびすを返す。だが、その拍子にヒビの入った肋ろつ骨こつが痛み、小さく呻うめき声ごえを上げてしまった。

「オズか？」

「……よぉ、ジジイ」

「こそこそせず、こっちへ来たらどうだ」

　オズワルドは去るのを諦あきらめると、彼の元にゆっくり歩んでいく。そして、真上の操縦席に座るグスタフを見上げた。

「……傷はもういいのか？」

「ああ、このとおりだ」

　そう言ってオズワルドはタバコを取り出した。ライターは爆ばく発はつに巻き込まれた拍子に落としたようなので、ライトイーブンの刃を回転させ、床に押しつけて飛び散った火花で火をつける。

「ベルに感かん謝しやするんだな。そいつを背負ってなけりゃ、今いま頃ごろお前は死んでいたぞ」

「ああ、そうかもな」

「……不思議と言うか、何と言うか……」

　頭上から、火打ち石を回す音が聞こえてくる。グスタフもタバコに火をつけたようで、天井に向かって白い煙が昇っていくのが見えた。

「お前は、ベルを守るためにライトイーブンを使いこなせるようにした。……それが今回、お前を守るためにライトイーブンが働いたなんてな」

「……知ってたのか」

「ああ。お前のライトイーブンは、Ｄダイヤランページのライトイーブンに使うダイヤエッジをカットするために作られた──ってことになってはいるけどな。でもそれなら、わざわざ起動キーにしなくてもいい。お前が肌身離さず持てるように、今の形になったんだろう？」

　幼い頃ころ、強くなると決めたオズワルド。それを果たせるように、ベルナルトが作ったライトイーブン。銃がはびこるこの世界で、時代遅れの近接武器。オズワルドが時代遅れの宝石加工技術を身につけたように、このライトイーブンも使いこなせるようにした。

　だからこそオズワルドの身体からだは、宝石職人の繊せん細さいさと、巨大なチェーンソーを振り回せる剛腕を併せ持っている。

「ライトイーブンには、二つの過去がある。一つは巨大な宝石をカットし、お前の芸術品を世に知らしめるようにするため。そしてもう一つが、今言ったように、お前が強くなるため。両方知っているのは、お前とベルだけじゃない。俺おれも含めて三人だ」

「いーや、違うな。過去は三つだ。」

　オズワルドがタバコの煙をくゆらせながら苦笑すると、グスタフは眉まゆを顰ひそめて身を乗り出してきた。オズワルドは口の端はしを吊つり上あげると、背中の相棒を揺らす。

「こいつのもう一つの姿──心臓喰らいハートイーターは、バラバラになったエネットの宝石を、ワールドハートの人型重機シユタインから抜き取るためにベルが作ったんだよ。過去を知っている人間は、俺とベルの二人だけ。知ったかぶりは格好悪いぞ、ジジイ」

　オズワルドはおちょくるように意地悪く笑う。だが、グスタフは怒らず、驚おどろいたように目を丸くした後、穏おだやかに微ほほ笑えんだ。

「そうか……そうだったのか……」

「……なに笑ってんだよ、気持ち悪い」

「……お前の旅は、あの姉妹の願いを叶かなえるためでもあるんだな」

「はぁ？　…………買かい被かぶるなよ。ついでだ、ついで」

　オズワルドはぶすっとして答えるが、グスタフは笑みを崩さない。

「ついででいい。ついででいいんだ。お前がただ怒りと憎しみに身を任せ、人を殺すためだけにＤダイヤランページに乗っているんじゃないってわかっただけでいい」

　掌てのひらで顎あごを撫なでるグスタフは、嬉うれしそうに笑っている。目を細め、Ｄダイヤランページの中の不純ダイヤモンドジルコニアを見て、大きく息を吐く。

「昔から、変わっちゃいなかったんだな。気に食わない相手にはすぐ突っかかり、どこに行ってもケンカの種をまく荒くれ者。……だけど、その相手っていうのは、どうしようもないロクデナシばかりだった。人の夢や誇りを汚したり、友人を傷つけたりするような奴やつらだ。そいつらを見ると、お前は頭に血が上って、誰だれ彼かれかまわず殴りかかる。お前はいつも、腹が立ったと言っては、〝ついでに〟非力な人間の代わりにクズを殴り飛ばすような男だった」

　グスタフは、ベルナルトの人格が宿る不純ダイヤモンドジルコニアのケースを撫でる。

「……勝手にそう思ってろ、クソジジイ。……俺はもう寝る」

　そう言ってオズワルドは踵きびすを返した。

　微かすかに聞こえるグスタフの苦笑……そこに、聞こえないはずの親友の苦笑まで混じった気がした。




　アンドロイドカフェには、休業の札が掛かっていた。ここを楽しみにしていた人達は、ドア前に掛かった札の「営業再開　未定」の文字を見ると、ため息をつきながら帰っていく。

　ロシェとエネットは、そんな人々の中でテラスを見上げていた。そこでは、アンドロイド達がせっせと片づけをしている。その中に、昨日助けた個体もいた。

「よかった……直ったみたい」

　ロシェはほっと息を吐くと、隣となりのエネットと顔を見合わせて笑った。あの爆ばく撃げき機きを逃がしたのは痛手だが、元気にモップを持ってテラスを走り回るアンドロイドを見ていると、最悪の後悔をせずに済んだと思える。

「ロシェも来たのか」

　と、ふいに背後から掛けられた声に振り向くと、ホイットニー姉弟が立っていた。

「聞いたぞ。昨日の戦せん闘とう機きニアミス事件で、テラスから落ちたアンドロイドを助けたのは、君らしいな」

　そう言って小さく笑うララ。だが、その表情はどこか陰かげがあった。お気に入りの店が営業再開未定になって、悔やんでいるのだろうか。

「ええ、まぁね。おかげで犯人は逃がしちゃったけど……」

「そうか。……何があったんだ？」

　そう尋たずねられ、ロシェは眉まゆを顰ひそめる。何があったのか……それはロシェにもわからなかった。爆撃機の乗り手については、何もわかっていない。だから「ちょっといざこざが……」と濁にごすようなことしか言えなかった。

「……まぁ何にせよ、君もアンドロイドも無事でよかった」

「うん……でも、前に話した宝石職人がちょっとやられちゃってね……」

　その途と端たん、ララは表情をひきつらせた。

「まさか……」

「ち、違う違う！　怪け我がしただけよ。今は眠っているけど、昨日の夜中に一回目を覚ましたみたいだし。今日はそいつの薬を買うついでに、ここの様子を見に来たの」

　ロシェは慌てて否定し、火傷やけど薬や包帯が入った紙袋を揺らしてみせる。それを見て、ララとエミリオはホッとしたように息を吐いた。

「……彼の具合はどうなんだ？」

「命に別状はないわ。火傷と、いくつか骨にヒビが入ったの。鼓膜も傷ついたみたいだけど、自然に回復するレベルよ」

「そうか……」

　俯うつむくララ。……どうも様子がおかしい。お気に入りの店が壊こわれたのが原因じゃないようだ。思いつめたような、寂しそうな、そんな顔をしているように見える。

　──どうしたの？　そう聞こうと思ったが、その前にララが顔を上げた。

「ロシェ。頼みがある」

「な、なに？」

　顔を上げたララの表情は、さっきまでの暗い表情が消えていた。だが、今まで見たことがない顔である。真まっ直すぐにこちらを見つめる青い瞳ひとみは、気け圧おされるくらいの眼力があった。

「その宝石職人に、手紙を届けてくれ」

「え？」

　ロシェの困惑を無視し、ララはポケットから紙とペンを取り出した。そして、そこに一言二言書き込むと、四つ折りにして差し出してくる。

「彼が目を覚ましたら、渡してほしい。それまで、決して開けないでくれ」

「う、うん。わかったわ……」

　言われるまま、メモを受け取るロシェ。中身は非常に気になったが、大事にポケットにしまった。

「悪いな。忙しいところ、時間を取らせた。早く彼の所へ行ってやるといい」

　そう言うや否や、ララはこちらに背を向けた。

「ララ！」

「……なんだ？」

　つい、呼び止めてしまった。

「いえ……えっと…………」

　ロシェは慌てて言葉を探す。きょろきょろと周囲に視線を這はわせると、アンドロイドカフェが目に入った。

「…………お店が直ったら、また一緒に来ましょう？」

「ああ……そうだな」

　ララは小さく微ほほ笑えむと、今度こそ振り返らず、人ごみに消えて行ってしまった。




「オ、オズ!?　起きて大丈夫なの!?」

　グスタフの工場に戻ると、そこの休きゆう憩けい室しつではオズワルドがタバコをふかしていた。こちらに気づいて口の端はしを吊つり上あげ、「よぉロシェ」と言う姿は、いつもと変わらない。爆ばく発はつに巻き込まれたのが嘘うそのようだ。

「オズワルドさん……よかった……」

「大げさなんだよ、お前らは。ちょっとベッドの寝心地が良かったから、寝過ごしただけだろ」

「ふん、なによ。……まぁ、アンタがあの程度で死ぬなんて思ってなかったけどね」

「信頼が厚いのも辛つらいな。おちおち爆ばく死しすることもできやしない」

　低く笑いを噛かみ殺ころすオズワルド。そんな彼の様子を見て、ロシェは小さく安あん堵どの息を吐いた。

「……さて、役者が揃そろったところで、昨日の話をしようか」

　ソファに座っていたトラヴィスの言葉を皮切りに、ロシェとエネットも荷物を置いて席に着いた。休きゆう憩けい室しつには、自分達クロウ姉妹とオズワルド、イーストウッドクルー、そしてグスタフがいる。皆でテーブルを取り囲むように座り、自然と仕切り始めたトラヴィスの方を向いた。

「オズワルド。お前は件くだんのステルス戦せん闘とう機きについて何か知っているみたいだな？」

「ああ。あの乗り手は……ワールフドハーラト宝石ン発掘ドチームルの一人だ」

　全員が息を飲み、目を見開く。互いに顔を見合わせ、誰だれもが何か言いたそうな表情をするが、言葉は出てこない。その間にも、オズワルドは話を続ける。

「そいつは『全てを消し去る爆弾魔ニユークリアボマー』って呼ばれてる。ブラックアウト爆弾といい、あの絨じゆう毯たん爆撃といい、そんなことをする奴やつはあの女以外にいない」

「女？　女なのか。……どんな奴だ」

「名前のとおり、爆発物のスペシャリストだよ。元々はワールドハートの事務員だったらしいが、金欲しさに爆発物を学んで発掘チーム入りしたんだ。成り上がりだからプライドが高くて、いつも澄すまし顔がおで人を見下す、いけ好かない女さ」

　顔をしかめるオズワルド。どうやら、その『全てを消し去る爆弾魔ニユークリアボマー』とはあまり仲が良くなかったらしい。確かに、澄まし顔のクールな女性とオズワルドは相性が良くなさそうだ。

　そんなことを考えつつも、ロシェはどうも落ち着かない気分になっていく。オズワルドが話した『全てを消し去る爆弾魔ニユークリアボマー』の特徴──それが、どうしてもある女性を連想してしまうのだ。その女性はきっとオズワルドのような男が嫌きらいだろうし、オズワルドも彼女のような女とは話が合わないだろう。

「オズワルドさん。あのステルス爆ばく撃げき機きが彼女の機体なんですか？」

「いや、アイツは人型重機シユタインを持っている。ステルス爆撃機なんてものは初めて見た」

「ということは、オズワルドさんがワールドハートを抜けた後に開発されたものですか……」

　ロシェの頭には、いまいち話が入ってこない。心臓が妙な早まり方をしていた。鼓動の音が、耳まで響ひびいてくる。血液がぎゅうぎゅうと血管を押し広げながら流れ、胸が苦しい。

（まさか……違う……わよね……？）

　不安と懸け念ねんが心を焼く。そんなはずはないと思っていても、頭の隅すみで考えた最悪がどんどん膨ふくらんでいく。

　──名前だ。名前を聞けばいい。そうすれば確かめられる。自分の思い過ごしだとわかって安心できる。

　……でも、どうしてもロシェは口を開けない。いつしか、「そんなはずはない」と思っていたのに「そんなはずないように」と願っている自分に気がつく。

　違うとわかって「私ったら、何考えてるのよ」と笑う姿を想像したが、ちっとも心は楽にならない。

　もう、聞くしかない。

　震える声で、ロシェは尋たずねる。

「……オ、オズ……その人の……名前は……？」

「ああ……アイツは──」

　オズワルドはタバコをもみ消し、新しい一本に火をつけ……言った。

「ホイットニー・ララ」

　──私の、友達──

「どうしたのロシェちゃん？　エネットちゃんも、何か変だよ？」

　ふいにシェリルがこちらを覗のぞき込こんでくる。ロシェはぎこちなく顔を上げると、同じく表情を強こわ張ばらせるエネットをと顔を合わせた。それから皆の顔を見回し、無理やり笑みを浮かべてみせる。

「な、なんでもないわ……。た、ただちょっと……」

　心はもがく。オズワルドの言葉に抵抗する。ただの同姓同名だと、無理やり逃げ道を作る。

　体に力が入らない。ロシェは、虚脱したようにソファにもたれかかった。

　その拍子に、ポケットの中で、紙が擦こすれる音がする。

　その音を聞いて、ロシェはハッと思い出した。

「こ、これ……」

　ポケットから、友達から受け取った、四つ折りのメモを取り出す。

「と、友達から……預かったの……。オズが目を覚ましたら、渡してくれって……」

　メモをテーブルに置く手は、小刻みに震えていた。

　オズワルドがメモに手を掛ける。テーブルの上に置いたまま、一折目──二折目──と、紙を広げた。

　そこに書かれていたのは、一言だけ。




「オスカー・オズワルド

　　　先の地で決着をつけよう。


ホイットニー・ララ」






　遊ゆう石せき船せん──スタージェス号。外観は、翼つばさの生えた六本足のトカゲと言ったらしっくりくる。全長は三百メートルを超し、羽のように見える部分は戦せん闘とう機きの滑走路となっていた。

　同時にこの遊石船は、ホイットニー・ララが部隊長を務めるワールドハート遊石部隊ハートビーツの旗き艦かんでもある。

　余りに巨大なこの船は、もちろん街に入れない。だから、町から数キロ離れた場所にその巨体を佇たたずませていた。ララとエミリオは、キバラの街から船まで帰ってくると、出迎えて敬礼する部下達の脇わきを通り過ぎて自室へと向かった。

　自室に入ったところで、ララはようやく肩の力を抜いて息を吐く。

「……よかったね、姉さん。お店にいた人が全員無事で」

　弟の言葉に、ララは小さく微ほほ笑えんでベッドに腰を下ろす。

「ああ。本当だ。……だが、二度とやりたくない方法だな」

「そうだね。……Ｌラピスラズーリン。もう一回アレと飛んだら、逃げ切れる自信がないよ」

　エミリオはそっと目を伏せる。

　──ホープス社長から命じられたのは二つ。オズワルドの抹殺とＤダイヤランページの確保だ。

　だからこそ、ララはあの賞金稼かせぎ達を使うことにした。ロシェがオズワルドの仲間だと分かり、賞金稼ぎともいざこざがあったと知った瞬しゆん間かんにひらめいた計画である。

　──賞金稼ぎ達にブラックアウト爆ばく弾だんを持たせ、Ｄダイヤランページを無力化。オズワルドはあの爆弾を見て、裏にララがいることに気づくだろうから、生身のまま追わせ、そこで殺させる。問題は、一度自分がぶちのめしてしまった賞金稼ぎを従わせることだったが、それはワールドハートの名前と、報酬をチラつかせれば簡単に通った。

　しかし、誤算が二つ。

　一つは賞金稼ぎ達の慢心が酷ひどく、まさか生身のオズワルドに倒されたこと。

　そして二つ目が、Ｌラピスラズーリンが出てきてしまったこと。あれには希少宝石を二つも持ったエネットが乗っているから、うかつに墜おとすわけにはいかない。

　それ故ゆえの、逃走。

「……皮肉だな。航空機動マニユーバ性能で追いつかれそうになり、逃げるためにその航空機動マニユーバ性能を頼りにしてアンドロイドをテラスから落とすなんて。……よく助けてくれたよ、ロシェは」

　冗談っぽく言うものの、ララはとても笑えなかった。それをエミリオも感じ取ったようで、彼は無理やり話題を変える。

「……でも、残念だね。お店営業中止になっちゃって」

「なに。壊こわれた窓を直せばまた再開するさ。死人も出なかったし。……ロシェともう一度あそこで食事する約束……守れたらいいんだが」

　その時、ララの言葉をかき消すように通信端たん末まつの着信音が鳴なり響ひびいた。その途端、ララとエミリオは顔を引きつらせる。コール音が木こ霊だまする中、数秒間、見つめ合う二人。

　やがてララは、決心したようにポケット通信端末を取り出し、通話ボタンを押した。

『俺おれのコールにはすぐに出ろ、ホイットニー・ララ』

　端末を耳に当てると、すぐに聞こえてくる嫌いやな声。ララは顔をしかめずにはいられない。

「貴様のその粘っこい声を聞くためには、心の準備が必要なんだ。貴様と話していると、ナメクジが耳を這はっているような気持ちになるからな」

『酷ひどい言われようだな。俺おれの声はそんなに粘っこいか？』

　電話の相手は、まるでガムでも噛かむように唾だ液えきを口の中で揉もむような音を出す。にちゃにちゃという嫌いやな音に、思わず鳥肌が立った。

「……っ、要件を言え。ライアット」

　ララが嫌けん悪おを露あらわにした声で言うと、電話の相手──ライアットは噛み殺したような笑い声を漏もらす。

『失敗したようだな、ララ。オズワルドは殺ころし損そこね、Ｄダイヤランページも奪えず、アンドロイドの乗るＬラピスラズーリンからは逃げた。……私に任せろと言っておきながら、無様だな。お前の監かん視し役やくとしては、もう呆あきれるばかりだ』

「……嫌味なら聞く気はない。次は必ず成功させる。……オズは殺す。Ｄダイヤランページも手に入れる。貴様はいつものように高みの見物でもしていろ」

　そう言ってララは通話を切ろうとするが、その前にライアットが「待て待て」と止めた。

『ララ……俺は、今までどおり手を出すつもりはない。だがな、お前が妙な気を起こすなら、口を出さなきゃならないんだ』

　ため息をつくライアット。

「……なんのことだ？」

『惚とぼけるな。お前……わざとあのＬラピスラズーリンから逃げただろう？』

「……そのことか。当たり前だろう。あのＬラピスラズーリンには希少宝石を持ったアンドロイドが乗っているんだからな。墜おとすわけには──」

『アンドロイドとその姉──だろう？』

　ララは思わず口を結ぶ。

『お前は、手を抜いているんじゃないか？』

「……そんなことは、ない」

『そうか？　俺にはどうも、先の戦せん闘とうがパフォーマンスに思えて仕方ない。──自分はちゃんと仕事をしています──というな。……本当は、どうにかしてあの姉妹だけでも逃がしたいと思っているんじゃないのか？』

「勘かん繰ぐりすぎだ。下げ世せ話わな性格が知れるぞ」

『勘繰りもするさ。もう一度、あの姉と食事したいなどと言っているくせに』

　言葉に詰まるララ。そこに、ライアットの低い声が突き刺さる。

『忘れるな。俺は常にお前らを監視している』

　ララは思わず部屋の中を見回してしまう。

『いいか？　お前が反抗的な態度を取るなら、こちらにも考えがある』

「や、やめろ……」

　ララは震える声を漏もらし、エミリオを見た。彼もまた、恐怖に顔を歪ゆがめてこちらを見つめている。

「姉さん……」

「エミリオ……」

　ライアットが嗤わらう。

「──ほら、大事な弟が死ぬぞ」

　その瞬しゆん間かん、エミリオの身体からだが痙けい攣れんした。彼は口から悲ひ鳴めいと、人間が発することができない機械音を喚わめき始はじめる。人間らしかった姿は消きえ失うせ、彼はまさに、不具合を起こした機械と化す。

　エミリオが、機械音声を叫び出した。

「プログラム実行。承認者ライアット様。最終確認。ＹＥＳ──ＮＯ──ＹＥＳ──。実行開始。──ホイットニー・エミリオの人格を消去します──」

「エ、エミリオ！」

「８％──20％──」

　悲鳴を上げるように叫ぶララ。だがエミリオは、姉の声など聞こえないように人格消去プログラムを続行する。

「やめろライアットォッ！」

　ララがエミリオの身体を抱きしめて怒ど鳴なるが、返ってくるのはライアットの笑い声だけだ。

『やめろ？　命令できる立場なのか？　ホイットニー・ララ隊長殿？』

「……馬ば鹿かめ。エミリオの人格を消せば、私は二度とお前達に従わないぞ……！」

『ほう。それもいいな。貴様がいなくなれば、幹部の椅い子すが一つ空く。さっさとエミリオの人格を消去しよう』

「23％──35％────52％」

　いきなり速度を増したパーセンテージに、ララの表情が強こわ張ばった。心をかき乱され、弟を失う恐怖に頭を乗っ取られる。フラッシュバックしたのは、エミリオが死んで、すがるような思いでアンドロイド化したこと。

　人格が消えれば、エミリオは、もう二度と────

「わかった！　私が悪かった！　もう手は抜かない！　今度は必ず成功させる！」

　もう、なりふり構かまっていられない。

「Ｄダイヤランページは奪い取る！　オズのことも殺す！」

　握りしめた手から滲にじむ血のように、ララは声を絞り出す。

「──ロシェも……殺せばいいんだろう……」

『……それでいい』

「──97％────プログラムキャンセル。ホイットニー・エミリオの人格を修復します」

　エミリオが機械音声を発しなくなる。彼の痙攣は治まり、目の焦点は元に戻った。

　それと同時に、ライアットからの通信も切れる。

「姉、さん……」

　エミリオは膝ひざをつき、今にも泣き出しそうな顔をした。ララは安心と傷心で顔を歪ゆがめると、しがみ付くようにエミリオの身体からだを抱きしめる。肩に顎あごを乗せ、人工的な質感の肌に頬ほおを寄せ、きつく、きつく、最愛の弟を腕の中から離さないようにする。

　やがて、ララは力なく言った。

「……あの二人と……戦うよ……」

　エミリオは何も言わない。ただ、そっと首を横に振った。

「姉さんだけに、辛つらい思いはさせない。僕も……手伝うよ……」

　ララの耳には、ライアットが嘲あざ笑わらう声が聞こえたような気がした。




　ララがワールドハートの人間だとわかってから、ロシェはイーストウッド号の自室に閉とじ籠こもってしまった。エネットが言うには、ノックしても「一人にして……」と力なく返すだけらしい。──話し合いはそこでお開きになってしまった。

　トラヴィスは「情報を集める」とキバラの街に繰くり出だし、マイセルはシェリルと一緒にＴトルマリンマクスウェルの整備をしているようだ。そのため、工場に残ったのは、オズワルドとグスタフのみ。ならば、話はララが乗る人型重機シユタインの話になるのは当然の流れだった。

「ララの機体は、Ｏオパールアルフって言う」

　オズワルドはタバコに火をつけ、煙を吐き出すと同時に言う。

「Ｏオパールアルフか……聞いたことあるな。七大傑作マスターピースの一つ──『プリカーダ』を持つ機体らしいが……そのプリカーダってのはなんなんだ？」

「プリカーダは……なんていうか、あれは武器じゃなくて機能というか……爆ばく弾だんを作り出す装置というか……元々は発破作業に使っていたものなんだが……」

　オズワルドがもやもやした口調でなんとか説明しようと試みていると、ふいに休きゆう憩けい室しつのドアが開いた。二人が振り向くと、ドアの隙すき間まからツインテールが恐る恐る顔を出してくる。

「あ……お話し中すみません。……今、いいですか？」

「どうしたエネット？」

　エネットは部屋の中に入ってくると、オズワルドの前に立ち、もじもじとスカートの前で手を握ったり組んだりを始める。それから上うわ目め遣づかいでこちらを見て、言いい難にくそうに言葉を紡つむいだ。

「えっと……あの……オズワルドさんにお願いがあるんですけど……その……」

「なんだよ。早く言え」

　オズワルドが急せかすと、エネットは少し俯うつむいた後、決心したように顔を上げた。

「あの……。お姉ちゃんを……励ましてくれませんか……？」

「……は？　なんで俺おれが？」

　オズワルドは口を開けて眉まゆを顰ひそめる。

「それはその……ララさんは、お姉ちゃんのお友達だから……」

　そう言って、エネットは再び俯うつむき気味になってしまう。

「前にも、お話ししたことあると思うんですけど……私とお姉ちゃんは教会がやっている孤児院の出身なんです」

　それは確か、前に聞いたことがあった。……だが、聞いたのはそこだけだ。

「お姉ちゃんは、そこでも皆の『お姉ちゃん』をやっていたんです。自分より小ちっちゃい子の面倒を見てくれて、お料理とか、お洗濯も覚えてシスターの手伝いをして……孤児院の中で、誰だれよりも皆に頼りにされてました……」

　誇らしげなのが半分、悲しそうなのが半分。そんなエネットの表情。

　オズワルドは話を聞きながら、無言でタバコを吸う。

「私がアンドロイドになってからは、ずっと宝石を探す旅をしていて……。……だから、お姉ちゃんは自分のために生きたことがないんです……」

　それがまるで自分のせいだとでも言うように、エネットの瞳ひとみが揺らぐ。

「そんなお姉ちゃんが、初めてお友達を作れたんです」

　エネットはスカートをぎゅっと握る。

「初めてお友達とご飯食べて、一緒に買い物して……帰ってからもララさんが選んでくれた服を見て嬉うれしそうにしてて……私……本当に良かったって思ってたんです……」

　あの日……シェリルに強しいられたからとはいえ、褒ほめたらずいぶん初うい々ういしい反応をしていたが……そういうことだったのか。──オズワルドは思い出し、タバコのフィルターを軽く噛かむ。

「……でも、ララさんはワールドハートの人間だった。……私の宝石を──持っている人だった……」

　エネットは、自分の動力宝石が埋まっている胸元を握りしめる。

「今……お姉ちゃんの気持ちをわかるのは、オズワルドさんだけなんです」

　かつての仲間に復ふく讐しゆうすることを誓った、オズワルド。

「だから……お願いします。お姉ちゃんの話を、聞いてあげてください……」

　目を細めるオズワルド。自分もまた、ララのことは仲間と呼んでいた。

　オズワルドは、ほぼ灰になったタバコを灰皿に押しつける。

「……バカかお前は？」

　冷たく言った言葉に、エネットは傷ついたように顔を上げた。

「俺おれとララは……そりゃ元仲間だったけど、今は敵同士だ。話を聞いたところで、俺が言えるのは戦う覚悟を決めろってことくらいだぞ。お前は、姉貴にララを殺す決意をさせたいのか？」

「そ、そんな！　ち、違います！」

「じゃあ俺に頼むのはお門かど違ちがいだな。こっちはもう準備万ばん端たんなんだ」

「それも……違います……」

　エネットは、スカートの裾すそをぎゅっと握りしめた。

「オズワルドさんだって、本当は殺したくないって思ってるから、お願いしたんです……！」

「……なんだと？」

　気に障さわる言葉に、オズワルドは眉まゆを歪ゆがめてエネットを睨にらむ。

「お姉ちゃんは今、ララさんと戦いたくなくて迷っています。でも、ララさんが私の宝石を狙ねらってくるなら、戦いは避さけられない……。今のままじゃ、お姉ちゃんはたとえ勝っても、友達を殺した罪悪感でダメになっちゃう……。同じ気持ちを抱えて、それでも強く前を向いている人が必要なんです……」

「勝手なことを言ってくれるじゃないか。いつ俺おれが戦いたくないなんて言った？」

「言ってないです。……でも……友達なのに殺し合いたい人なんて、いません……っ！」

　エネットが、強くこちらを見つめてくる。

「どんな理由があったって、嫌いやなものは嫌なはずです！　復ふく讐しゆうをやめなくたって……嫌とか！　辛つらいとか！　言ったっていいじゃないですか！」

「……ずいぶん知ったような口を利きくな」

「だって、知ってますから」

　エネットは、自分の動力宝石がある胸に手を当てる。

「私の中にあるメノウには、Ａアゲートノッカーにいた時の記き憶おくもあります。オズワルドさんがワールドハートにいた時に、仲間の人達と過ごしていた記憶も、ほんの少しはあるんです。オズワルドさんは今よりもよく笑って、楽しそうで、仲間といられることを喜んでた……」

　エネットの手が、自分の胸元を握りしめる。

「お姉ちゃんに戦う決意をさせてほしいんじゃないんです……。ただ、迷ったまま戦って、後悔してほしくない……。お姉ちゃんにも、オズワルドさんのように、絶望に立ち止まらない心を持ってほしいんです……。お願い、します……」

　深く頭を下げるエネット。そこに、グスタフの手が乗る。

「行ってやれ、オズ。お前は、憎しみだけで動く男じゃないはずだ。……じゃなかったら、あの偏屈な弟子が、親友と呼ぶわきゃないからな」

　エネットがグスタフを見上げると、彼は見下ろして微ほほ笑えんだ。そんな二人を見て、オズワルドは顔をしかめる。

「……どいつもこいつも、勝手だな」

　オズワルドは、新しいタバコに火をつける。ちらりと横を見ると、エネットが真まっ直すぐこちらを見つめていた。まるで生きているように澄すんだ瞳ひとみに、思わず顔をしかめてしまう。

（復讐をやめなくても、嫌とか辛いとか、言ってもいい……か）

　自分は嫌なのだろうか？

　……そんなの、決まっている。

　ふいに、友達が敵だと分かった瞬しゆん間かんの、ロシェの顔を思い出した。

　絶望の顔だった。

　復ふく讐しゆうに生きなければ、きっと自分も、あんな顔をしていたのかもしれない。

「……くそっ。見ちゃいられない」

　オズワルドは悪態一つついて立ち上がる。すると、エネットが大きく目を見開いた。

「オズワルドさん……！　あ、ありがとうございます！」

　頭を下げるエネット。オズワルドは視線を逸そらし、ポケットに両手を突っ込む。

「勘違いするなよ。……話をしに行くだけだ。これからどうするかは、アイツ自身が決めることだからな」

「いいんです……それでもいいんです……ありがとうございます……」

　オズワルドは何も答えず、頭を一度掻かいて、休きゆう憩けい室しつのドアを開けた。




　ララが乗るステルス爆ばく撃げき機きの攻撃で倒れたＴトルマリンマクスウェル。だが、爆風で煽あおられて横倒しになっただけなので、大きな損傷はなかった。不幸中の幸い……他ほかの調整に集中できる──とマイセルは思う。

「ねーねーマイセル。壊こわれてないのにどこ弄いじってるの？」

「あの賞金稼かせぎが、オートバランサーの設定とか、射撃補助システムを変更したみたいなんですよ。元に戻しておかないと、困るのはシェリルさんですよ？」

　シェリルは「ふーん？」と若干理解していないような相あい槌づちを打った後、また手元の銃に視線を注いだ。彼女は今、開けっ放しにしたＴトルマリンマクスウェルのハッチに座り、銃のメンテナンスをしている。膝ひざの上に広げた布には、バラバラに分解した銃があった。

　マイセルは操そう縦じゆう席せきでそんなシェリルの姿を見てため息をついた後、目の前のパネルに向き直って、設定を直していく。……まぁ、彼女の腕ならば、射撃補助がなくても命中させるだろうが……あるに越したことはない。

「そーだ！　マイセルさ、Ｌラピスラズーリンみたいに専用のサポートがないと弄れないようにしちゃいなよ。そしたら勝手に変更されることもないよ！　いっそのこと、エネットちゃんにやってもらおう！」

「無理言わないでくださいよ……あのシステムって難むずかしいんですから」

　自分で言って、自分の言葉に傷ついた。グスタフに言われた言葉が頭をよぎる。──Ｌラピスラズーリンは、Ｔトルマリンマクスウェルよりもいい機体──未いまだにその理由がわからない。

「シェリルさん……ちょっと聞いてもいいですか？」

「なになに？」

　マイセルは少しだけ口を紡つむぐ。グスタフに自分で気づかなきゃ──と言われたが、いくら考えてもわからなかった。どうしても、他人に答えを求めてしまう。

「人型重機シユタインって……なんですか？」

　言って、後悔した。彼女のことだ。きっと「何言ってんの？」と笑われるに決まっている。マイセルは俯うつむいた後、盗み見るようにシェリルを見た。

　だが、彼女は唇に指を添え、考えるように上を向いている。

「んーとね…………相棒かなぁ？」

「相棒……ですか？」

　真ま面じ目めに答えてくれたものの、回答はごくありふれた内容だった。人型重機シユタイン乗りは皆、自分の愛機は相棒と言う。彼女も例に漏もれず、「そうそう相棒！」と笑顔を浮かべた。

「でもねー、Ｔトルマリンマクスウェルはあたしのこと相棒って思ってないかも」

「どうしてですか？」

「だってー、あたし整備とかわかんないし。何とかシステムだってよくわかんなかったし」

「いや、それは僕の仕事ですから……」

「相棒のこと知らないなんて、相棒の相棒失格だよー。……それにさー、あの賞金稼かせぎにも使われちゃったし」

　シェリルは足をぶらぶらさせながら、口先をとがらせる。

「Ｔトルマリンマクスウェルは凄すごいよねー。きっと、あたしが乗らなくても強いんだろーなー」
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　その瞬しゆん間かん、頭の中で何かが弾はじけた。

　ありふれた回答だと思っていた言葉が、どんどん膨ふくらんで、頭の中を占める。

　Ｔトルマリンマクスウェルは、誰だれが乗っても一定の性能を誇る優良機。

　Ｌラピスラズーリンは、エネットが加わって初めて真価を発揮する、クロウ姉妹の専用機。なにより、二人が過去を乗り越えた証あかしの、七大傑作マスターピースを装備している。

　そしてＤダイヤランページは、ベルナルトが親友のために、親友との夢のために作った機体。

「──そうかっ！」

　叫び、その声量にシェリルが驚おどろいて振り返る。だけどもマイセルは構かまわず、書きかけの図面を引っ張り出した。そして、それを見ながら操そう作さパネルをピアノの鍵けん盤ばんのように激はげしく叩たたき始はじめる。

「わかった……わかったぞ……！　シェリルさん！　射しや撃げき補助システムを外してもいいですか！　自動で誤差修正や反動軽減ができなくなりますけど、いいですよね!?」

「ん？　ん？　よくわかんないけど、いーよー。あたしは当てられるし」

「ですよね！　シェリルさんならできますよね！　ふふ、ふふふふ……！　これなら、オートロックオンでエラーもでない！　出力は後回しとして……問題はその統合性の確保……！　これさえ、これさえクリアできれば……！　ふふふふふ……！」

「マイセル……きもいよ？」

「シェリルさん！　僕、わかりましたよ！　ありがとうございます！」

　マイセルは一方的に礼を言うと、首を傾かしげるシェリルの横をすり抜けてＴトルマリンマクスウェルから降りた。そのままグスタフがいる工場の休きゆう憩けい室しつまで全力で走る。

「ん？　マイセル……？」

　ちょうど、オズワルドが休憩室から出てきた。彼はこちらに向かって歩きながら、けげんな表情を浮かべている。

「おい、どうし──」

　オズワルドの声を置き去りにし、マイセルは彼の隣となりを駆け抜ける。

　そして、勢いよく休憩室のドアを開けた。──瞬間、中にいたエネットとグスタフが驚いたように振り返る。ちょうど二人揃そろっていたので都合がいい。マイセルは、鼻から息を吐きながら二人に歩み寄っていく。

「グスタフさん！　エネットさん！　これを見てください！」

　そう言ってマイセルは、書きかけだった設計図をテーブルの上に広げた。二人は言われるまま紙面を覗のぞき込こむ。乱雑に書かれたそれは読みづらいようで、エネットは眉まゆを顰ひそめた。

　だが、グスタフは目元の皺しわを深くし、違法改造技師の顔つきとなる。

「坊主……掴つかんだか」

「ええ……！　グスタフさんの言っていた意味、解わかりました。僕の機体は、乗り手を選ばない機体でした。汎はん用よう的てきで強力ですが、それは逆に乗り手の個性を殺すこととなる」

　マイセルは拳こぶしを作り、目に熱を込めてグスタフを見つめる。

「人型重機シユタインとは、乗り手の相棒です！　同じ志こころざしを持つ存在です！」

　自分はロボットアニメが好きで、それが高じてメカニックを志した。

　だが、見失っていた。

　本当に好きだったのは、主人公と目的を共にし、それを支えるメカニックだったということを。

「そして、共に歩む仲間がいるなら──！」

　グスタフは図面を見ながら、低く唸うなる。

「その答えがこれってわけか……飛びすぎだぞ。だいたい、出力が足りてない。……それに、全部位の統合性が滅め茶ちや苦く茶ちやだぞ。これを安定させるシステム……お前に作れるのか？」

「作れません。──だから、グスタフさんの力を借りたいんです。……ベルナルトさんの師匠の力を！　お願いします！」

　グスタフは設計図から顔を上げ、出窓を眺めた。視線の先にあるのは、Ｄダイヤランページ。愛まな弟で子しの機体を見つめること数秒……きつく結んだ口元に、笑みが浮かぶ。

「……久しぶりに、弟子に師匠の腕を見せるのも悪くない」

「それじゃあ……！」

　グスタフが、小さく頷うなずいた。

「やるぞ、坊主」

「はい！　──エネットさんも手伝ってください！」

「え？　え、え、え、えええ？」




　イーストウッド号の自室に籠こもってから、どれだけ経たったろう？　ロシェはベッドに体を横たえたままぼんやり考えるが、時計を見るのも億おつ劫くうで、ただ枕まくらに視線を落とした。

　ホイットニー・ララは、ワールドハートの人間だった。あんなに仲良くなれたのに、互いに共感し合えたのに……彼女は妹の宝石を持った人間だった。

　ブラックアウト爆ばく弾だんを作ったのも彼女。オズワルドを殺そうとしたのも彼女。賞金稼かせぎを爆殺したのも彼女。あのカフェのアンドロイドを落としたのも彼女。

　彼女がそんなことするはずがない──そう思いたかったが、否定する材料はなにもなかった。

　彼女とは戦いたくない。でも妹の宝石は取り戻したい。

　彼女のしたことは許せない。でも彼女に対して失望したくない。

　ララに対する否定と擁よう護ご。そして自分の目的と感情が頭の中をぐるぐる回り、気分が悪くなった。常にそんなことを考えてしまうから、何もする気が起きないし、指一本動かすのだって気け怠だるい。このままどろどろに溶け、ベッドの染みになってしまいそうだった。

「おい、ロシェ。開けろ」

　ふと、ノックの音と共にオズワルドの声が聞こえてきた。ロシェは目だけを動かしてドアを見るものの、返事をするのも面倒で、無視して横になり続ける。

「寝てるのか？　開けろって」

「……一人にしてよ……」

　オズワルドがさっきよりも強くドアを叩たたくので、ロシェは呟つぶやくように言ってブランケットを頭からかぶった。

「なんだ。起きてるじゃないか。入るぞ」

　扉の向こうのオズワルドがそう言うや否や、耳を劈つんざくようなエンジン音が聞こえてきた。同時に鉄が擦こすれる音もする。甲かん高だかく、そして必要以上に喧やかましいこの音は……。

　──間違いない。ライトイーブンだ。

「ちょ！　ちょっと！　開ける！　開けるから！」

「なんだよ。最初からそうすりゃいいんだ」

　ドアの向こうのエンジン音が止やむ。ロシェは緩かん慢まんな動作でベッドから起き上がると、カギを開けた。すると、オズワルドが遠慮するそぶりもなくずかずかと入ってくる。

「……何の用なのよ……あんまり人と話したい気分じゃないの……」

「別にお前が話す必要はないよ」

　オズワルドはライトイーブンを壁かべに立てると、ロシェの椅い子すを引き寄せてどっかりと腰を下ろした。

「髪、切ってくれ。適当に揃そろえるだけでいいから」

「はぁ……？　嫌いやよ……なんでそんなこと……」

「こんな鳥の巣みたいな頭じゃ、恥ずかしくてタバコだって買いに行けない」

　そう言いながら、オズワルドは背もたれに体重を預け、椅子の前脚を浮かせてギコギコと舟をこぎ始めた。どうやら出ていく気はないらしい。

「もう……なんなのよ……」

　ロシェは心底嫌々と呟くと、テーブル備え付けの引き出しからコームとハサミを取り出した。それからオズワルドの背後に立ち、彼の肩にタオルを掛けたところでため息をつく。あまりのデリカシーのなさに、怒る気力もわいてこなかった。とっとと切って出て行ってもらうことにする。

　ロシェはオズワルドの髪の毛をコームで掬すくった。そして、爆ばく発はつの影えい響きようでボリュームが増した毛先をちょこちょこと切っていく。

「……あの服、ララが選んだんだってな」

　ハサミを閉じる鋭えい利りな音に混じって、オズワルドが呟いた。ロシェは思わず手を止めてしまう。だけど、さっき話す必要はないと言われたので、無視してカットを再開した。

「……アイツはあんな服が趣味だったんだな。意外と可愛かわいいセンスしてるじゃないか」

　彼は知らないのだろか？　ララが弟のために強くなり、女らしさを捨てて生きてきたことを。仲間だったのに、そんなことも知らないから、平気で殺す気になれるのか……。

「性格はちっとも可愛かわいくないのにな。……弟のためならなりふり構かまわないところといい、お前はララとよく似てるよ」

　オズワルドはおちょくるような笑みを浮かべるが、ロシェはそれに食って掛かる余裕などなかった。ただ話を聞きたくない。また止めてしまった手を無理やり動かし、カットを再開する。

「ああ……でも、アイツの弟は良い奴やつだった。ひ弱な奴だったけど、いっちょまえに姉貴を守れるようになるって言ってた。自分は男だから……ってな。ワールフドハーラト宝石ン発掘ドチームルのメンバーにも、好かれてたよ。体調がいい時には、メンバーに稽けい古こつけてもらってたな。俺おれも、剣の使い方を教えてくれって頼まれたことがあったよ。ライトイーブンは剣じゃねぇって言っても、聞かなかったな……」

　オズワルドは苦笑した後で、「アイツ……アンドロイドになったんだな」と呟つぶやいた。

　話を聞きたくない。でも、オズワルドが喋しやべるたびにロシェは手を止めて耳を傾かたむけてしまう。

「ララもララで、そんなエミリオのことを溺でき愛あいしてた。……前にも言ったけど、アイツは元々ワールドハートの事務員だったんだ。でも、病弱なエミリオの治ち療りよう費ひが欲しくて、爆ばく発はつ物ぶつの勉強をして、ワールフドハーラト宝石ン発掘ドチームルのメンバー入りしたんだ。あのチームのメンバーになるには、スカウトされるしかない。正攻法で、しかも非人型重機シユタイン乗りからメンバー入りしたのはララだけだ。どれだけ大変だったか……それをわかってるから、メンバーもララには一目置いていたよ」

　そう言って、オズワルドは少し苦にがい顔をした。

　……知っていたんだ、彼は。ララがどんな思いでワールドハートにいたのか。

「ララは、俺のことを嫌きらっていたみたいだ。エミリオに悪あく影えい響きようを及ぼすとか何とかでな……。まぁ俺も、ララのことは可愛げのない女だと思っていたけどな。……だけど、アイツのエミリオに対する思いは、認めてた。……凄すごい女だよ、アイツは」

　ロシェは目を伏せる。いつも人を小こ馬ば鹿かにする彼が、素直に褒ほめるならばよほどなのだろう。それだけに、余計ララと戦いたくないという思いが強くなってしまう。いつの間にかカットは途中でやめてしまい、ハサミを持つ腕はダラリと下がっていた。

「だけど……それだけに、今回は納得がいかない」

　オズワルドの表情が厳きびしくなる。

「俺がワールフドハーラト宝石ン発掘ドチームルにいた時だって、『世界の心臓』を横取りしようとする遊ゆう石せき民みんと戦うことがあった。今みたいな虐ぎやく殺さつはしてなかったけど、それでも相手を殺しちまうことだってあった。……ララは、そんな部分を、決してエミリオには見せなかった」

　ロシェはハッと顔を上げる。

「ララは今、ホープスの命令で俺を殺しに来ているはずだ。そこにエミリオを連れてくるのはおかしい。ララはそんなことをする女じゃない。自分が俺おれを殺そうとしたり、ベルを殺したことは、エミリオに知られたくないはず。……何か理由があるはずだ」

　暗く、無気力に支配された心に差し込む、一筋の光──そんなものを、ロシェは感じた。

　──私の弟は病弱でな、治ち療りようのための金が欲しかったんだ──

　エミリオがアンドロイドとなっている今、ララがワールドハートにいる理由はない。かつて自分を襲おそい、エネットを殺したメリンジャー・ウーノのように、ホープスに心酔している様子もなさそうだ。

　自分は、ララがオズワルドと戦うことばかりに気を取られていた。妹の宝石を狙ねらっていることばかりに捕らわれていた。避さけられない戦いを嫌いやがり、迷い、閉とじ籠こもっていた。

　ララの気持ちを、考えていなかった。

「……オズ。ララを殺すの？」

　ロシェは、カットを始めてから初めて声を出す。

「アイツがベル殺しに加担したならば、許せない」

　それに対するオズワルドの答えは、決まっていたのだろう。仲間に裏切られ、親友を殺された彼は、どんな理由があろうと許さない。ひたすら、理不尽に抵抗して生きていく。

　だけど。

「……だけど……」

　友達を、殺したい人なんて……いない。

　ふと、ララの言葉を思い出した。

　──私も、友達を見捨てるような真ま似ねは──したくない──

　手には爆ばく弾だんを握っていても、心は導どう火か線せんに火をつけるのを躊躇ためらっている。

　ならば……オズワルドにもそんな気持ちがあるなら、ララも同じ気持ちを抱えていたなら、道はあるんじゃないか？

　正面衝しよう突とつしようとしている二人の間に、新たな道をあけられるのは……。

「……オズ」

　ロシェは背後から呼びかける。オズワルドはこちらを向かないままだったが、言葉を続ける。

「私は」

　オズワルドがこちらを振り向いた。ダイヤエッジのように細めた鋭するどい瞳ひとみを、ロシェは真正面から見返す。

「オズが言ってた『ララの理由』を見つけるわ」

「……それでどうするつもりだ？　どんな理由があろうと──」

「──復ふく讐しゆうはやめない、でしょ？　……わかってる……でも、オズだって仲間を殺したくないんでしょ？」

　オズワルドの顔が歪ゆがむ。

「そんなことは──」

「なくてもいい。今のララをおかしいと思う気持ちだけでいい。その気持ちがあれば、私はオズを止めてみせる。仲間を殺す辛つらさを抱えながらも、そうしなきゃならないアンタ達を、止めてみせる」

「……できると思ってるのか？」

「できるできないじゃないわ──やるのよ」

　そう言って、ロシェは強く笑う。

「……勝手にしろ」

　そんなロシェを見て、オズワルドは鼻から息を吐いて前を向いた。

　いつの間にか、カットは終わっていた。オズワルドは立ち上がってライトイーブンを背負うと、窓ガラスに自分の顔を映して髪を撫なでる。

「まぁまぁだな。助かったぞ。……それじゃ、俺おれはタバコ買ってくるから」

　そう言って、オズワルドは片手を上げて出て行った。ロシェはその背中に向かって嘆たん息そくした後、さっきまで彼が座っていた椅い子すに腰かける。

「助かった……か。……こっちの台詞せりふよ」

　ロシェは上を向き、目を瞑つむる。

　決意は固まった。やるべきことも決まった。
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　──二人を止める。

　ララは大切な友達だ。そしてオズワルドは……仲間だ。

　カットは得意と言ってたくせに、わざわざ自分に切らせてまで話をしてくれた、不器用な仲間だ。

「二人とも、死なせたりしないわ」




　以前、ステルス爆ばく撃げき機きが空爆した場所に、一体の人型重機シユタインが立っていた。

　純白のカラーリング。人型重機シユタインでありながら、ボディの形状はどことなく女性的だ。右腕はなく、代わりに肩口から腰ほどまでの長さを誇る大砲が装着されている。大砲が腕そのものと言っても過言ではない。──そして、何よりも特徴的なのは腰の部分。そこをぐるりと取り囲むように、細長い箱がびっしりと放射状にぶら下がっていた。箱の長さは、腰から膝ひざ上うえほどまで。女性的なボディとも合わさり、それはまるで鋼鉄のスカートのよう。

　人型重機シユタインの名前は、Ｏオパールアルフ。

『しくじるなよ、ホイットニー・ララ』

　スピーカーから聞こえてきた声に、ララは無表情を貫つらぬく。

「わかっている。お前はじっとしていろ。それから私の部下にも伝えるんだ。──死にたくなければ、手出しは無用とな」

　通信は、ライアットの苦笑を残して切れた。

「いよいよだね……姉さん」

　背後のエミリオが、静かに呟つぶやく。肩ごしに振り返ると、副ふく操そう縦じゆう席せきでうなじにケーブルをさしたエミリオが目を伏せていた。その身に纏まとっているのは、ワールドハートの制服。生きていた頃ころはこれを着たいと言っていた弟は今、苦痛を隠し切れない表情をしている。

「……怖がるな。お前のことは、私が守る」

　そう言ってララは襟えりを正した。彼女もまた、ワールドハートの女性用制服を身に着けている。大だい嫌きらいな、自分の戦せん闘とう服ふくを。

「姉さん……」

「来たぞ、エミリオ」

　二人は前を向く。

　だだっ広い荒野の向こうから、地面を泳ぐマンボウがやってきた。




　空爆されてひしゃげたＦフローライトスパイダーの破片が散乱する荒野に、一体の人型重機シユタインが立っていた。土色の大地に、それは一輪の白い花のように凜りんと立っている。──Ｏオパールアルフ。ホイットニー・ララが乗る、人型重機シユタインだ。

　イーストウッド号の射出レールから飛び出したＤダイヤランページ、Ｔトルマリンマクスウェル、そしてＬラピスラズーリンは、白い機体と五百メートルの距離を取って対たい峙じする。

『なんだ？　一人だけか？』

「Ｏオパールアルフは、味方との共きよう闘とうに向かない機体なんだ。アイツが本気を出せば、敵味方関係なく攻こう撃げきしちまうからな。船長も、巻き込まれないように下がってろよ」

『了解だ。死ぬなよ、お前達』

『気をつけてください！　全力でサポートしますから！』

『……信じてるぞ』

　最後にしわがれた声を残し、イーストウッド号は後退していった。それと同時に、オズワルド達は足を進める。

　互いの機距離が三百メートルまで達したところで、オズワルド達は動きを止めた。沈ちん黙もくし、感情のない敵機の瞳ひとみを睨にらみつける。遮しや蔽へい物ぶつのない荒野を強い風が吹き抜け、タンブル・ウィードが足元を転がっていった。晴天に浮かぶ太陽は機体のボディを焼き、放射する熱気で風景がぼやける。

　そんな熱気を切り裂くような、ララの冷たい声がした。

『久しぶりだな、オズ』

　モニターにララの顔が映し出される。四年の歳月を経て、彼女は余計に冷ややかな表情が似合う女性になっていた。この四年間で、何を経験したのか。かつては幼いと思える部分もあったのに、その顔つきは、必要以上に研とぎ澄すまされている。

「少しやつれたんじゃないか？」

　擦すり切きれたような印象を受ける彼女を見て、オズワルドは攻撃的な笑みを浮かべた。だが、彼女の後ろにいた少年を見て、表情を引きしめる。

「……よぉ、エミリオ。お前は顔色良くなったな。新しい身体からだはどうだ？」

『ええ。おかげで、風か邪ぜで死にかけることもなくなりました』

「そうか……前から姉貴の仕事を手伝いたいって言ってたから、夢が叶かなったんだな」

　オズワルドの瞳どう孔こうが狭まる。牙きばを剝むく猛もう獣じゆうのような瞳でエミリオを睨みつけた。

「──で？　ベルを殺す仕事も、手伝ったのか？」

　低く、静かに。しかし腹と胸が押おし潰つぶされるような、重たい声。エミリオは顔をひきつらせ、上げかけた悲ひ鳴めいを飲み込む。

『違うっ！　エミリオにそんなことはさせない！　アレを手伝ったのは私だけだ』

　オズワルドの声をかき消すように、ララは叫ぶ。

『賞金稼かせぎを爆ばく殺さつしたのも、全部私だ！　私は、エミリオに一人だって殺させていない！』

「そうかよ。……じゃあエミリオ、Ｏオパールアルフから降りろ。お前は、見逃してやる」

　エミリオが胸を押さえた。だが、何かを吹き飛ばすように首を横に振り、逆にこちらを睨み返してくる。

『いいえ。もう、姉さんだけに戦わせやしない。僕は、あなたを倒します』

　エミリオは、ララの後ろで操そう縦じゆう桿かんを握る。そんな弟の声を聞いて、ララは悲しそうに瞳ひとみを伏せた。

　そこに、Ｌラピスラズーリンからの通信が入る。

『なんて顔してるのよ』

　Ｄダイヤランページのモニターにも映る、ロシェの顔。じっと前を見据える瞳は、何かを決意したように力強い。

『そんなに辛つらそうな顔して、どうしてエミリオを一緒に乗せてるのよ。エミリオだって、本当はオズと戦いたくないはずよ？　なのに……どうして？　ねぇ──答えて』

　ララは少しだけロシェを見つめ返した後、静かに首を振った。

『答える必要はない。────だが』

　操縦桿を握り、殺意の宿る瞳でこちらを睨にらみつける。

『私に勝ったら、教えてやる』

　──瞬しゆん間かん、Ｄダイヤランページの足元で爆ばく発はつが起こった。人型重機シユタインに対してはかすり傷程度の小さな爆発。だが、土を巻き上げ、爆弾の破片を降らせる。

　──ブラックアウト爆弾。

「同じ手を食うと思ったのか!?」

　だが、Ｄダイヤランページは破片を受けながらも前進した。Ｔトルマリンマクスウェルも左に進路を取って走り出し、Ｌラピスラズーリンは右方向に舵かじを取る。──全員、効きいていない。

　──電気系統保護処置エレキガード。ブラックアウト爆弾を警けい戒かいし、マイセルとグスタフが施ほどこしたのだ。

「そいつはもう効かないぞ！」

『そのようだな……。もっとも、アテにはしてないが！』

　Ｏオパールアルフが、大砲を構かまえた。砲口の先は、ＤダイヤランページとＴトルマリンマクスウェルの間。その瞬間、Ｏオパールアルフの腰にある細長い箱が動いた。スカートのように連なっている箱のいくつかが、機械音と共に上下運動をする。まるで、スカートのヒダがはためいているよう。

　そして、大砲が火を噴ふいた。中から飛び出してきたのは、黒い球。それはＤダイヤランページとＴトルマリンマクスウェルの間の地面を目掛けて飛んでくる。

『へったぴー！　どこ狙ねらってんのかなーっ！』

　シェリルが挑発するように声を上げる──が。

「シェリル！　『プリカーダ』だ！　離れろ！」

『え？』

　黒い球が地面にぶつかる。その瞬間、着弾した部分から炎が上がり、爆風が円形に広がっていった。砂を吹き飛ばし、まるで草刈り機のように大地を平らにしながら衝しよう撃げき波はが迫ってくる。目に見えないはずの衝撃波だが、こちらに向かって砕けてくる大地がその接近を知らせた。逃げられる速度じゃない。

　襲おそい掛かかってきた爆ばく風ふうと衝しよう撃げき波はは、操そう縦じゆう席せきを揺さぶる。モニターの映像が激はげしく振動した。その威力は、数トンもの体重を誇るＤダイヤランページとＴトルマリンマクスウェルをものけぞらせるほど。倒れないように踏ふん張ばった二機は、思わず膝ひざをつく。

「この爆弾……デイジーカッターか……っ」

　オズワルドは土煙で遮さえぎられたモニターを睨にらみつけ、ライトイーブンを振ってそれを振り払う。だが、煙の先では、Ｏオパールアルフが再びプリカーダを構かまえていた。スカート状の箱が、またも上下運動する。

『オズ！　また来るよ！　飛んで！』

「違う！　伏せろっ！」

　Ｄダイヤランページは身をかがめ、Ｔトルマリンマクスウェルは跳ちよう躍やくする。二人の間に発射される二つ目の爆弾。それは、地面に着弾する前に破裂し、中から小さな爆弾をばら撒まいた。

『クラスター爆弾!?』

　子弾が次々と着弾し、破裂する。荒れ狂う小規模な爆発の嵐あらし。耳の中で爆竹が破裂したような音と、瞬またたく発破火花。それを受けたＴトルマリンマクスウェルは背中から落下し、Ｄダイヤランページは吹き飛ばされた土つち塊くれを受けて地面を転がる。大地には、爆弾が着弾してできたクレーターが無数にできあがった。少し遅れて、親弾の外殻や子弾の破片が落ちてきて乾いた音を立てる。

『な、なんで！　どうしてデイジーカッターじゃないの!?』

　Ｔトルマリンマクスウェルが軋きしみながら体を起こそうとする。そのボディは不格好にひしゃげ、ところどころ窪くぼんでいた。装甲の厚いＴトルマリンマクスウェルだからこそこの程度だが、並の人型重機シユタインが受けたらバラバラだ。

　Ｏオパールアルフが再び砲身を向けた。スカート状の箱が激しく上下する。

　──逃げられない。

『させないわッ！』

　その時、Ｏオパールアルフの背後からＬラピスラズーリンが飛来した。振り返るＯオパールアルフ。だが、すでにＬラピスラズーリンはワイヤーアンカーを射出していた。カギ爪づめを持ったワイヤーが、Ｏオパールアルフの大砲に喰くらいつく。

『腕をもぎ取れば──ッ！』

　鈍にぶく光るＬラピスラズーリンのパイルバンカー。しかし、またＯオパールアルフのスカートが動いた。一秒未満の、素早い作動。それが終わると同時に、大砲が火を噴ふく。

　発射された爆弾。それは外に飛び出すと同時に轟ごう炎えんを上げる。爆炎と煙がまるでウニの棘とげのように放射状に広がった。

『お姉ちゃん！　ブースト！』

　エネットが悲ひ鳴めいのように叫ぶと同時に、ワイヤーを外してＬラピスラズーリンが急上昇する。炎を振り切ったＬラピスラズーリンだが、青いボディには黒いコゲがこびりついていた。

『火炎爆ばく弾だんも使えるの!?　もーっ！　なんなのーっ！　あの大砲！』

　やっと起き上がったＴトルマリンマクスウェルから、シェリルのヒステリックな声が響ひびく。打だ撃げき音おんが聞こえるあたり、操そう縦じゆう席せきのパネルをバンバン叩たたいているらしい。

「七大傑作マスターピース──プリカーダ」

　オズワルドはライトイーブンを構かまえながらＯオパールアルフを睨にらみつける。その間にも、スカートは激はげしく上下運動を繰くり返かえしていた。

「あのスカートみたいに見える細長い箱の束には、一つ一つに爆弾の材料とか、宝石粉が入っているんだ。それを人型重機シユタインに内蔵された爆弾生成機構を調整して組み合わせ、即興で多種類の爆弾を作る。作ったそれをあの大砲で射出するんだ」

　元々は鉱山で発破作業をする際、最適な火薬をすぐに調合して使うための道具だった。そのため、爆弾の種類、威力、爆炎が作用する範はん囲いまで全すべて調整可能。

「あの大砲は、武器じゃなくて爆弾の発射装置。プリカーダっていうのは、Ｏオパールアルフの中にある爆弾生成機構のことを言うんだよ」

『なにそれ！　すっごく欲しい！』

『なるほどね……。どんな爆弾を作ったのか、射出するまでわからないってわけね……』

『それで、びプっリくカりー箱ダ……』

　ただでさえ、避よけるのが難むずかしい爆弾による攻撃。直撃したらタダじゃすまないのはもちろん、外れたとしても爆風や吹き飛んだ物が襲おそい掛かかってくる。それが、何種類もの爆弾を使い分けるとあっては、対処のしようがない。

　そのことを理解しているから、オズワルド達は不用意に近づけない。

『オズワルド！　アイツは一体何個くらい爆弾を作れるんだ！』

　と、モニターにトラヴィスの顔が映る。その表情は苛いらついていた。機動性のない遊ゆう石せき船せんでは、この戦場に入ってこられないのが歯がゆいのか。

「さぁな……でも、材料切れしたのは見たことがない」

『くそ……っ、弾切れを待つ作戦は期待できそうにないか』

　トラヴィスが歯を噛かみしめて頭を抱える。そんな彼の両りよう脇わきから、マイセルとグスタフが顔を出した。

『なら、スカートの動きを見て何の爆弾を作っているか判断できるかもしれません！』

『今、奴やつの映像を解析している！　使った爆弾と、スカートのどの部分が動いたか調べりゃ、どこになにが入ってるか推理できる！　そうすりゃ次に来る爆弾を予測できるぞ！』

　プリカーダの長所を、短所に変える作戦。どんな爆弾が来るかわからないという特性に対抗するだけでなく、動きすら先読みする。

　だが、ララが鼻で笑った。

『無駄なことを……これを見てもそんなことが言えるのか？』

　Ｏオパールアルフのスカートのヒダが、激はげしく上下運動を繰くり返かえす。ガチャガチャと喧やかましい音を立てながら、うごめく箱。まるでカードをシャッフルするように。

　それが収まると同時に、Ｏオパールアルフが大砲を構かまえた。

『お前の目で確かめろ！』

　大砲から、爆ばく弾だんが射出される。

　もはや勘で避よけるほかない。Ｄダイヤランページは跳ちよう躍やくし、Ｔトルマリンマクスウェルは横に走り出し、Ｌラピスラズーリンは上昇する。

　射出された爆弾は、途中で弾頭が弾はじけ飛とび、中から子弾が飛び出した。──クラスター爆弾。Ｄダイヤランページはとっさにライトイーブンで防御をするが、空中では踏ふん張ばりが利きかず、衝しよう撃げきを殺せぬまま背中から地面に落下する。逃れられたＴトルマリンマクスウェルとＬラピスラズーリンは、それぞれ左右からＯオパールアルフに迫った。

『いくら爆弾使いって言っても、大砲で撃うち出だすなら射撃戦でしょ！　それなら──』

　距離を取り、Ｏオパールアルフの周囲を回りながらＴトルマリンマクスウェルがアサルトライフルを構える。

　──走りながらの射撃ムービングフアイア。

『それなら、どうした？』

　Ｏオパールアルフの大砲から、爆弾が飛び出した。それは空中で分解し、小さな子弾をＴトルマリンマクスウェルに向けて放つ。だが、狙ねらいは的外れ。子弾は、Ｔトルマリンマクスウェルのはるか前方に着弾した。

『はっずれーっ！　──って、え？　爆発しない？』

　地面に埋まった子弾──それが、赤く点滅している。

『じ、地雷っ!?』

　急ブレーキをかけるＴトルマリンマクスウェル。

　だが、スピードに乗った機体は勢いを殺し切れず、自みずから地雷原へと突っ込んだ。シェリルの悲ひ鳴めいと、それをかき消す爆発音。爆炎は他ほかの地雷も誘爆し、巨大な炎でＴトルマリンマクスウェルを包み込んだ。一いつ瞬しゆんで金色のボディが見えなくなる。

　やがて爆炎が晴れた時には、焼やけ焦こげて煙を上げるＴトルマリンマクスウェルが横たわっていた。

『シェリル！　──っ、地雷も作れるのね。けど……！』

　Ｌラピスラズーリンが、Ｏオパールアルフへと切迫する。

『飛べば関係ないわ！』

　Ｏオパールアルフの周囲を旋回するＬラピスラズーリン。

『……ロシェ。エネットの宝石を渡すんだ。そうすれば、君は見逃してやれる』

　ＯオパールアルフはＬラピスラズーリンを目で追う。プリカーダの大砲も構えているが、スカートは動いていない。

『できるわけないでしょう！　あなたこそ、今すぐワールドハートなんか辞めなさいよ！　本当にこんなことしたいの!?』

『……〝したい〟〝したくない〟じゃ生きられない。しなければならないんだっ！』

　Ｏオパールアルフのスカートが動き始める。激はげしい作動音。それに負けないよう、エネットが叫ぶ。

『エミリオ君！　やめて！　ワールドハートのために働いたら、エミリオ君はアンドロイドじゃなくて、兵器になっちゃうんだよ！　ララさんの弟じゃなくて、道具になっちゃうんだよ！』

　泣き声混じりの訴えに、エミリオの表情が歪ゆがんだ。

『辛つらいんだよ！　すごく苦しいんだよ！　自分が人を殺すために使われるのって！』

　胸を押さえるエネット。以前Ａアゲートノッカーに取り込まれ、人を殺す兵器の動力として使われていた彼女は、表情を苦痛に染めた。

　だが、エミリオは静かな声で答える。

『エネットさん……自分が、お姉さんの重荷になっているって、思ったことない？』

『……え？』

『僕はね、姉さんの重荷なんだ。病弱で、風か邪ぜを引いただけで死にそうになる子供だったんだ。そんな僕のために姉さんは尽くしてくれた。……今でこそ病気とは無む縁えんの身体からだになったけれど、それでも僕は重荷であることに変わりはない』

　エネットの心が乱れる。……自分だって、そうだ。ロシェは、自分のために危険なことだってする。この旅を始めたのだって、自分の宝石を取り戻すためだ。

『姉さんの重荷にならないならば、姉さんの苦しみを共に味わえるなら……』

　エミリオが副ふく操そう縦じゆう席せきのレバーを押し込む。

『兵器だろうが道具だろうが──かまわないッ！』

　Ｏオパールアルフの大砲が爆ばく弾だんを射出する。それはＬラピスラズーリンの前で炸さく裂れつし、眩まばゆい光を放った。

　──閃せん光こう爆弾。

　ロシェが悲ひ鳴めいと共に目を押さえる。機体が地面に向かって傾かたむき始はじめた。エネットの目も焼かれている。だが、とっさにレーダーとセンサーを最大にすると、Ｌラピスラズーリンを浮上させた。そして、急いでＯオパールアルフの射程から離脱する。

「相変わらず小細工が好きだな！」

　Ｌラピスラズーリンが離脱するのと入れ替わりで、Ｄダイヤランページが駆け出した。ライトイーブンを片手に、正面突破で距離を詰める。

『お前は昔からそうやって、正面から突っ込む……っ！』

　プリカーダの大砲を構かまえるＯオパールアルフ。

『忘れたのか！　お前がそうやって突っ込んで、何度も私の爆ばく撃げきに巻き込まれたのを！』

「あれはお前の狙ねらいが下へ手たくそだったからだろうっ！」

　Ｏオパールアルフが爆弾を放つ。目の前から迫ってくる爆弾。避よけられるタイミングじゃない。直撃すれば、確実にどこかが吹き飛ぶ。だが、オズワルドは速度を速めた。

　そして、爆ばく弾だんが爆発する前に掴つかみ取る。

「狙ねらいが上う手まくなったな！　取りやすいぞっ！」

　そして、投げ返した。

　Ｏオパールアルフの前で爆発が起こる。傾かたむく白いボディ。その隙すきに、オズワルドはさらに距離を詰める。ライトイーブンの間合いまで、あと少し。だが、Ｏオパールアルフは傾きながらも大砲を構かまえ、こちらに向かって爆弾を放った。

「追いつめられるとワンパターンになる癖くせは、直ってないな！」

　Ｄダイヤランページが、再び爆弾を掴もうと左手を伸ばす。──だが、それは掴み取ったと同時に掌てのひらを貫つらぬいた。発射された爆弾は、鋭するどい杭くいのような形式をしている。

「ッ！　小型貫通爆弾バンカーバスター──！」

　とっさに、左手を振るうＤダイヤランページ。その勢いで爆弾は抜けた──が、その瞬しゆん間かんに爆発が起こる。至近距離で爆撃を食らったＤダイヤランページは吹き飛び、ボールのように地面を転がった。肩を強したたかに打ちつけたので、放熱フィンが割れる。

『オズ！　離れてっ！』

　その時、地雷で倒れたＴトルマリンマクスウェルが動いた。背中の砲身を降ろし、遠距離射しや撃げきモードへと変形する。それを見て、とっさにその場を離れるＤダイヤランページ。Ｏオパールアルフも距離を取ろうとするが、それよりもシェリルが速い。

『逃げた……ってことは、耐電コートはないんだねっ！』

　トルマリン宝石粉末が、Ｏオパールアルフに降り注いだ。

『可変電磁砲レールガン！　はっしゃぁっ！』

　固定砲台となったＴトルマリンマクスウェルの砲身から、激はげしいスパークが巻き起こる。だが、その前にＯオパールアルフは自分の目の前に爆弾を放っていた。

　爆発──それは爆風でトルマリン宝石粉を吹き飛ばす。Ｔトルマリンマクスウェルが放った可変電磁砲レールガンは、吹き飛んだトルマリン宝石粉に導みちびかれてあちこちに拡散してしまう。

『そんな！　可変電磁砲レールガンも効きかないなんて！』

　仕方なく、遠距離射撃モードを解除するＴトルマリンマクスウェル。そのボディは、爆発であちこち傷ついていた。金色のカラーリングは剥はげ、足の装甲が落ちて駆動系が剝むき出だしになっている。

　オズワルドのＤダイヤランページも貫通爆弾バンカーバスターで負った傷が深い。左腕の動きが明らかに鈍にぶかった。おまけに中指、薬指、小指が吹き飛んでいる。これじゃライトイーブンも握れない。

『うぅ……まだチカチカする……』

『私もです……。レーダーとセンサーで相手の補足はできますけど……』

　上空のＬラピスラズーリンは、ダメージこそ少ないものの、パイロットが負傷していた。閃せん光こう爆弾の光を間近で受けたのだ。エネットの目は修理しないと直らない。ロシェの目だって、元に戻るには数日かかるはず。失明しなかっただけ幸いだ。

「なんとか近づければ、一いつ瞬しゆんでカタがつくんだがな……」

　オズワルドが苦にがい顔をする。Ｏオパールアルフはプリカーダしか武装がないうえ、ララ自身もインファイトはからっきしだ。接近戦になれば、オズワルドのＤダイヤランページが負けることはない。だが、ほぼタイムラグなく作られる爆ばく弾だんが、頑かたくなに接近を拒こばんでいる。

『オズ。お前はその程度だったのか？　その程度でワールドハートに歯向かったのか？』

　プリカーダの大砲を下ろして、ララが言う。

『ベルもそうだ。力がないくせにワールドハートに歯向かって死んだ』

「……何が言いたい、ララ」

　心臓と腹が熱くなる。絞り出した声は、獣けものの唸うなり声ごえのようだった。それでもララは怯おびえるそぶりも見せず、嘲あざけるように鼻で笑う。

『バカバカしいと言いたいんだ。ベルはお前と一緒に離反しようと考えていた。死ぬ間ま際ぎわも、お前に助けを求めようとしていた』

　噛かみしめた奥歯が、砕けそうだ。

『お前がその程度じゃ、どの道ベルは助けられなかっただろうなっ！』

　──俺おれが強くなって、お前が殴る前に、やっつけてやる──

　そう、約束したのに。

　約束を守れなかった。

　親友を、守れなかった。

「……そうかもしれないな」

　どす黒い感情が、心を染める。彼女の言うとおりだ。言うとおりだから、自分が許せない。

「俺はただ──」

　モニターの出力ゲージが、一気に上昇する。ライトイーブンの回転速度が増した。激はげしい回転音は、誰だれかの悲ひ鳴めいのよう。放熱フィンが壊こわれた機体は、操そう縦じゆう席せきが蒸むし風ぶ呂ろのような熱を持つ。Ｄダイヤランページの全身が、ガタガタと震え始めた。

「──破った約束を元に戻したくて、復ふく讐しゆうしているのかもな……」

　弾はじけるように飛び出すＤダイヤランページ。とっさにＯオパールアルフが爆弾を放つが、それはライトイーブンによってあっけなく切断された。真っ二つになった爆弾がＤダイヤランページの後方で爆発し、爆風が背中を押す。

　──Ｏオパールアルフは動かない。

　──斬きれる。

『姉さんッ！』

　その時、Ｄダイヤランページの目の前で爆発が起こった。その衝しよう撃げきに、Ｄダイヤランページは後方に向かって吹っ飛ばされる。仰あお向むけに倒れたＤダイヤランページ。空を映すモニターに映ったのは、黒のデルタ。

『オズ！　あのステルス爆ばく撃げき機きだ！』

『アンドロイドの遠隔操そう縦じゆう──そうか！　彼が爆撃機の制御装置代わりだったのか！』

『今さらそんなことが分かったところで──くそ、ロシェリア！　撃うち落おとすんだ！』

『ど、どこにいるのよ！』

　ロシェは上空で周囲を見回し、太陽光に目をしばしばさせる。閃せん光こう爆弾の影えい響きようが消えていない。エネットも、ステルス相手では補足できなくて右往左往している。

『あたしに任せてよ！』

　Ｔトルマリンマクスウェルがアサルトライフルを構かまえる。──しかし。

『邪じや魔まさせないっ！』

　エミリオの声と共に、Ｏオパールアルフがプリカーダの大砲を構えた。とっさにオズワルドがライトイーブンで斬きりかかろうとするが、大砲が爆弾を吐き出す方が早い。発射されたのはクラスター爆弾。広こう範はん囲いの小規模爆発に巻き込まれたＤダイヤランページとＴトルマリンマクスウェルは、避よけようのない爆風に膝ひざをつく。

『姉さん……油断しちゃだめだよ。一気に決めよう』

『……ああ、そうだな。すまないエミリオ』

　Ｏオパールアルフが後退する。その間にも、爆撃機は徐々に高度を落としていた。

『──オズ。お前はワールフドハーラト宝石ン発掘ドチームルの機体を全すべて知っているが、それは四年前の話だ。もはや、私達はみんな、あの頃ころとは違った装備を持っている』

　爆撃機が、Ｏオパールアルフの元に舞まい降おりた。

『これは、僕が姉さんと共に戦うことを決めた証あかし──』

『見せてやる──オズ！』

　爆撃機がＯオパールアルフの背後に回り、機首が真上を向いた。黒い機体はゆっくりとＯオパールアルフの背中に迫っていく。そして、爆撃機の機底とＯオパールアルフの背中が触れあった。

　飛び出すコネクタ。重く響ひびく装着音。爆撃機の翼つばさがさらに広がり、ブースターが下方に向かって飛び出す。

『Ｏオパールアルフ・フライヤーフレーム』

　やがてオズワルドたちの前に立ちはだかったのは、白い身体からだと、黒い翼を持った人型重機シユタイン。

『が、合体!?』

　モニターの中でマイセルが驚きよう愕がくの声を漏もらす。その隣となりでは、トラヴィスが表情をひきつらせていた。

『あの翼……まずい──！』

　Ｏオパールアルフが膝を曲げる。同時に背面のブースターが火を噴ふいた。舞い上がる粉ふん塵じん。それが機体の姿を覆おおう。そして、大気が震えるほどの轟ごう音おんを響かせ、Ｏオパールアルフが粉塵を突き破って上空に舞い上がった。

『Ｏオパールアルフの弱点は、インファイト性能の低さ。……だからと言って、接近戦用の武装をつけたところで、私にはそれを扱える技術がない。ならば、これが唯一で最高の進化』

　Ｌラピスラズーリンよりも高い位置に達したＯオパールアルフ。ブースターは火を噴ふき続つづけ、その巨体を空の中に留とどめる。Ｏオパールアルフは身体からだを地面に向かって傾かたむかせると、プリカーダの大砲を構かまえた。

「……そうくるかよ……」

　顔から血の気が引き、全身が汗ばむ。彼女が何をするかは、わかり切っていた。

『プリカーダによる────空くう爆ばくだッ！』

　大砲がクラスター爆弾を吐いた。上空から撒まき散ちらされる、無数の子弾。ただでさえ広こう範はん囲いなクラスター爆弾が、空中で拡散し、逃げ場がなくなる。駆けるＤダイヤランページとＴトルマリンマクスウェル。しかし、もはや安全地帯など存在しない。爆風と爆炎を受け、機体が吹っ飛ぶ。凹へこむ装甲。割れるボディ。暴力的な爆風は機体をいともたやすく煽あおり、転ばせた。前後左右が何度も入れ替わり、どこが前なのかもわからなくなる。

「くそっ、タッパで劣る喧けん嘩かはやりづらい……っ！」

　なんとか立ち上がって上空を見上げるオズワルド。だが、はるか上空にいるＯオパールアルフにはライトイーブンが届くわけもない。ララは、そんなオズワルドを嘲あざ笑わらうかのように爆弾を吐き続ける。周囲は高温となり、サウナの中にいるような熱気に包まれる。

「あつーいっ！　干からびちゃうよ！」

　Ｔトルマリンマクスウェルがアサルトライフルを構える。しかし、荒れ狂う空爆の中で、空を縦じゆう横おう無む尽じんに翔かけるＯオパールアルフに命中させることは困こん難なん。吐き出した弾丸は上空の彼方かなたへと消える。

『お前さえ壊こわせば、もはや驚きよう異いなど何一つない！』

　Ｔトルマリンマクスウェルの傍そばにデイジーカッターが投下される。足元を薙なぎ払はらうような爆発に巻き込まれ、うつぶせに倒れる金色のボディ。同時に、アサルトライフルがその手から離れ、続く爆ばく撃げきで木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散った。

『あたしの銃がっ！』

『シェリルさん！　逃げてください！　もう武器がありません！』

　マイセルが悲ひ鳴めい混じりに叫ぶ。ステルス相手では多弾頭ミサイルも当たらない。頼みの綱の可変電磁砲レールガンも、トルマリン宝石粉を散布できなければ無力。もはやこちら側に、対空兵器を持った人型重機シユタインはいなくなった。──ならば。

『私がやるしかないでしょう！』

　ロシェがＬラピスラズーリンでＯオパールアルフに向かう。合体した以上、爆撃機の航空機動マニユーバ性能は失われている。Ｌラピスラズーリンは容た易やすくＯオパールアルフの背後に回り込むと、その翼つばさ目掛けてパイルバンカーを突き出した。

『いくらパイルバンカーがあろうと──』

　だが、Ｏオパールアルフが反転し、その杭くいをガッチリと掴つかむ。

『それを使いこなせるのはウーノだけだ！』

　そしてＯオパールアルフは、Ｌラピスラズーリンの突進の勢いを殺さぬまま空中で一回転し、青い機体を地面に向けて投げつけた。悲ひ鳴めいを響ひびかせ、きりもみ落下していくＬラピスラズーリン。それは、地面に激げき突とつする直前で何とか持ち直し、機体を水平にする。

『七大傑作マスターピースは、持ち主とセットで七大傑作マスターピースと呼ばれているんだ』

　──手て強ごわい。手が届かない場所からの、一方的な爆ばく撃げき。絶望的なのは、勝てる方法が何一つないこと。ライトイーブンじゃ届かない。Ｔトルマリンマクスウェルの銃はない。Ｌラピスラズーリンじゃ性能差がありすぎる。Ｏオパールアルフは、絶対的な有利を象徴するかのように、上空から、跪ひざまずくオズワルド達を見下ろしている。

『身に染みたか？　Ｄダイヤランページじゃ、私に勝てない』

『降伏してください』

　圧倒的な力と、絶望的な劣性を叩たたきつけられる。

　だが、オズワルドはそんなララ達を鼻で笑い飛ばした。

「いやだね」

　Ｄダイヤランページが、ライトイーブンを握りしめる。

「ガキの頃ころからの性分で、勝つまでやらなきゃ気が済まない。なにより難むずかしいのは、負けを認めるより、相手にへりくだることだ。そこまでして守りたいものなんて、俺おれは持ってないんだよ」

　ライトイーブンを杖つえ代わりにし、Ｄダイヤランページがゆっくりと立ち上がった。

「……昔はあったんだ」

　ダイヤモンドを、上空のＯオパールアルフに向かって突きつける。モニターに映っているのは、ララとエミリオの厳きびしい表情。それに向かって、オズワルドは笑いかける。

「俺のそんなものを殺したのはお前だ」

　笑顔が、歪ゆがんでいく。怒りと憎しみ。満まん身しん創そう痍いの機体と、圧倒的な戦力差。──そんな状況でもオズワルドを奮ふるい立たたせる理由は、抑え切れない復ふく讐しゆう心しん。

「負けて後悔しろ。俺が戦うことを諦あきらめない理由を作ったのは、お前らだ」

　ライトイーブンが、さらに早く、鋭するどく、回転を増す。

『……そこまで言うならば、捻ねじ伏ふせてやる』

　Ｏオパールアルフがプリカーダの大砲を構かまえた。スカートが激はげしく上下運動を始める。今まで以上に早く、精密に、爆弾を作り上げている。

　オズワルド達は、いつでも駆け出せるように態勢を整えた。そこで聞こえてくる、ララの冷れい徹てつな声。

『無駄だ。避よけられるとは思うな。これは、プリカーダで作れる最高の爆弾だ』

　スカートの動きが、止まった。

『プリカーダが作れる最高の爆ばく弾だんって何!?　あたしが知ってる爆弾!?』

「いや、わからん。そんなもの、聞いたことがない」

『オズが抜けた後に開発されたものってことね……』

『と、とにかくバラバラになりましょう！』

　エネットの悲ひ鳴めいを合図に、三機が走り出す。

『言っただろう。避よけられるとは思うな──と』

　Ｏオパールアルフが爆弾を放つ。それは空中で弾頭が弾はじけ、中から子弾をばら撒まいた。子弾は地面にめり込み、赤いランプを点滅させる。

『クラスター爆弾の中に地雷!?　それもこんなにたくさん！』

　足を止めるＤダイヤランページとＴトルマリンマクスウェル。広こう範はん囲いにばら撒かれた地雷は、数十にも及ぶ。どこに地雷が埋まっているか把握しきれない。不用意に動けなくなった二機は、地雷の檻おりにとらわれた状態。

『させないわ！』

　ＬラピスラズーリンがＯオパールアルフへと向かう。──だが、遠すぎた。

　左手で支えた大砲が、爆弾を放つ。

『びプっリくカりー箱ダの名に反するが、教えてやろう。この爆弾の名前は────』

　地面に向かって落ちる爆弾。

　落下まではほんの数秒。

　風切り音の後に響ひびく、鉄が地面にぶつかった音。

　着弾の残ざん響きようが耳に届いた────その瞬しゆん間かん。

『グラウンド・ゼロッ！』

　周囲を光が包み込んだ。音が消える。熱風。圧力。暴力的な衝しよう撃げき波は。やがて聞こえてくる爆発音。爆心地を中心として、地面が円形にめくれあがっていく。吹き飛んだ土つち塊くれは人型重機シユタインほどもある大きさだ。それすら爆発に巻き込まれ、一瞬で粉々に砕け散る。爆心地から黒い煙がもうもうと立ち上り、それは上空で拡散。まるで真っ黒なキノコのような形となった。半径数キロにも及ぶ破は壊かい。ＤダイヤランページとＴトルマリンマクスウェルは逃げ切れず、破損したパーツを吹き飛ばしながら地面もろとも舞まい上あがる。Ｌラピスラズーリンは爆風に煽あおられ、はるか上空に吹き飛んだ。

『────────』

　誰だれかが叫んだようだ。だけども聞こえない。耳にあるのは、甲かん高だかいノイズ。

　やがて、爆炎が収まった。風に煽られ、煙も消えていく。

「……な、ん……だ……？」

　オズワルドは焼かれた眼めを擦こすり、モニターを見た。

　そこで絶句する。爆心地を中心として、地面がすり鉢のように抉えぐられていた。Ｄダイヤランページはすり鉢の傾斜の一角で、仰あお向むけに倒れているようだ。その左腕は肩から吹き飛んでいる。ボディは歪ゆがみ、腰の装甲は砕けていた。顔面は潰つぶれ、角は折れ、全身に爆ばく弾だんの破片が突き刺さっている。ライトイーブンで防御しなかったら、バラバラになっていただろう。

　──グラウンド・ゼロ。どうやら、クラスター爆弾に地雷を詰めて、デイジーカッターで誘爆させたらしい。爆発だけで地面を抉えぐり取とり、その衝しよう撃げき波はでさらに広こう範はん囲いを攻撃する。二発か三発あれば、街一つを破は壊かいできるだろう。

　これが、地表の全てをグラウンド消し飛ばす威力・ゼロ。

『あ、う……ああ、あぁ……』

　ノイズのように響ひびいた少女の声。モニターには、呻うめき声ごえを上げるシェリルが映っている。そして、彼女の乗るＴトルマリンマクスウェルは……壊こわれていた。両足と左腕はなく、右腕は逆方向に折れ曲がり、頭部は吹き飛んでいる。Ｔトルマリンマクスウェルの左腕に内蔵されたミサイルがララの爆発によって誘爆したんだ。無事なのは一番硬い装甲に守られた操そう縦じゆう席せきと、背中の主砲のみ。だが、もはや動ける状態じゃない。スクラップだ。

『オズ！　シェリル！　無事なの！』

　はるか上空から、Ｌラピスラズーリンが下りてくる。彼女の機体は衝撃波で上空に吹き飛ばされたため、無事だったようだ。同時に、イーストウッド号からも呻き声が聞こえてくる。はるか後方にいたにもかかわらず、衝撃波を受けたらしい。砂すな嵐あらしがサブリミナルのようにモニターを遮さえぎる中で、乗員達が体を起こし始めていた。

『う、うぅ……生きてる……けど、Ｔトルマリンマクスウェルが……う、うううう』

　モニターの中で、シェリルは操縦レバーを動かす。だが、Ｔトルマリンマクスウェルは身じろぎするだけだった。もう動けない。シェリルは目に涙をため、レバーから手を離す。

「……あと何発、今のを撃うてるんだ……？」

　オズワルドは上空を見上げる。そこには、相も変わらずこちらを見下ろすＯオパールアルフがいた。なるほど……とオズワルドは納得する。今のように、フライヤーフレームで飛行が可能になったから、この爆弾を使えるようになったわけだ。地上で使ったら、自分も巻き込まれてしまう。

『まだ生きているな、オズ』

　体中を軋きしませ、Ｄダイヤランページが起き上がる。その拍子に、なくなった左腕からパーツの破片が落ちた。

『……ああ……なんてことない。間近で花火見物をした気分だよ』

『……Ｄダイヤランページを壊さないよう、火薬を減らしたのが間違いだったか』

　今ので、手加減したというのか。

「なんだ……それじゃあもう一発くらい、今の花火を見れるのか？」

『あと、十二発分残っている』

「十二──っ！」

　スカートが再び激はげしく動き出す。二発目のグラウンド・ゼロ発射準備。

『オ、オズ！　ハッチが壊こわれて開かないよ！　Ｔトルマリンマクスウェルも動かないし、逃げられないよ！』

　まずい。今度グラウンド・ゼロを投下されたら、間違いなくシェリルは死ぬ。自分もおそらく同じだろう。まともに逃げられるのは、Ｌラピスラズーリンだけだ。

「……ロシェ。ワイヤーアンカーでＴトルマリンマクスウェルを吊つれ。そして逃げろ」

『そ、そんな！　どうするのよ！』

　オズワルドは薄く笑い、ライトイーブンを構かまえた。

「……なぁに、任せとけって」

『なにか……手があるの？』

「まぁな」

　Ｌラピスラズーリンが沈ちん黙もくする。だが、それはほんの少しの間だけ。ロシェの歯を噛かみしめるような音と共に、青い機体はＴトルマリンマクスウェルへと向かう。

『──しくじるんじゃないわよ！』

『気をつけてください！』

『ごめんね……。それで手って何──』

　Ｌラピスラズーリンのワイヤーが、Ｔトルマリンマクスウェルに突き刺さった。そして、壊れた機体を吊り下げたままＬラピスラズーリンがイーストウッド号へと向かっていく。

　残ったのは、陸と空で睨にらみ合あう二機。

『……仲間を逃がしたか、オズ』

「一番いい席で、花火を独り占めしたいだけだよ」

　オズワルドはそう言って、タバコに火をつけた。

『独り占めせずとも、この大地で見えぬ場所などない』

　Ｏオパールアルフが大砲を構えた。

　オズワルドはくわえタバコを上下させて笑い、呟つぶやく。

「……さて、どうしようかな」

　スカートの動きが止まる。そして──

『グラウンド・ゼロッ！』

　再び、地表の全すべてを消し飛ばす爆ばく弾だんが投下された。




　激はげしい爆発が収まった時、もはや大地は元の姿を留とどめてはいなかった。

　グラウンド・ゼロを二発。その影えい響きようで、地面には巨大な隕いん石せきが落下したようなクレーターが二つもできあがっている。上空からそれを見下ろせば、まるで干上がった大きな湖があるようだった。

　オズワルドに逃がされたＬラピスラズーリンとＴトルマリンマクスウェルは、イーストウッド号の傍そばにいた。──もっとも、衝しよう撃げき波はに飛ばされた土つち塊くれを浴び、二機も傷だらけである。

「終わったね……姉さん……」

「……ああ……」

　エミリオの暗い声に、ララは小さく頷うなずく。そして、ゆっくりとＯオパールアルフを降下させた。地表から十数メートルの位置まで高度を下げ、Ｄダイヤランページの姿を探す。

「……ん？」

　そこで、ララは目を見開いた。

「Ｄダイヤランページは、どこだ……？」

　眼下にあるのは爆ばく発はつで抉えぐれた地面だけ。「まさか、跡形もなく木こっ端ぱ微み塵じんになった？」──そう考えたあと、ララは首を振る。火薬の量は抑えた。直ちよく撃げきすれば原形は留とどめていないだろうが、目に見えぬほど粉々になるまではいかないはず。

「姉さん！　レーダーにはあるよ！　確かに、Ｄダイヤランページは下にいる！」

　エミリオが叫ぶ。だが、身を乗り出して地面を見つめても、影かげすら発見できない。

「レーダーで見えて、肉眼で見えない……逆ステルス？　いや、まさか。そんな技術が……」

　その時、喧やかましいエンジン音が響ひびいた。耳を劈つんざくような、鉄てつ擦ずれの音。昔から何度も耳にしていた音だから、一発でわかる。

　ライトイーブンの回転音だ。

「どこに──」

　その時、真下の地面が盛り上がった。その先せん端たんからライトイーブンが──Ｄダイヤランページが飛び出してくる。

『やっと寄ってきてくれたな！』

「なッ──!?」

　地面から飛び出したＤダイヤランページが大地を蹴けり、こちらに向かって飛び上がった。真下から空中の自分を貫つらぬこうと、ライトイーブンを頭の上に突き出し、ブースターを噴ふん射しやし、一直線に向かってくる。

「ライトイーブンで地面に潜もぐっていた──!?」

　ララはとっさに高度を上げる。所しよ詮せん、相手は地上型の人型重機シユタイン。上方ブーストしたところで、飛び上がれる高度は高たかが知れている。大丈夫。避よけられる。

　そして、この一撃を避けられれば、今度こそ──。

『荒削りプリフオームッ！』

　だが、Ｄダイヤランページがライトイーブンのレバーを顎あごに引っ掛け引いた。その瞬しゆん間かん、ライトイーブンの鍔つば元もとからブースターが飛び出す。それは轟ごう炎えんを上げると、さらに速度を増し、こちらに向かってＤダイヤランページの身体からだを上空に押し上げた。

「ライトイーブンのブースターで、飛んだ!?」

　ララは歯を噛かみしめ、機体を横に逃がす。だが、荒削りプリフオームの推進力とスピードは驚きよう異い的てき。間に合わず、翼つばさを削られた。機体が揺らぎ、飛行が不安定になる。それでも直ちよく撃げきは避よけた。渾こん身しんの一撃を外したＤダイヤランページは、荒削りプリフオームの推進力でさらに上空へと引っ張られる。

　空中戦ならば、Ｄダイヤランページに負けることはない。

「奇き襲しゆう失敗だな！」

『そう思いたいよな！』

　Ｄダイヤランページが、ライトイーブンの方向を変える。──Ｏオパールアルフの方向に。

　ライトイーブンのブースターはさらに火を噴ふき、上空から、Ｏオパールアルフを貫つらぬこうと速度を増した。それはまるで頭上から放たれた矢のように、ダイヤモンドの輝きを宿しながら飛んでくる。

　逃げようとするララ。だが、翼を削られたせいで飛行制御ができない。

　Ｄダイヤランページは──ライトイーブンは、真まっ直すぐこちらに飛んでくる。

「──ッ！　プリカーダッ！」

　Ｏオパールアルフのスカートが動き、最短で作れる爆ばく弾だんを生成する。

「空中分解しろっ！」

　そして、爆弾を放とうと大砲をＤダイヤランページに向けた。

『もう、エネットの宝石でそんな兵器を使わせやしない！』

「ロシェ──？」

　その時、背後からＬラピスラズーリンが現れた。

　鈍にぶく光るはパイルバンカー。

　その先せん端たんが、プリカーダの大砲を貫いた。

　同時にエネットブーストを起動。大砲を、肩ごともぎ取っていく。

　片腕がなくなり、さらに傾かたむくＯオパールアルフ。

　上空に向かって翔かけるＬラピスラズーリンと、降下してくるＤダイヤランページが──すれ違った。

『お礼は？』

『後でな』

　Ｄダイヤランページが切迫。ライトイーブンが、Ｏオパールアルフの翼を──削り取った。

「そんな……まさか……」

　Ｄダイヤランページが地面に着地する。両りよう翼よくをもがれたＯオパールアルフは傾く。ブースターを噴ふん射しやしても宙に留とどまることはできず、浮力を失い、そして──背中から地面に墜つい落らくした。

　割れる頭部。弾はじけ飛とぶブースターと凹へこむ装甲。ララは操そう縦じゆう席せきのいたるところに叩たたきつけられる。腕のどこかが鈍い音を立てた。走る激痛と胸からせりあがる嘔おう吐と感かん。土煙がＯオパールアルフを覆おおいつくし、操縦席の中は真っ暗となった。

「……ここまで……か……」

　やがて土煙が晴れ、目に飛び込んできたのは、ライトイーブンを突きつけるＤダイヤランページ。

「終わりだ──」

「ね、姉さんっ！」

　エミリオが悲ひ鳴めいを上げる。ララの目は、鋭えい利りなダイヤモンドの輝きしか見えない。

「……これで、やっと……」

　自分を殺す輝きを見て、ララは────安心して微ほほ笑えんだ。




『オズ！』

　Ｏオパールアルフに向かってライトイーブンを振り上げた時、ロシェの叫び声がした。オズワルドは目だけを動かし、モニターを見る。そこには、じっとこちらを睨にらむロシェが映っていた。

「止めるつもりか」

『私はララに聞かなきゃいけないことがあるの』

　戦う前に、ロシェとララが交かわした約束。オズワルドはそれを思い出し、ひとまず振り上げたライトイーブンを下ろした。だが、グリップには力を籠こめ、Ｏオパールアルフがいつおかしな動きをしても斬きれるように身み構がまえる。

『ララ……約束よ。答えて。どうしてエミリオをＯオパールアルフに乗せているの？　どうしてそこまでしてワールドハートにいるの？』

　Ｄダイヤランページのモニターには、Ｏオパールアルフの操そう縦じゆう席せきの映像も映っている。ララは、負けて殺される寸前だというのに、穏おだやかな表情をしていた。

『……いいだろう』

　ララは目を伏せ、小さく深呼吸をする。

『私には、監かん視し役やくがついている。プリカーダの使い手を離反させないためにな』

　ララの後ろに座るエミリオが、悔しそうに俯うつむいた。

『監視役は、私が反抗的な態度を取ると脅きよう迫はくを始める。……エミリオの人格を消去するプログラムを使ってな』

　ロシェとエネットが絶句する。オズワルドも、目を見開いた。

『じゃあ……ララは、ワールドハートにいたくないのね……？』

『ああ……。ベルを殺してしまってから、私はワールドハートにいるのが嫌いやになった。今まで弟の治ち療りよう費ひを稼かせぐためなら、どんな悪行にでも手を染めようと決意していたはずなのに……友人を手に掛けた瞬しゆん間かんから、私の心は折れてしまった……』

　自じ虐ぎやく的てきに、ララは悲しそうに笑う。

『だが、そんな時にエミリオが死んだ。私は、ワールドハートにエミリオをアンドロイド化してもらう以外に手段がなかった。……だけど、それが失敗だったんだ。奴やつらは、私が逃げられないように、エミリオに人格消去プログラムを組み込んで、私を従わせた。ご丁てい寧ねいに、Ｏオパールアルフをエミリオのサポートなしでは動かないようにしてまでな。私が殲せん滅めつや虐ぎやく殺さつを拒否すれば、エミリオの人格消去プログラムを発動させた』

　だから、エミリオはＯオパールアルフに乗っていた。ララは片手で目を覆おおい隠かくす。

『エミリオは、私のしたことを受け入れてくれたよ。どんな非情で残ざん虐ぎやくなことをしようとも、エミリオはその罪を一緒に被かぶってくれた。……私は、最低な姉だ』

　そんなことないとでも言うように、ララの背後ではエミリオが激はげしく首を振る。表情は泣きそうで……だけど、涙は絶対に流れない。

『エミリオにこんなプログラムを組み込んだのは、ライアットだ。……オズも知ってるだろう』

「ああ……ワールドハートのアンドロイド研究者だ。姿を見たことはないが……」

『私もだ。……だけど、アイツは常に私達を監かん視ししている。きっと、私がこうして負けたことも、どこかで見ている。私は、アイツから逃げられないんだ』

　ララが周囲を見回す。つられてオズワルドも辺りに視線を這はわせた。あるのは、荒野と、爆ばく発はつで変形した大地だけ。

『アイツがいるから、私はワールドハートから逃げられない。ワールドハートに逆らえない。だから、エミリオはずっと私に付き合っている。人格が消去される恐怖と戦いながら……』

　下へ手たをすれば、自分がなくなってしまう恐怖。記き憶おくも、感情も、何もかもなくなってしまう。死を通り越した存在のアンドロイドなのに、彼は今も、死の恐怖に怯おびえなくてはならない。

　それはまるで、爆弾を抱えているように。

「だから……オズ。頼みがある」

　ララが、弱々しくこちらを見つめた。

『私を……殺してくれ』

　ロシェが、エネットが、エミリオが……そしてオズワルドですら、言葉を失った。

『ね、姉さん！　何を──っ！』

『私が死ねば、もはやエミリオの人格を盾たてにする意味もなくなる』

『い、嫌いやだっ！　一緒に逃げよう、姉さん！　どこか遠くに！　あいつが見つけられないほど遠くに逃げよう！』

『無駄だ……アイツの目からは逃れられない。……私は、ずっと決めていたんだ。再びオズと出会えたら、殺してもらおうと』

　オズワルドは操そう縦じゆう席せきのレバーを握りしめる。戦っている時、彼女はこちらを挑発し、動かなかった時があった。結果的にエミリオのステルス爆ばく撃げき機きによって助けられたが……あれは、死ぬつもりだったのか。

　オズワルドが、弟分のエミリオは殺さないことを見込んで。

「……ナメられたものだな」

　賞金稼かせぎとの戦いで空爆された時も、グラウンド・ゼロを使われた時も、ずっと手加減されていた。

『そんなことないさ。私は全力だった。手を抜いたら、バレるかもしれないからな。……ただ、お前ならあれくらいじゃ死なないと信じていたんだ。復ふく讐しゆう相手に殺されてたまるかと生き延び、私を殺しに来てくれると信じてた……』

　ララは笑い、それから大きく息を吐いた。

『オズ……私は、ベル殺しに加担した。お前の親友を殺す手伝いをしたんだ。それだけじゃない。多くの人を殺してしまった。……だから、私を殺してくれ。どんな方法でもいい、お前の気が済むまで、私を苦しめ殺してくれ。……だから、頼む。エミリオを……救ってくれ』

　すがるようなララの声に、オズワルドは歯を噛かみしめる。

「……お前が苦しむなら、俺おれがエミリオを殺すとは思わないのか……？」

　オズワルドの目が鋭するどくなる。顔中の筋肉が歪ゆがみ、憎しみに心を支配された。頭に浮かんでくるのは、親友と共に過ごした日々。それを壊こわした女が、目の前で頼みごとをしてくる。それをぐちゃぐちゃに壊せば、どれだけ彼女は苦しむだろう。自分が味わったような苦しみを、味わうだろう。

　ロシェやエネットが何か叫んでいる。だけど聞こえない。耳に入ってきたのは、ララの小さく笑う声。

『何年、一緒にいたと思っているんだ？　お前がそんなことをするような男じゃないってことは、知っている。エミリオはお前の弟分だからな。タフな男に憧あこがれる病弱な少年を、お前はよく可愛かわいがってくれた』

　ララは、穏おだやかに微ほほ笑えむ。

『実はな……私は、お前に嫉しつ妬としてたんだ。弟を取られたみたいで……悔しくてな』

　彼女は目を瞑つむり、そっと告げる。

『だけど、それを抜きにすれば……お前のことは好きだった』

　自分も、弟分といる時に口やかましく言ってこなければ、彼女のことは────。

　ふいに、ロシェの言葉を思い出した。

　──本当は、オズも殺したくないんでしょ？

（そう……かもな。誰だれだって、仲間を殺したがる奴やつなんていないさ……）

　死んで償つぐないたくなる。

（ララが、それを望むなら……エミリオを救うことになるなら……）

　気づいてしまった。全すべての復ふく讐しゆうを終えたら、きっと自分は償うのだろう。

　その時は、この弟分にしてもらおう。

　もう止められない。

　自分のブレーキは、壊れてしまったから。

『オズ！　心臓喰らいハートイーターよ！』

　突如響ひびいた言葉に、オズワルドは動きを止めた。モニターを見ると、ロシェが真まっ直すぐにこちらを見つめている。

　──そして、気がついた。

「……ベル……お前が心臓喰らいハートイーターを作ったのは……俺おれを……」

　ララとエミリオは、何を言っているのかわからず、惚ほうけたような顔になる。そんな二人に向かって、オズワルドはライトイーブンの先せん端たんを向けた。

「……よく聞け、お前ら。ライトイーブンの心臓喰らいハートイーターは、電磁レーザー切断機だ」

　二人の困惑は消えない。宝石職人が没落した理由の一つは、電磁レーザー切断機の衰退だ。宝石を装飾加工することを知らない人間は、衰退の理由がわかってない。

「心臓喰らいハートイーターは、人型重機シユタインのボディをぶった切り、中の動力宝石だけを取り出せる。……こいつを、エミリオに使う」

　ようやく二人も気づいたようだ。

　宝石大量発掘時代ジユエリー・ラツシユの宝石は、電気を吸収・増幅してしまう。

「この心臓喰らいハートイーターは対人型重機シユタイン用だから、エミリオに使えばもちろんボディは跡形もなくなる。でも、動力宝石に傷はつかないから、それを使って新しい身体からだを作れ。……人格消去プログラムがない身体をな……」

『オ、オズ……！　そんな、そんな方法が……』

　ララが目を見開く。その目め尻じりには、涙がたまっていった。

『そ、それを……してくれるのか……？　私は……ベルを殺して──』

『償つぐないたいなら、償えばいいじゃない』

　ロシェの言葉に、ララが目を見開いた。

『ベルナルトさんを殺したことを悔やむなら……そうせざるをえなかった自分を許せないなら、償いたい相手のために生きればいいのよ』

『オズの……いや、ベルのために……。──それは……っ！』

　ララとエミリオの目が見開かれる。今まで死んで償いたくなるような所業を強要され、逆らえなかったのなら、その恐怖は知っているはずだ。

『ワールドハートの壊かい滅めつ……！』

『一緒に戦いましょう──ララ！　エミリオ！』

『そんな……いや、しかし……オズが……』

　ララの目がこちらを向く。オズワルドはタバコに火をつけると、操そう縦じゆう席せきの背もたれに体重を預け、上に向かって煙を吐いた。

「……勝手にしろ。死にたがってる奴やつを殺したって、ちっとも心は晴れねぇ。せいぜい生かして悔やませてやる方がいい」

　ララの瞳ひとみから、涙があふれた。彼女は口を手で覆おおい、嗚お咽えつを漏もらす。いつも被かぶっていた冷酷な仮面は剥はがれ、背中を丸めた。そこを、泣き笑いのような表情をしたエミリオがさする。

『あ、ありがとう……ありがとう……オズ……私に……償つぐなわせてくれて……』

　けっ──と、煙を吐き出すオズワルド。そこに、イーストウッド号からの通信が入る。

『オズワルド！　ロシェリア！　お前らは船長の俺おれを置いて勝手に話を進めるな！　いいか！　クルーが二人も増えたら部屋も足りなくなるし、食費と生活費だけで──』

『トラヴィスさんケチ臭いですよ！　Ｏオパールアルフですよ！　プリカーダですよ！　七大傑作マスターピースですよ！　こんなチャンスまたとないのに何言ってるんですか！』

『ボスー！　私あの爆ばく弾だん欲しい！　グラウンド・ゼロ使ってみーたーいーっ！』

　苦言を呈そうとしたトラヴィスに、マイセルと収容されたシェリルが覆おおいかぶさった。船長の姿はモニターから消え、「あああっ！　ウチのクルーはバカばっかりだ！」と聞こえてくる。

『……オズ』

　イーストウッドクルーに代わり、グスタフが姿を現した。

『嬢じようちゃんに感かん謝しやしろよ』

「……ほっとけ」

　そう言いつつも、モニターのロシェに視線を向ける。すると、彼女と目が合ってしまった。オズワルドは頬ほおを指で掻かいた後、タバコを指に挟んで口を開く。

「……よく頭回したな」

『言ったでしょ？　オズを止めてみせるって』

　オズワルドは苦にが笑わらいを浮かべ、タバコをもみ消す。そして操そう縦じゆうレバーに手を掛けた。

「……ララ。エミリオを下ろせ。人格が消される前に心臓喰らいハートイーターを使うぞ」

『ああ、頼むよ』

　目を伏せるララに、ロシェは笑みを浮かべる。

『これからよろしくね』

『そうだな。……ありがとう。君と友人になれて、本当に良かった』

　ロシェは、握手の代わりにモニターに手を触れた。ララも操縦席から腰を浮かせ、モニターに向かって手を伸ばす。

　二人の手が触れあう、その瞬しゆん間かん──

『ん？』

　副操縦席のエミリオがおもむろに立ち上がり──

『……エミリオ？』

　──シートの裏から、ララの腹を貫つらぬいた。

「ララッ!?」

　叫ぶオズワルド。悲ひ鳴めいを上げるロシェとエネット。

　血を吐き出すララ。彼女の血で濡ぬれたエミリオの手が、ララの腹から突き出ていた。彼女は震えながら、エミリオを振り返る。

　エミリオの顔は、嗤わらっていた。

『な……ぜ？』

『俺おれから逃げられると思ったのか？　ホイットニー・ララ』

『ライ、アット……？』




　腹を貫つらぬかれた痛みを忘れるほど、ララは動揺していた。

「な……ん、で……？」

「お前は、ずっと勘違いしていたんだよ、ララ」

　エミリオの声が変わる。聞き覚えのある、怖おぞ気けが走るような、粘着質の声。

「俺おれはな……エミリオよりも先に、動力宝石に宿っていたんだ。エミリオはお前を従わせる人質であると同時に、ずっとお前を監かん視ししていたんだよ。……本人には、まったく気づかないようにしていたけどな」

　ララは驚きよう愕がくに顔を強こわ張ばらせる。

　ライアットが通信端たん末まつでしか接触してこなかったのは、姿を見せないためじゃない。エミリオの姿で喋しやべるわけにはいかなかったんだ。きっと、エミリオのアンドロイドとしての通信機能を使って、ララの端末にコールしていた。

　だが、今さらわかっても、遅い。

「お前はもう、使い物にならない」

　エミリオの姿をしたライアットが、腕を捻ひねる。そこで初めて、痛みが訪れた。ララの口からたとえようのない絶叫が飛び出し、同時に血ち反へ吐どを吐く。

「死ぬ前に、一つだけ真実を教えてやろう」

　エミリオに髪の毛を掴つかまれ、ララは無理やり上を向かされた。真上からエミリオが、到底彼とは思えないほど歪ゆがんだ笑みを浮かべ、自分を見つめてくる。

「エミリオの死因は、病死じゃない」

「え……？　そ、それじゃあ……エミリオが死んだのは……」

　ララが震えながら言うと、エミリオは愉快極きわまりないというように嗤わらった。

「お前を従わせるための人形が欲しくて、俺が殺したんだ」

　ララの顔が絶望に染まり、瞳ひとみから涙があふれ出す。

「そんな……そん、なぁ……」

　ララはうわ言のように弟の名前を呼ぶ。目の光は、涙が零こぼれるのと一緒に衰おとろえていく。

「弟が恋しいか？　……なら、情けをやろう。弟の声で、別れを言ってやる」

　そう言って、エミリオはエミリオの声に戻る。

「姉さん……」

「エミ、リオ……」

　ララが、そっとエミリオの頬ほおに手を触れた。

　エミリオは微ほほ笑えみ──

「死ね」

　エミリオの声で別れを言ったのは、ライアットだった。

　ララは最後に大粒の涙を零こぼすと、瞳ひとみから光を消す。同時に、エミリオは彼女の腹から手を引き抜いた。栓を外され、彼女の腹から血が噴ふき出だす。

　自分の血に塗まみれ、こちらを嘲あざ笑わらう弟の姿を見ながら、ララの意識は──途絶えた。






　第四章　エンゲージ







「ララッ！」

　オズワルドは、彼女の鮮血で真っ赤に染まったモニターに向かって叫んだ。

『ララッ！　しっかりして！　ねぇっ！　ララッ！』

『ララさんっ！　返事をしてください！』

　Ｌラピスラズーリンからも、ロシェとエネットが必死に訴える。

　すると、モニターに指が現れ、カメラのレンズに飛び散った血をふき取った。血ち糊のりで汚れたＯオパールアルフの操そう縦じゆう席せきが映り、そこに、嗜し虐ぎやく的てきな快楽に表情を歪ゆがめたエミリオが現れる。彼の傍かたわらには、腹に穴をあけられたララ。彼女の瞳ひとみからは光が消え、開けっ放しの口からは血が垂たれている。

　それを見て、ロシェとエネットが悲ひ鳴めいを上げる。エミリオの姿をしたライアットは、彼女達の絶叫を聞いて心ここ地ちよさそうに笑い、それからずいっとカメラに顔を近づけてきた。

『オスカー・オズワルド。こうして会うのは初めてだな』

「もう……二度と会うことはないと思うぞ」

　Ｄダイヤランページがライトイーブンを構かまえる。だが、ライアットは大げさに両手を上げてみせた。

『待て待て。気が早いぞ。俺おれはお前にはずっと礼を言いたかったんだ。お前がワールドハートを抜けたおかげで、俺はこの身体からだを手に入れることができたんだからな』

「……どういうことだ？」

　オズワルドが眉まゆを顰ひそめると、ライアットはエミリオの身体を見せびらかすように両手を広げる。

『俺の専門は、アンドロイドの人格形成だったんだが、お前がワールドハートに従わないから研究資金がたんまりもらえたんだよ。お前を殺し、人格だけにするための研究をしろということでな』

　喋しやべる合間にも、ライアットは自分の頬ほおを引っ張ったり、指で目を開いてみたり、身体中を弄いじり回まわす。

『人格など、所しよ詮せんは脳が放つ電気信号だ。電気を吸収・増幅させる宝石大量発掘時代ジユエリー・ラツシユの宝石がそれを読み取ることで、こうして人格が宿る。……とはいっても、クズ宝石じゃ増幅量も吸収率も低いからな……希少宝石と、強い感情を併せ持って初めて成功する。実験には、大勢の人間と多くの希少宝石が必要だったから、あの研究資金がなければ不可能だったよ』

「その実験で、何人殺してきた？」

『言わせるな。失敗の数なんて、恥ずかしくて言えやしない』

　ライアットは嗤わらい、指先で自分の胸をトントンと叩たたいてみせた。

『……最終実験は俺おれ自身だった。俺は希少宝石を持って自殺し、人格を宝石に宿した』

　ロシェとエネットが目を見開く。

『自みずから進んでアンドロイドになったって言うの……？　肉体をなんだと思ってるのよ……！』

『何が悪い？　日々劣化し、やがて腐りゆく人体に得なことなど何一つないだろう？　俺は人格だけとなり、生物の枠組みを超えた。さらにエミリオを殺し、受け入れ、奴やつの姿をした身体からだを手に入れた。誰だれだって良い顔を持ち、恵まれた身体を持ち、老いない若さを持ちたいだろう？　俺は手に入れた。……どうだ？　なかなかの美男子だろう？』

　ライアットは自分の顎あごを撫なでる。顔つきこそララに似て端たん整せいな顔立ちだが、浮かべる笑みは下げ種すのそれだった。

『さて、一つ実験だ。愛する姉の死体を見たら、この美男子顔はどのように歪ゆがむか？』

　ライアットが、いやらしく舌した舐なめずりをした。

『アンタ──ッ！』

　ロシェが叫ぼうとした瞬しゆん間かん、エミリオの顔が無表情になった。そして瞳ひとみに光が宿り、身体が動き出す。

『……あ……あ……っ！』

　彼は震えながら視線を下に向け、ララの姿を見て────

『ああああああああああッ！』

　絶叫し、姉の身体にしがみついた。狂ったように悲ひ鳴めいを喚わめき散ちらし、きつくララの身体を抱きしめる。

『エミリオ君っ！』

　エネットの呼びかけにも、エミリオは叫び声しか返さない。自分の中にライアットがいることに気づかず、ずっと彼女を脅おどし続つづけ、そして最後には手を掛けた。姉の苦しみを分かち合おうとした少年は──姉を守れるようになりたいと願っていた少年は、全すべてを壊こわされ、絶望にむせび泣く。

『うっ、ううっ──うあああぁぁぁあああッ！』

　エミリオは絶叫しながら銃を取り出した。

　そして、その銃口を自分の胸に押し当てる。

『姉さんの仇かたきだッ！』

　エミリオはトリガーに指を掛け──。

『だめっ！　エミリオ君っ！』

　叫ぶエネット。その声が届いたのか、エミリオの指は動かなかった。……だが、彼は表情を絶望に染め、呻うめき声ごえのように呟つぶやく。

『自じ壊かい、防止……装置……っ！』

　エミリオの瞳ひとみから光が消える。そして、彼の表情がまた変わった。彼が絶対に浮かべないであろう、酷ひどく汚らわしい笑み。

『……危ない危ない。自分もろとも俺おれを殺そうとするとはな……』

　再びエミリオの身体からだを乗っ取ったライアットが、持っていた銃を投げ捨てる。エミリオは死ななかったが、彼は未いまだにライアットの手の中だ。

　その時、黙だまっていたオズワルドが口を開いた。

「…………見上げた復ふく讐しゆう心しんだよ」

　ライアットが眉まゆを顰ひそめ、ロシェとエネットがこちらを向く。皆の視線を受けたオズワルドは、ただ、そっと微ほほ笑えんだ。

「……でも、お前じゃ力が足りないな」

『……そのとおりだ。俺には自壊防止装置がある。あのガキに俺は殺せんよ』

「なぁ、エミリオ……」

　オズワルドは、ライアットの声など聞こえていなかった。彼じゃない表情の彼を見て、その内側に問いかける。

「手を貸そうか？」

　不愉快そうに顔を歪ゆがめるライアット。

『おい。俺を無視、す……る、な……？』

　言いかけたライアットの声が、途切れ途切れになる。彼は驚おどろきに目を見開き、自分の首に手を当てた。

『な、ん……だ……』

　エミリオの頭が、ゆっくりと、ギチギチ音を立てながら、下がった。

　まるで、オズワルドの言葉に頷うなずくように。

『エミリオめ……っ！』

　ライアットが怒りに顔を引きつらせる。

　そんな彼を見て、オズワルドは凶悪な表情で笑う。

「……よし。任せろよ」

　Ｄダイヤランページがライトイーブンを構かまえる。それにつられてＬラピスラズーリンが浮上した。

『どうするつもりだ？　エミリオごと、俺を殺すつもりか？』

『……心臓喰らいハートイーターで、エミリオの動力宝石を取り出す。中のお前を殺すのは後回しだ。人格消去プログラムなんてものがあるなら、きっとお前の人格を消す方法もあるはずだ』

　ライトイーブンの刃が回転を始める。

「お前は、自分の心配でもしてるといい。壊こわれかけのＯオパールアルフじゃ、逃げられないぞ」

　一歩距離を詰めるＤダイヤランページ。だが、Ｏオパールアルフは逃げない。そればかりか、ライアットのバカにするような声さえ聞こえてきた。

『逃走などするものか。俺おれは、ララがしくじった仕事の続きをしなきゃならんからなっ！』

　その時、何かが空を翔かける音が響ひびいた。見上げると、遠方から何機もの戦せん闘とう機きがこちらに向かって編隊を組んで迫っている。その翼つばさに描かれているのは、ワールドハートの社章。

　そして、戦闘機一つ一つの機底には、人型重機シユタインがぶら下がっている。

「スタージェス号の戦闘機部隊か！」

　戦闘機がコネクタを外す。すると、繋つながれていた人型重機シユタインが次々と降下した。一機着地するごとに土煙が巻き起こる。それは傷ついたＯオパールアルフを取り囲むように降りてきて、こちらに向かって銃を構かまえた。

　そして、最後の一体が降下する。それは、Ｏオパールアルフのすぐ目の前に着地した。

　それは、見慣れた人型重機シユタインだった。女性的なフォルム。腰にはスカートのように放射状に装着された細長い箱。背中にあるのは、鋭えい利りな翼。ただ右手に大砲はない。代わりに両腕が地面に付くほど長く、掌てのひらは通常の人型重機シユタインの何倍も大きい。

「Ｏオパールアルフが……もう一体？」

　その機体は、傍かたわらで壊こわれかけているＯオパールアルフとほぼ同じ形をしていた。ただ、カラーリングが逆である。白いボディと黒い翼を持つＯオパールアルフに対して、もう一機は、黒いボディに白い翼を持っていた。

『俺は常々思っていたんだ』

　壊れかけたＯオパールアルフにいるライアットが、操そう縦じゆう席せきの床にしゃがみ込んだ。モニターには、彼の頭しか映らない。

『ララのような女が、幹部で部隊長を務めているのはおかしい。ただ七大傑作マスターピースのプリカーダを使えるという理由だけで、ララは今の地位についていた。戦術も、指揮能力も部隊長を務めるレベルに達していない。奴やつの部下達もそう思っているから、こうして俺のために協力してくれている』

　ライアットは何をしているのか、床にしゃがみ込んだまま、頭を上げようとしない。

『だから俺は、Ｏオパールアルフのレプリカを作らせた。ララが稼かせいだエミリオの治ち療りよう費ひを使ってな。これさえあれば、俺も幹部になれる』

「お前に使えるわけがないだろう。プリカーダを使えるのは、ララだけだ」

　だからこそ、オズワルドはララを認めていた。何の技術も知識もなかった女なのに、弟を守るためだけに、七大傑作マスターピースを使いこなしてみせたのだ。彼女が築きずいた努力の結晶を、ただその地位を羨うらやんで真ま似ねするような輩やからが、扱えるわけない。

　だが、ライアットは顔を見せずに低く笑う。

『馬ば鹿かめ。俺がなぜ、Ｏオパールアルフをエミリオのサポートなしで動かないように改造させたと思っている？　エミリオはずっとララとＯオパールアルフに乗って、プリカーダの操作データを採取していたんだ。……そう。俺おれのためにな』

　ライアットの本当の狙ねらい。それは、ホープスの命令で宝石に人格を宿す研究をし、ララを従わせながら、自身が幹部になるためにプリカーダを扱えるようになること。

『……そして、こいつで俺のＯオパールアルフは完成する』

　やっと、ライアットが顔を見せた。そして、その手の中にある物を見せつけてくる。

　それを見て、ロシェが息を飲んだ。エネットが胸を押さえる。

　彼の手に会ったものは、Ｏオパールアルフの動力宝石。

　エネットの人格が宿った、オパール。

『さぁ！　俺の愛機の完成だ』

　二体のＯオパールアルフのハッチが開く。そして、その間をエミリオの姿をしたライアットが渡った。

　ハッチが閉まる。やがて、黒いＯオパールアルフの双そう眸ぼうに光が宿った。

　新たなＯオパールアルフが腕を掲げる。

『今日から俺が〝全てを消し去る爆弾魔ニユークリアボマー〟だっ！』




　新しいＯオパールアルフを筆頭に、敵の数は三十ほど。荒野にずらりと並んだ巨体の前に、対たい峙じするのはＤダイヤランページとＬラピスラズーリンの二機のみ。──しかも、壊こわれかけだ。

『大人げないと思うか？　オズワルド』

　それをわかっているから、ライアットは余裕の声色だ。だが、オズワルド達に逃走はない。なぜなら、エミリオに手を貸すと約束した。──仲間になるはずだった女を、殺された。

　オズワルドは、片腕をもがれたＤダイヤランページで、ライトイーブンを構かまえる。

「いーや、丁度いいね。こんなに部下を従えてちゃ、爆ばく弾だんはつかえないだろ？」

『見くびるなよ。俺がララ如ごときの猿さる真ま似ねで終わると思うな』

　プリカーダのスカートが上下運動を始め、爆弾を生成する。

　そして、Ｏオパールアルフが両手を広げてこちらに迫ってきた。

「Ｏオパールアルフで接近戦!?」

　驚きよう愕がくしている暇ひまもなく、Ｏオパールアルフに続いて部下の人型重機シユタインも一いつ斉せいに飛びかかってくる。Ｄダイヤランページは駆け出し、Ｌラピスラズーリンは上空に舞まい上あがった。

『オズワルドさん！　私達が先行します！』

　エネットが言うと同時に、Ｌラピスラズーリンが速度を上げてＤダイヤランページの頭上を追い越した。

『下したっ端ぱは任せて！　だから──』

　Ｌラピスラズーリンが敵に迫る。機首下のパイルバンカーを突き出したまま速度を上げ、先頭の人型重機シユタインを貫つらぬいた。それだけでは止まらず、そのまま後ろの三体までをも突貫する

　そして爆破。粉々になって降り注ぐ鉄くずの雨を受けながら、Ｌラピスラズーリンは飛び上がった。

『だから、オズは心臓喰らいハートイーターで──』

『エミリオ君の宝石を！』

　Ｌラピスラズーリンが切り開いた敵の中央。そこに向かって、Ｄダイヤランページは加速する。ライトイーブンの回転数を最大まで上げ、一気に敵陣の中に突っ込んだ。

「退どいてろッ！」

　手近にいた一体を脳天から股また下したまで切り裂き、左右に分断。

　そのまま体を右に捻ひねり、隣となりから襲おそいかかってきた人型重機シユタインの首を斬きり飛とばす。

　背後から取り囲もうとした相手は、急旋回して飛来したＬラピスラズーリンのパイルバンカーに突貫爆ばく破はされた。

「ライアットッ！」

　Ｄダイヤランページは跳ちよう躍やくし、近場の一体の頭を踏ふみつけ、さらに高く飛ぶ。太陽を背に、ライトイーブンのダイヤエッジを輝かせ、真上からＯオパールアルフに斬りかかった。

『接近戦なら勝てるとでも思ったか、オズワルド！』

　振り下ろされるライトイーブン。Ｏオパールアルフは、その長い腕を交差し、回転刃を受け止めた。火花が散り、刃がめり込む。

　──だが、それ以上力が入らない。切断する前にＯオパールアルフは腕を振るい、ライトイーブンを弾はじき返かえした。見てくれどおりの腕力に、Ｄダイヤランページは後退する。

『右腕一本じゃあ、ライトイーブンを扱えないようだな！』

　Ｏオパールアルフが拳こぶしを振るう。自分の身の丈ほどもある腕のリーチは凄すさまじく、ライトイーブンの間合いの外からも届いた。オズワルドはとっさにライトイーブンを構かまえ、その腹で拳を受け止める────が。

「な──ッ！」

　Ｏオパールアルフの拳がライトイーブンにぶち当たった瞬しゆん間かん、その間で爆発が起こった。打だ撃げきの威力は殺したものの、爆風でＤダイヤランページは吹っ飛ばされる。

　Ｏオパールアルフは拳を握ったり開いたりしたあとで、ファイティングポーズを取った。

『なかなか硬い拳だろう？　なにせ、爆発の衝しよう撃げきに耐たえられなきゃならないものでな』

　構えを取ったＯオパールアルフの拳。ちょうど指の先から三番目の関節──拳けん頭とう部分に、穴が空いていた。そこからは爆煙が立ち上り、風に巻かれて揺れている。
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「プリカーダで作った爆弾を、拳から撃うち出だしたのか……」

　爆弾の信管を、直接打撃で当てて爆発させる。相手に接近して使用するから、ララの爆弾よりも火薬は抑えてあるものの、〝直撃させること〟が前提のため、破は壊かい力りよくはそれ相応だ。狭い範はん囲いの爆発を直接叩たたき込こむため、部下を従えたままでも戦える。

『これが、インファイト仕様のＯオパールアルフ』

　腰を据えるＯオパールアルフ。

『爆発する殴打技──ナックルプリカーダだ』

　そして、こちらに向かって突進してきた。

　突き出された拳こぶし。それを、ライトイーブンで上に弾はじく。そのまま相手の肩口に向かって振り下ろすが、それを左腕でガッチリ掴つかまれた。ライトイーブンの回転刃がＯオパールアルフの指を削る。だが、それが切断される前に、爆ばく発はつが巻き起こった。

「掌てのひらからも撃うち出だせるのか──っ」

　爆風でライトイーブンを煽あおられ、Ｄダイヤランページは後方によろめく。ライトイーブンを手放さないよう、反射的にグリップに力を込めた。──だが、それが命取り。片腕だけではライトイーブンの重さを支えきれず、バランスを崩して腹部を曝さらけ出だしてしまう。

「しま──っ！」

　見れば、Ｏオパールアルフのスカートが上下に作動し、爆弾を生成していた。

『ナックルプリカーダ──』

　Ｏオパールアルフの拳が、Ｄダイヤランページの腹部に叩たたき込こまれる。

『──クラスター爆弾』

　その瞬しゆん間かん、拳と腹の間でいくつもの小規模な爆発が起こった。無数の子弾を内包したクラスター爆弾を直接叩き込まれ、Ｄダイヤランページの巨体は宙を舞まう。背中から地面に叩きつけられ、砂すな埃ぼこりが視界を覆おおった。

　砂で何も見えなくなった目の前。そこに開いたわずかな隙すき間まから、地に伏せるこちらに向かって拳こぶしを振り上げているＯオパールアルフが見えた。

　オズワルドはブースターを噴ふん射しやすると同時に地面を蹴けり、寝そべったまま避よけようとする。

『ナックルプリカーダ──貫通爆弾バンカーバスター！』

　コンマ数秒前までＤダイヤランページがいたところに、Ｏオパールアルフが拳を叩たたきつける。それは地面にめり込み、陥かん没ぼつさせた。さらにそこから縦たて方向に爆ばく炎えんが噴ふき出だし、巨大なクレーターを作り上げる。直ちよく撃げきすれば、Ｄダイヤランページは真っ二つだった。

『休んでいる暇ひまはないぞ、オズワルド！』

　Ｏオパールアルフが迫る。オズワルドはなんとか立ち上がり、突き出された拳をライトイーブンで弾はじき返かえした。そこに迫る、反対の拳。Ｄダイヤランページは体を捻ひねってそれを避け、腕にダイヤモンドの刃をめり込ませる。

「くっ──ねじ込めない──！」

　ダイヤエッジは確かに腕を削るが、体重を乗せ切れないため、切断するには時間がかかりすぎる。

　オズワルドは瞬しゆん時じにライトイーブンを離し、後退。だが、避け切る前にＯオパールアルフの腕はＤダイヤランページに届く。顔面目掛けて振るわれた右フック。狙ねらうはこちらの左頬ほお。──だが、防御する左腕がＤダイヤランページにはない。とっさにライトイーブンを構かまえたが、ナックルプリカーダの拳はガードの上からでもＤダイヤランページを吹き飛ばす。

『自慢のライトイーブンも、斬きれなければ喧やかましいだけのナマクラだな！』

　体勢を立て直そうとするＤダイヤランページに迫るＯオパールアルフ。掌てのひらを開き、頭を掴つかもうと長い腕を走らせる。

「斬れるから自慢なんだよ！」

　オズワルドはとっさにライトイーブンのワイヤーを足で踏ふみつけ、

「荒削りプリフオーム！」

　勢いよくライトイーブン自体を振り上げた。ライトイーブンの鍔つば元もとからブースターが飛び出し、轟ごう炎えんを上げる。その推進力を借り、回転刃をＯオパールアルフの指にねじ込み、甲かん高だかい摩ま擦さつ音おんを撒まき散ちらしながら切断。

　だが、Ｏオパールアルフが腕を引いたため、斬れたのは親指だけだ。

　オズワルドはライトイーブンをＯオパールアルフに向ける。そして、その推進力に任せて駆け出した。ダイヤモンドの輝きが尾を引く。弾丸のように空を切り裂いていくＤダイヤランページ。しかし、Ｏオパールアルフは背面のブースターを噴ふん射しやすると、上空に向かって離陸した。

『地を這はうことしかできないのは惨めだなオズワルド。ここは見晴らしが良いぞ』

「そうか、なら俺おれもそっちに行ってみるか──っ！」

　荒削りプリフオームを上空に向け、地面を蹴ける。鍔元のブースターがいっそう火を噴き、Ｄダイヤランページの巨体を空に向けて引っ張った。そして、上空からこちら見下ろすＯオパールアルフに、ライトイーブンを突き出したまま飛んでいく。

　だが、Ｏオパールアルフは身を捻ひねってライトイーブンの切っ先をやり過ごした。

『直線しか飛べない奴やつが、飛行機能持ちに敵かなうと思うな！　それに──』

　空中で身動きが取れないＤダイヤランページの身体からだを、Ｏオパールアルフが掴つかみ取とる。

『このパターンは、エミリオが見ているっ！』

　Ｄダイヤランページを掴むＯオパールアルフの腕から、爆ばく弾だんが発射された。

　だが、爆発はしない。

『ナックルプリカーダ──』

　見れば、Ｏオパールアルフから発射された爆弾は、Ｄダイヤランページの身体にへばりつき、赤いランプを点滅させている。

『──地雷！』

　そして、ＯオパールアルフはＤダイヤランページを地面に向けて投げつけた。頭から落下する機体。眼前には地面が迫っている。とっさにブースターを噴ふん射しやさせるが、着地には間に合わない。

　Ｄダイヤランページは、地面に叩たたきつけられた。

　その瞬しゆん間かん、身体にへばりついた地雷の信管が押される。

　轟ごう音おん。爆炎。暴ぼう風ふう。体についた地雷が爆発──自爆したようなものだ。Ｄダイヤランページのボディは焦こげつき、爆発で受けたダメージで装甲が剝はがれる。剝むき出だしになった内蔵部品。幸い爆発のダメージは装甲で止まった。

　──だが、オズワルドの内臓はそうもいかない。墜つい落らくの衝しよう撃げきと、爆発による振動で、ヒビが入っていたアバラが嫌いやな音を立てた。

　オズワルドは歯を食いしばり、悲ひ鳴めいを飲み込む。あまりの痛みに、噛かみしめた顎あごがガクガクと揺れた。全身から吹き出す汗。視界がチカチカする。こみ上げる嘔おう吐と感かん。

　──だが、構かまっていられない。

『楽しそうじゃないか！』

　上空のＯオパールアルフが頭を下に向け、地面に向かって拳こぶしを突き出した。

『俺おれも真ま似ねしてみたいぞ！』

　そして、そのままＤダイヤランページ目掛けて落下してくる。その間にもプリカーダのスカートが動き、突き出した拳に爆弾を送り込んだ。

「一人でやってろっ！」

　地面を転がり、逃げるＤダイヤランページ。だが、Ｏオパールアルフが拳から地面に激げき突とつした瞬間、巨大な爆発が巻き起こった。その爆風に煽あおられ、Ｄダイヤランページはオズワルドの意思以上に大地を転がる。

「……あのまま自爆してくれりゃ楽なんだがな……」

　オズワルドはライトイーブンを杖つえ代わりにし、なんとかＤダイヤランページを立ち上がらせる。動くたびに嫌いやな音がするのは、Ｄダイヤランページの駆動系がイカレ始めているのか、それとも自分の骨の音か……もはやそれも判断できないほど鼓膜も傷ついている。

『馬ば鹿かを言うなオズワルド。これしきの爆ばく発はつで傷つくようでは、ナックルプリカーダは扱えん』

　爆炎と煙の中から、長い両腕を左右に広げたＯオパールアルフが現れる。その身体からだは爆発の煤すすや砂すな埃ぼこりで汚れているものの、傷らしい傷はついていなかった。

「……ララなら、そんな装甲に頼らなくても、自分の爆弾で自分が傷つくような真ま似ねはしなかったけどな」

　Ｏオパールアルフが、動きを止める。沈ちん黙もくの後、低いライアットの声が響ひびいてきた。

『俺おれがあの女に劣るとでも？　勘違いするなよ。これがナックルプリカーダの使い方なのだ』

　苛いら立だちが混じったライアットの声。それを聞いて、オズワルドは意地の悪い笑みを浮かべる。

「──悪い。聞こえなかった。爆発の音で耳が遠くなっててな」

　ライアットの歯ぎしりの音が聞こえてきた。

「おっと、今の音は聞こえたぞ。なんだ？　大事なことでも言ったのか？」

『……ああ。ナックルプリカーダの使い方と有用性を述べるつもりだったが、どうやら耳が遠いらしいからな。実際にご覧らんにいれよう』

　その時、爆煙に紛れて部下の人型重機シユタインが飛びかかってきた。オズワルドは瞬しゆん時じにその胴体を分断するが、続いて接近してきた機体に腕を掴つかまれる。すぐに振りほどこうとしたが、その前に他ほかの人型重機シユタインに組みつかれた。

『俺は、ララが成しえぬＯオパールアルフでの集団戦を実現させた！』

「くっ──男色の趣味はないんだよっ」

　オズワルドは自分にしがみつく人型重機シユタインを振り払う。だが、それでもすぐに別の機体が腕を取る。ついには動きを封じられ、まるで手旗信号でもしているように右腕を横一直線に伸ばした格好を取らされる。

　Ｌラピスラズーリンは、他の相手でこちらには来られない。

『簡単に壊こわれてくれるなよ──Ｄダイヤランページ』

　Ｏオパールアルフが駆ける。Ｄダイヤランページは避よけようとするが、二機に押さえつけられているうえに、爆破の影えい響きようで思うように出力が上がらない。

　逃げ場がないまま、Ｏオパールアルフは拳こぶしの届く距離までたどり着く。

『何発で壊れるか、数えてみろ！』

　Ｏオパールアルフの右ストレートが胸に突き刺さる。その瞬間、拳と装甲の間で起こる爆発。その爆炎が収まる前に繰くり出だされる左のボディブロー。発破の衝しよう撃げきはＤダイヤランページの装甲を凹へこませ、巨体を揺るがすものの、押さえつけられているせいで吹き飛べない。

「う……ぐ……っ」

　うなだれるＤダイヤランページ。オズワルドも、揺さぶられる操そう縦じゆう席せきの中で、激はげしい衝撃波と折れた骨が擦こすれる痛みに歯を噛かみしめた。

『さぁっ！　大放出だッ！』

　プリカーダのスカートが作動する。それと同時に、Ｏオパールアルフが連続で拳こぶしを突き出してきた。右を打ち、引くと同時に左。その左を引くと同時に右。打だ撃げき音おんが互いに重なり合い、鳴りやまない。スカートが動く、動く、動く。作り続ける爆ばく弾だん。打ち続ける拳。一発ごとの小規模な爆発。炎と煙があふれ出し、Ｄダイヤランページを覆おおう。凹へこむボディ。歪ゆがむ鉄板。爆はぜる空気。剥はがれる装甲。中のパーツが砕ける。襲おそいかかる振動と衝しよう撃げき波は。爆炎による熱気。操そう縦じゆう席せきの中は警けい告こくランプで赤しか見えない。

『フィニッシュブローだッ！』

　最後にＯオパールアルフが大きく拳を振りかぶり、それをＤダイヤランページに叩たたき込こんだ。一層大きな爆発が巻き起こり、ついにＤダイヤランページを掴つかんでいた人型重機シユタインも耐たえ切きれないように手を離す。爆破の威力はＤダイヤランページを天高く舞まい上あげ、受け身も取れないまま落下。

「よく……バラバラにならなかったな……偉いぞ……Ｄダイヤ……ランページ」

　歪んでいないところがないような装甲と、焼やけ焦こげたボディのＤダイヤランページは、まるで鉄くずのようだった。




「エネット！　オズを助けるわよ！」

「了解！　全力でブーストするよ！」

　倒れたＤダイヤランページの元に、ロシェはＬラピスラズーリンを走らせる。背面のブースターが火を噴ふき、速度計が振り切れた。左右の景色が線のようになり、前方の標的──Ｏオパールアルフの姿だけがみるみる大きくなっていく。

『ロシェさん！　あのＯオパールアルフの腕はかなりの硬度ですが、肩口はノーマル装甲です！　そこを狙ねらってください！』

「わかったわっ！」

　マイセルの通信に、ロシェはＬラピスラズーリンで真正面からＯオパールアルフに向かう。それを見て、ファイティングポーズをとるＯオパールアルフ。

『借り物の七大傑作マスターピースで勝てると思うのか！』

　こちらに向かって拳を突き出すＯオパールアルフ。

「アンタに言われたくないわ！」

　だが、ロシェは機体を傾かたむけてそれを避よける。機底を拳がかすめていった。そのままＬラピスラズーリンはＯオパールアルフの肩口すれすれを飛び越す。同時に宙返りをして背後を取ると、一機にパイルバンカーを突き出した。

　だが。

『プリカーダは俺おれの物だッ！』

　Ｏオパールアルフが身体からだを旋回させて拳こぶしを振るってきた。──バックブロー。パイルバンカーを拳の裏で捉とらえられ、Ｌラピスラズーリンの機体が大きく傾かたむく。そのまま墜つい落らくしそうになるＬラピスラズーリン。ロシェは悲ひ鳴めいを飲み込んで操そう縦じゆう桿かんを引き、エネットが瞬しゆん時じにブースト。地面に向けて轟ごう炎えんを吐き出したＬラピスラズーリンは、何とか空に舞まい上あがった。

『それで逃げたつもりか！』

　Ｏオパールアルフのブースターが火を噴ふき、空に舞い上がる。拳を突き出して下から迫る機体。ロシェは操縦桿を傾けて旋回し、回かい避ひを試みる──が、拳けん頭とうが翼つばさをかすめた。

「だ、大丈夫だよお姉ちゃん！　まだ飛べる！」

　揺らぐ機体の中、響ひびくエネットの悲鳴じみた声。

「なら、空中戦に持ち込めば──！」

　Ｏオパールアルフめがけて突進するＬラピスラズーリン。航空機動マニユーバなら、こちらに分ぶがある。

「エネット！　ブースト制御お願い！」

「うん！　任せて！」

　またも速度計が振り切れる。一秒かからず入ったＯオパールアルフの間合い。鈍にぶく光るパイルバンカーの先せん端たん。しかし、Ｏオパールアルフは身体を捻ひねってその一いち撃げきを避よける。

　だが、織おり込こみ済みだ。エネットが瞬時にブーストを解除した。同時にロシェは旋回。再びＯオパールアルフの方を向くパイルバンカー。ロシェは操縦席下のレバーを引くと、再びブーストを掛けた。

『いくら航空機動マニユーバで勝っていようと、パイルバンカーの攻撃は直線的だ！』

　またもブーストした一撃を、身体を捻っただけで回避される。ロシェはくじけず旋回し、Ｏオパールアルフめがけて突進するが、所しよ詮せんは一直線の攻撃だ。容た易やすく避けられてしまう。

『諦あきらめの悪い女だ。……まるでララのようだな』

「……ッ！　アンタのような奴やつがララの名前を口にしないでっ！」

　彼の粘着質な声で呼ばれると、無性に嫌いや気けがさす。操縦桿を握る手に力が籠こもった。口元は無意識に歯を剥むいており、身体は前に乗り出す。

『ずいぶんとあの女に思い入れがあるようじゃないか。俺おれがララと呼んで何が悪い。あれと一緒にいた時間は、俺の方が長いんだぞ。お前よりも、俺はララのことをよく知っている。あれはエミリオの前じゃ無防備だからな……言ってみれば、エミリオ俺はララに愛されていたようなものだ』

「ふっ──ざけないでッ！　ララが愛したのはエミリオよ！　アンタなんかじゃないわ！」

「二人の気持ちを踏ふみにじって──なにが楽しいんですかっ！」

『ははははは！　楽しいぞ！　毎日腹がよじれる思いだった！　あの女は、嫌けん悪おする俺が中にいることも知らず、愛いとしそうな目で見て、俺の身体を抱きしめるんだからな！　ララが俺を抱きしめている時に、真実を教えて絶望する顔が見たい衝しよう動どうを抑えるのに苦労したなぁっ！』

「汚らわしいのよッ！」

　速度を上げるＬラピスラズーリン。希少宝石二つのブーストは、機体を軋きしませる。

　だが、それでも速度は緩ゆるめない。さらに加速するＬラピスラズーリン。

　そのパイルバンカーの先せん端たんが、Ｏオパールアルフの肩口をかすった。

「当たった──！　もう少し！」

『む？　飛行時はいまいち出力が安定しないな。もっと早く動けると思うんだが……』

　首を捻ひねるＯオパールアルフに、Ｌラピスラズーリンが牙きばを剥むく。鋭えい利りなパイルバンカーの先せん端たんは、またも肩口の装甲に傷をつけた。

　あと十センチ──あと十センチ調整すれば、あの腕をもぎ取れる。

『空中戦はまだ練習が必要だな……』

　Ｏオパールアルフが両手の拳こぶしを握る。同時に、スカートが激はげしく動き出した。

「今度が本番よ！　落とすわ！」

『やってみろ。言っておくが、ナックルプリカーダは接近戦しかできないわけではないぞ』

　拳を開くＯオパールアルフ。そこには、無数の爆ばく弾だんができあがっていた。

　顔を引きつらせるロシェとエネット。

『砕け散れっ！　ララに似た女っ！』

　Ｏオパールアルフが両手の爆弾を散布。ロシェはとっさにブースターを逆ぎやく噴ふん射しやさせた。だが、大量にばら撒まかれた爆弾は、広こう範はん囲いに爆炎を行き渡らせる。襲おそいかかる暴風が機体を打ちつけ、傾かたむいた。ロシェはなんとか体勢を整えようと操そう縦じゆう桿かんを握りしめるが、凄すさまじい風と衝しよう撃げき波はで制御が利きかない。

　その時、爆煙を突き破って腕が伸びてきた。

「ッ！　まさか、今のは煙幕代わり──！」

　腕が、Ｌラピスラズーリンの機体を掴つかみ取とる。そして姿を現すＯオパールアルフ。

『良い顔だ』

　Ｏオパールアルフが、操縦席に顔を近づける。ロシェはすぐにパイルバンカーを突貫したが、それは反対側の腕で掴まれた。

「この──っ！　離しなさいっ！」

　パイルバンカーに空いている穴から爆薬を散布し、火打ち石で着火。パイルバンカーを掴んでいたＯオパールアルフの手の中で爆発が起こり、指の隙すき間まから炎が飛び出す。

『馬ば鹿かめ。ナックルプリカーダの手が、爆発で壊こわれるものか』

　パイルバンカーを掴む腕は、びくともしない。

『お前にこの七大傑作マスターピースは不釣り合いだ！』

　Ｏオパールアルフが腕を振り上げる。パイルバンカーを掴まれているＬラピスラズーリンは、それにつられて持ち上げられた。

　そして、地面に向かって振り下ろされる。その衝しよう撃げきにＬラピスラズーリンとパイルバンカーを繋つなぐコネクタが割れ、Ｌラピスラズーリンだけが地面に向かって墜おちていった。墜つい落らくする前に翼つばさが風をとらえるものの、落下スピードを減速させるだけで精いっぱい。浮上を試みたロシェだが、機体は浮き切らず、機底が地面を擦こすった。

　バランスが崩れる。Ｌラピスラズーリンはまるで水面を跳ねる石のように、地面との接触と浮遊を繰くり返かえし、ついには大地に溝を残しながら滑り、止まる。

　操そう縦じゆう席せきが激はげしく揺れたせいで、ロシェもエネットも身体からだ中をあちこちに叩たたきつけられた。頭も何度か強く打ち、眩暈めまいがする。ロシェはしがみついていた操そう縦じゆう桿かんから顔を上げると、肩ごしに背後を振り返った。

「うっ……エネット……無事……？」

「う、うん……でもパイルバンカーが……」

　これでＬラピスラズーリンは、ただの飛行機。そんなＬラピスラズーリンに向かって、Ｏオパールアルフが手に残ったパイルバンカーを投げ捨てた。それはＬラピスラズーリンのすぐ傍そばに、まるで墓標のように突き刺さる。

　Ｔトルマリンマクスウェルに続き、戦せん闘とう可能な機体が、また一つ潰ついえた。

　残るはナックルプリカーダの乱打を受けたＤダイヤランページのみ。

　対して無傷に近いＯオパールアルフと、その部下の人型重機シユタイン約二十体。

　上空から、ライアットが言った。

『最後の爆ばく弾だんは、これにしよう』




「最後だって？　……決めつけてくれるなよ」

　上空から発せられたライアットの声に、オズワルドは軋きしむＤダイヤランページを無理やり立ち上がらせる。

　機体の損傷が酷ひどい。装甲はガタガタ、爆発の衝撃でエンジンルームのどこかがイカれたらしく、不純ダイヤモンドジルコニアからのエネルギー供給が上う手まくいっていない。ガソリン切れ寸前の車のように、ブースターからは空気の抜ける音がし、地に立つ二本の足でさえ、ライトイーブンを支えにしなければ、崩れ落ちてしまいそうなほど。

　満まん身しん創そう痍いなのは、オズワルド自身も同じだった。爆発殴おう打だのラッシュは操縦席の温度を上げ、異常な熱気に包まれている。全身汗だくで、顎あごから滴したたり落おちる滴しずくが途切れない。脱水症状でも起こしているのか、目の前がぼやける。全身が汗ばんでいるというのに、舌が剥はがれてしまいそうな口渇感。呼吸は荒く、吸っても吸っても身体に空気が入っている気がしない。

「痩やせる気は……、ないんだけど、な……」

　それでもオズワルドは薄ら笑いをし、上空を見上げる。こちらを見下ろすＯオパールアルフ。手が届かない位置から、圧倒的な暴ぼう力りよくを放とうとしているその姿は、死を感じさせてくれた。オズワルドは熱病にでも浮かされたように短く笑い、ひしひしと感じる重圧に対して甲かん高だかく口笛を鳴らす。

『お前達は離れていろ』

　ライアットの指示に、オズワルド達を取り囲んでいた部下が距離を取っていく。Ｄダイヤランページはもちろん、Ｌラピスラズーリンも彼らを追つい撃げきする余裕などない。残っている力は、最後の爆ばく弾だんとやらの回かい避ひに使わなければならないのだ。

「……おっと、アイツからエミリオを取り返す分も、残しておかなきゃな……」

　とはいうものの、次の一撃を避よけられるかどうかも怪しい。

『……これは、初めて目にしたその日から、使ってみたかった』

　Ｏオパールアルフが両手の指を絡め、前に突き出す。スカートが動き出し、爆弾を作り始めた。ガチャガチャと激はげしく動くプリカーダの作動音は、死神の足音にしては、騒そう々ぞうしい。

『クラスター地雷と、デイジーカッターの融ゆう合ごう爆弾──』

　ライアットが呟つぶやいた言葉の意味を理解し、オズワルドは目を剥むく。

　それは……避け切れない。

『ララのＯオパールアルフでは別々に放つ必要があったが、俺おれのＯオパールアルフならば一度に作れる』

　少しだけ、手を広げるＯオパールアルフ。その中にあったのは、二つの爆弾が組み合わさった黒い塊かたまり。それを持った腕を、Ｏオパールアルフは天高く掲げた。

『ロシェリア！　飛べ！　逃げるんだ！』

『ま、待って！　Ｄダイヤランページを──オズが──！』

『お、お姉ちゃん！　ワイヤーアンカーで吊つって逃げれば──』

『マイセル！　Ｔトルマリンマクスウェル出してよ！　可変電磁砲レールガンだけなら撃うてるから！』

『む、無理です！　時間が──もう！』

『オズ！　早く──走るんだ！』

　オズワルドはライトイーブンを杖代わりに歩き出す。Ｌラピスラズーリンも、弱り切った小鳥のように、少しだけ浮き上がった。

　そんな方法では、逃げ切れない。

　──ライアットが、全すべてを消し去る爆弾の名を叫んだ。

『グラウンド・ゼロ──！』

　爆弾が──

「くそ──ッ────………………」

　──落ちてこない？

『な……あ、が……オ、ズ……ワ、がが、エ、ミ……ぐ……』

　見上げれば、Ｏオパールアルフがグラウンド・ゼロを持ったまま固まっていた。全身を小刻みに震わせ、ぎこちなく腕を傾かたむけている。中からは、ライアットのくぐもった声が漏もれていた。

『あああぁぁぁああああああッ！』

　ライアットの絶叫と共に、Ｏオパールアルフの長い腕が、グラウンド・ゼロをカタパルトのように発射する。

　だが、それは地面ではなく、上空に向かって飛んでいった。

　グラウンド・ゼロは、その姿すら見えなくなったところで破裂。空を覆おおうような凄すさまじい爆ばく発はつが巻き起こり、天空に漂ただよっていた雲を軒並み吹き飛ばした。その衝しよう撃げき波はは地表にまで到達し、大地を揺らす。地面の砂が揺れ、跳ね、その上に立っていた人型重機シユタイン達は振動に耐たえ切きれずに膝ひざをついた。

「なにが……？」

　なぜグラウンド・ゼロを無駄にしたのか──オズワルドが顔を上げると、Ｏオパールアルフがゆっくりと降下してくるところだった。それは地面に降り立つと、ぎこちなく、こちらに向かって歩み寄ってくる。

『オズ……ワルド……さん……！』

　Ｏオパールアルフから発せられる、その声は──

「エミリオか!?」

『そう、で────僕、です』

　エミリオはノイズに遮さえぎられながら、絞り出すように言葉を紡つむぐ。

　彼が、ライアットの人格を抑えつけ、Ｏオパールアルフを乗っ取っているんだ。

『お願い……です。僕を──殺して、くだ……さい』

　Ｏオパールアルフが、軋きしむ音を立てながら両腕を広げる。

『早、く……お願……い、しま……す……』

「ま、待ってろ！　今心臓喰らいハートイーターを──！」

『間に、あいませ──。──もう、持たな──。──……殺し、て……』

　懇こん願がんするエミリオ。その声に、異変を察知した彼の部下も向かっている。

「もう少し踏ふん張ばれ！　あと少しだっ！」

『だめ……で──殺して……はや、く……！』

　歯を食いしばり、駆け出すオズワルド。前方のＯオパールアルフは、小刻みに動き、今にもライアットに支配されそうだ。

「エミリオッ！　しっかりしろっ！　姉貴を殺した奴やつに一泡吹かせてやれ！」

　脱水による口渇感で、喉のどが破れそうだ。だが、それでもオズワルドは叫び、Ｄダイヤランページを走らせる。

『エミリオ君！　殺してなんて言わないで！』

　涙混じりのエネットの声が響ひびいた。

『死んじゃうなんてダメ！　いつか美お味いしいご飯が食べられるようになるの、楽しみにしてたでしょ！　一緒に食べようって約束したでしょ！　だから、殺してなんて言わないで！　死んじゃうなんてやだよっ！』

　放たれた声は、ダイヤモンドのように澄すんでいて──

『──そう、だね……』

　エミリオの瞳ひとみに、光を差し込ませる。

　Ｏオパールアルフの動きが、停止した。

『そう……だよね……。僕、頑張ります……ッ！　ライアットなんかに、負けません……っ！』

　エミリオの声に力が戻った。Ｏオパールアルフは両腕を広げる。

『だから、オズワルドさん──』

　これなら、あとは心臓喰らいハートイーターで、彼を救える。

『させるかぁぁぁあああッ！』

　だが、エミリオの声を遮さえぎるライアットの絶叫。

『プログラム実行。承認者ライアット様。最終確認。ＹＥＳ──ＮＯ──ＹＥＳ──。実行開始』

　エミリオの発した機械音声に、皆、一いつ斉せいに表情を凍らせる。

『──ホイットニー・エミリオの人格を消去します──』

　人格消去プラグラム。

「やめろライアットォッ！」

　オズワルドは叫び、さらに速度を上げる。満まん身しん創そう痍いの機体から、壊こわれたパーツがバラバラと墜おちていく。これじゃ、たどり着く前にＤダイヤランページがバラバラになりそうだ。

『──５％──25％──41％──』

　エミリオの口が、自みずからを消滅させるカウントダウンを始める。

「心臓喰らいハートイーターッ！」

　オズワルドはキーホールのライトイーブンのワイヤーを引き絞る。すると、Ｄダイヤランページの腕からコネクタが飛び出し、心臓喰らいハートイーターが起動。二ふた叉またに裂けた刀身が、電気の刃を生み出した。

　心臓喰らいハートイーターの間合いまで、あと十歩。

『52％──64％──75％──』

　心臓喰らいハートイーターの間合いまで、あと五歩。

『80％──88％──95％──』

　心臓喰らいハートイーターの間合いまで、あと三歩。

『97％──99％』

　心臓喰らいハートイーターの間合いまで、あと一歩。

「エミリオォッ！」

　オズワルドは心臓喰らいハートイーターを操そう縦じゆう席せき目掛けて突き出す。

　──だが。

『１００％』

　数値は満ち足り。

『──プログラム終了。ホイットニー・エミリオの人格を消去しました──』

　エミリオは死に。

『この身体からだは、俺おれの物だッ！』

　ライアットが支配した。そして、目の前で動きを止めてしまったＤダイヤランページを殴りつける。──ナックルプリカーダ。受け身も取れずに倒れたＤダイヤランページは……起き上がらない。

『エミリオ君ッ！』

『そんな……そんな……』

　エネットの悲ひ鳴めい。ロシェの放心した声。やがて、Ｌラピスラズーリンからは空を切り裂くような泣き声が聞こえてきた。

　それをかき消すように響ひびく、ライアットの哄こう笑しよう。

『万策尽きたなオズワルド！』

　エミリオは死んだ。宝石からも人格が消えうせ、彼は本当にこの世に存在しなくなる。

　不条理な男に弄もてあそばれても、救いが一いつ切さいなかった人生でも、最後は必死にあがいて、殺された。

　愛する姉を守れず、愛する姉を殺し、愛する姉の仇かたきも取れず、死んでしまった。

　オズワルドは仰あお向むけになったＤダイヤランページの操そう縦じゆう席せきから、空を眺める。

　天空は晴天。グラウンド・ゼロによって雲を吹き飛ばされた、何もない青。そんな色の瞳ひとみを持った少年は、もういない。──風が吹くのが見える。傷ついた鼓膜じゃ、音も聞こえない。

　だけど、声が聞こえるような気がした。

　──オズワルドさん、剣の使い方を教えてください──

　昔、そんなことを言われた。

　──姉さんを、守れるような男になりたいんです──

　昔、そんなことを言っていた。

　──俺、強くなるよ──

　昔、そう言ったのは、まだ幼い自分だったか。

（馬ば鹿かだよな……俺に教えてもらったって強くなれねぇよ）

　親友も、昔の仲間も、弟分も。

（俺は、何も守れてないんだから……）

　空虚に支配されたオズワルドの口は、半開きのまま閉じない。

　そこが、小さな笑みをかたどった。

「…………バカな野郎だ」

　笑みを浮かべる口元の端はしが、裂けるように、吊つり上あがっていく。

『そうだな。エミリオめ……大人しくワールドハートに従っていれば──』

「──俺おれのことだよ」

　Ｄダイヤランページがゆっくりと立ち上がる。

「……いや、お前のことかもな」

　Ｄダイヤランページが腰を据える。

「──殺してやる──」

　大地を踏ふみ砕くだき、Ｄダイヤランページが駆け出した。わずか一秒にも満たない時間で、ライトイーブンの間合いまで切迫し──右足を振り上げた。そして、足底でＯオパールアルフの顔面を捉とらえると、力任せにその巨体を地面に叩たたきつけた。

『なぁっ！』

　驚きよう愕がくの声を上げるライアット。オズワルドはその声にますます笑みを深め、まるでゴルフスイングのようにライトイーブンを振り切った。

　カチあげられたＯオパールアルフ。とっさにブースターを噴ふん射しやして空に逃れようとするが、その前に上段から振り下ろされたライトイーブンに叩き落とされた。

　再び地に倒れたＯオパールアルフ。Ｄダイヤランページはその腹を踏みつけ、逆手に持ったライトイーブンを胸に突き当てた。刃が高速で回転し、装甲を削る。胸に裂傷が生まれた。オズワルドはライトイーブンを押しつけたまま前後に動かし、その傷口を抉えぐるように広げていく。

『この──死にぞこないがァッ！』

　Ｏオパールアルフが両手を突き出す。そこから発射された爆ばく弾だんに、Ｄダイヤランページは後方に吹っ飛んだ。背中から地面に倒れたＤダイヤランページ。その隙すきにＯオパールアルフは起き上がり、こちらの頭部を鷲わし掴づかみにする。

『楽には死ねないぞッ！　オズワルド！』

　そして、Ｄダイヤランページの頭部を地面に擦こすりつけたまま、Ｏオパールアルフが駆け出した。

　Ｏオパールアルフの手によって、地面で摩すり下おろされるＤダイヤランページ。頭は大地を削り、巨大な溝を作っていった。その間にも、Ｏオパールアルフのスカートが動き、爆弾を作る。生成された爆弾はＤダイヤランページを掴む掌てのひらから発射された。

　頭を地面に擦りつけられながら爆破されるＤダイヤランページ。まるで、地雷原を猛スピードで這はっているように、爆発のラインが生まれる。

『止とどめだッ！』

　ＤダイヤランページはＯオパールアルフに頭を掴まれ、持ち上げられる。胸に左手をあてがわれ、いっそう大きな爆弾が打ち出された。その爆風と衝しよう撃げき波はに、Ｄダイヤランページはぼろ屑くずのように宙を舞まい、受け身も取れずに墜つい落らくした。

「くっ……そ……っ……！」

　なんとかＤダイヤランページを立ち上がらせようとするオズワルド。だが、度たび重かさなる爆弾を受けすぎた機体は、もはや膝ひざ立だちになるだけでも一苦労。やっとの思いで立ち上がろうにも、ライトイーブンを構かまえた瞬しゆん間かん、その重さに耐たえ切きれずに膝ひざをつく。

　もはやＤダイヤランページは、ライトイーブンを杖つえ代わりにすることはおろか、何とかそれにしがみついている状態だ。

『壊こわれかけの機体で、よく俺おれのＯオパールアルフに傷をつけたな！』

　Ｏオパールアルフの両手を広げ、近寄ってくるライアット。

『だが、もう終わりだ！』

　プリカーダのスカートが動き、爆ばく弾だんを作り始める。

　同時に、離れていた二十体もの彼の部下が迫ってきた。

『せいぜい足あ搔がけオズワルド！』

　動くこともままならないＤダイヤランページは、完全に包囲される。




　集団で痛めつけられるＤダイヤランページ。殴られ、蹴けられ、投げられる。受け身も取れないまま地面を転がり、時々なけなしの力でライトイーブンを振るう。だが、当たらない。

　壊されるのは、時間の問題だ。

　助けられる機体は、もはやこちらにない。

「……エネット、飛ぶわよ」

　ロシェは涙をぬぐい、Ｄダイヤランページに視線を向けた。

「で、でもお姉ちゃん……武器が……」

「ええ、武器はないわ。……でも、機体ならある」

　ロシェの視線はＤダイヤランページの、さらに奥に注がれていた。

　そこにあるのは、乗り手を失った純白の機体。

「ララさんのＯオパールアルフ……！　だ、だけど動力宝石は……」

「ステルス爆ばく撃げき機きのがあるわ」

　それでも本来の出力は出ないし、飛行もできないだろう。武装のプリカーダも、ロシェに扱える代しろ物ものじゃない。そもそも、爆弾の通り道となる大砲がもぎとられているから、撃うち出だすことは不可能。……だが、今のＬラピスラズーリンよりはマシだ。

　エネットもそれを理解したようで、うなじのケーブルを正す。

「行くわよ、エネット！」

「うん！　お姉ちゃん！」

　Ｌラピスラズーリンが浮き上がり、空に向かって一気に翔かけ上あがった。敵の集団は、Ｄダイヤランページをいたぶるのに夢中だ。それとも、武装のないＬラピスラズーリンなど眼中にないのか。どちらにせよ、構わない。

　Ｌラピスラズーリンは敵の頭上を飛び越える。そして、仰あお向むけに倒れたララのＯオパールアルフが見えたところで高度を下げた。純白の機体に近づいていくと、ぽっかり開けっ放しになったハッチが目に入る。機体のカラーリングは白いのに、操そう縦じゆう席せきの中は鮮血で真っ赤だ。

　目を背そむけたくなる。だが、ロシェは歯を食いしばって操そう縦じゆう桿かんを押した。ついに、ＬラピスラズーリンはＯオパールアルフのすぐ傍そばに着陸する。カプセルハッチを開けて、エネットと共にＬラピスラズーリンの翼つばさに乗ると、そこからＯオパールアルフの操縦席に飛び移る。

「……ララ……」

　操縦席にいたのは、シートにもたれかかり、首を横に垂たらしたホイットニー・ララ。腹には穴が開き、鮮血がそこらじゅうに飛び散っている。死に顔は、髪の毛に隠れていた。

　ロシェはこみ上げてきた涙を、歯を食いしばって引っ込める。エネットは、顔を覆おおって、その前に膝ひざをついた。

　悲しんではいられない。ロシェは、ララの血が飛び散った操縦パネルに手をつく。モニターには、メイン動力が装着されていない警けい告こく文字が表示されていた。

「ステルス爆ばく撃げき機きの動力は……生きてるわね。これをＯオパールアルフのメイン動力に回せれば……」

　パネルに指を這はわせ、設定変更を試みる。だが、操作を受け付けてくれない。アクセスブロックがかけられている。

「エネット、何とかできない？」

「えっと、えぇと……」

　エネットはＯオパールアルフのケーブルをうなじに差し、パネルに指を這わせる。だが、モニターに現れるのはエラー文字のみだ。

「だ、だめ……！　ブロックが固すぎるの……！　解除するには、マイセルさんでも何時間かかるか……」

「そんな……」

　万策尽きた。最後の望みだったＯオパールアルフも動かせない。

　このままじゃ、オズワルドはなぶり殺しだ。

　ロシェは操縦パネルに両手をつき、うなだれる。歯はますます強く噛かみしめるが、目の奥からこみ上げてくるものは、もう止められそうにない。

「…………ぅ…………」

　その時だ。ロシェの脇わきから、腕が伸びてきた。

「え……？」

　伸びてきた腕が、血まみれの手が、パネルのキーをいくつか叩たたく。

　瞬しゆん間かん、アクセスブロックが解除された。

　それを見て、少しだけ笑う──ホイットニー・ララ。

「──ララっ！　あなた……生きて……！」

　瞳ひとみから、涙があふれた。ロシェは血に染まった彼女の手を握りしめる。だが、握り返してくるあまりにも弱々しい力が、もう命が潰ついえる寸前なことを教えてくれた。

　これが、彼女の最後の力なんだ。

「ロ……シェ……君、に……渡し……たい、ものが……」

　ロシェの手からララの手が離れる。彼女の手は、震えながら再びパネルに伸び、またいくつかのキーを叩たたいた。

　すると、副ふく操そう縦じゆう席せきのシートがスライドする。その床板が左右に開き、何かがせりあがってくる機械音が響ひびき始はじめた。

　やがて現れたのは、動力宝石を内蔵したケース。そこに収まっているのは、白く、小さな石。

　ステルス爆ばく撃げき機きの動力宝石。

「エネットの……宝石だ……」

「え……？　どうして、ステルス爆撃機の動力に……」

　口の端はしから血を流したララが、微ほほ笑えむ。

「オズに、殺ころして……もらったら……エミリオと一緒に……君に、渡すため……に、さ……」

　ロシェはハッと目を見開く。

　最初にステルス爆撃機に襲おそわれた時から、彼女はオズワルドに殺してもらう準備をしていたんだ。だから、Ｏオパールアルフではなくステルス爆撃機の方に組み込んでいた。あの時……エネットのブーストからも逃げ切ったスピードは、同じエネットの宝石を積んでいたから。

　ライアットは気づかないはずだ。ララは、エミリオに黙だまって死のうとしていた。だから、エミリオの前で宝石の換装は行わなかった。

　全すべては弟を愛し、自みずからの死で救おうとし、仲間に断罪してもらう覚悟があってこそ。

　ロシェを、友達と思ってくれていたからこそ。

「ララ……っ！」

　ロシェは優しく彼女の身体からだを抱きしめる。ララも、そっとロシェの頭を抱き、髪を撫なでた。

　冷たさを増す彼女の身体を、ロシェは最後まで温める。

「ララ！　ララ──っ！　ずっと……ずっと友達だから……！」

「ああ……ロシェ……」

　自分の髪を撫でる手が、弱まっていく。

「ロシェ……必ず……生き延びて……くれ……」

「うん……うん……！」

「可愛かわいい服……もっと……着るんだぞ……」

「うん……うん……！」

「オズを……頼れ……アイツは……良い奴やつだ……」

「わかってる……わかってるから……」

「また……一緒に……食事できなくて……ごめんな……」

　髪を撫でる手が、止まった。

　ララの頭が、ロシェの肩にもたれかかる。

　温かさは、もうない。

「ララ────ッ！」

　響ひびくロシェの絶叫。涙を流し、初めてできた友達の亡なき骸がらを抱きしめる。何度も何度も名前を呼んだ。もう答えてくれない。もう動いてくれない。

　やがて、ロシェはララを抱きしめる腕を解いた。涙をぬぐい、彼女が残してくれた宝石に近づく。ケースを開けて取り出したのは、エネットの宝石。

「ララにはもう……戦わせない……！」

　Ｏオパールアルフはここに置いていく。

「この宝石があれば……Ｌラピスラズーリンだって……！」

　希少宝石が合わせて三つだ。音の壁かべだって超えられる。戦いようはある。

「ううん、お姉ちゃん……もっといい方法があるよ」

「エネット？　なにを……」

　エネットは黙だまって自分の胸元を曝さらけ出だした。そして、胸板を外す。その中にあるのは、空洞が多い動力部。埋まっている宝石は、不純ダイヤモンドジルコニアとメノウの二つ。

「お姉ちゃん……ララさんが残してくれた私の宝石を……お願い……！」

「エネット……」

　ロシェは小さなオパールを握りしめた。

　この宝石は、最後の希望だ。

「……わかったわ……！」

　そして、三つ目のエネットの心臓をはめ込んだ。




　Ｄダイヤランページは、もはや立つこともできなくなっていた。足の駆動系が完全に割れている。もはや動かせない。動くのは、右手だけだ。絶望中の幸い。これだけあれば、ライトイーブンは握れる。オズワルドは意地でも離さない。

『さて、これ以上壊こわすとホープス社長の命令に背そむくことになるな。最後に、オズワルド……お前を殺して人格だけにしようか』

　Ｏオパールアルフの手が、操そう縦じゆう室しつのある胸部に伸びてくる。

『これだけ屈くつ辱じよくを与えてやったんだ。必ずや人格は不純ダイヤモンドジルコニアに宿るだろう』

「く、そ……っ！」

　伸びてくる腕を切り払おうとする。だが、ピクリと動かした瞬しゆん間かんにライアットの部下に踏ふみつけられた。もう抵抗などできない。

　──死ぬ。

『オズ！』

　空を何かが駆け抜けた。自分の名前を呼ぶのが先だったのか、それとも通り過ぎたのが先だったのか、わからない。

　ただ、飛行機が通過した音は、あとからやってきた。

『な、なんだ！』

　飛行機が巻き起こした衝しよう撃げき波はで、Ｄダイヤランページを取り囲んでいた人型重機シユタインが膝ひざをつく。Ｏオパールアルフも例外じゃない。見上げると、通り過ぎた飛行機は、はるか遠くで粒のようになっていた。

　それが、再びこちらに向かって迫ってくる。

　ただ、あまりにも早い。

『Ｌラピスラズーリン……？　あんな速度が出たのか……？　……いくら希少宝石が二つでも……まさか……！　Ｏオパールアルフの動力宝石は……っ！』

　Ｌラピスラズーリンが、再び通り過ぎた。頭上すれすれの低空飛行。音の壁かべを破やぶったＬラピスラズーリンは、二本足で立っていた人型重機シユタインを全すべて吹き飛ばす。

『オズ！　動かないでよ！』

「動きたくても動けないんだよ」

　Ｌラピスラズーリンが迫る。そして、機首からワイヤーアンカーを打ち出した。それはカギ爪づめをもってＤダイヤランページに喰くらいつき、その巨体を持ち上げる。

　そのまま二機は、一気に敵の包囲から離脱した。

「ロシェ……こりゃ一体──」

『詳しい話はあとよ！　──マイセル！　見えてる!?』

　ロシェが叫ぶと、イーストウッド号からマイセルの震えた声が聞こえてきた。

『ええ……ええ！　見えてますよ！　希少宝石が三つ……Ｄダイヤランページの不純ダイヤモンドジルコニアと合わせれば四つ！　とんでもない出力です！　街一つ分の電力くらいなら軽く担になえますよ！』

『出力統合も完かん璧ぺきだ！　Ｔトルマリンマクスウェルの準備も整ってるぞ！』

『マイセルさん……グスタフさん……それなら……っ！』

『ええっ！　行けますッ！』

「おい……お前ら……」

　呟つぶやいたオズワルドは、モニターを見てイーストウッド号からプログラムインストールが行われていることに気がついた。

　そこに書かれている文字を見て、目を見開く。

　だが、すぐに口元に笑みを浮かべた。

「……また、人の機体を勝手に弄いじりやがったな」

　オズワルドは、操そう縦じゆうレバーを握り直す。

「まぁ、いいか──Ｄダイヤランページの破損部位の代わりにはなる……！」

　モニターに映るマイセルが、グスタフが、トラヴィスが、シェリルが、エネットが──そしてロシェが頷うなずく。

『それじゃあ──』

　マイセルが、大きく大きく息を吸い込んだ。




『合体ですッ！』




　イーストウッド号の射出レールから、金色が飛び出した。Ｔトルマリンマクスウェルの主砲と操そう縦じゆう席せきだけだ。それが、Ｄダイヤランページに向かって真まっ直すぐ飛んでくる。

『いっくよー！　オズーっ！』

　Ｄダイヤランページが腕を失った左肩を突き出した。そこに、コネクタを取りつけたＴトルマリンマクスウェルがぶつかってくる。激はげしい衝しよう撃げきと、装着音。ＴトルマリンマクスウェルのコネクタがＤダイヤランページの肩と繋つながり、電動ボルトが自動回転して固定した。Ｔトルマリンマクスウェルの主砲が、Ｄダイヤランページの新たな左腕として蘇よみがえる。

『出力統合、調整、安定！　私は制御システム化します！　だから！　お姉ちゃん！』

『ええっ！　操縦は任せてっ！』

　しゃがみ込むＤダイヤランページの背中に、Ｌラピスラズーリンが舞まい降おりた。コックピット席が機底側に折りたたまれ、Ｌラピスラズーリンは翼つばさとブースターだけの形となる。そしてそのまま、Ｄダイヤランページの背中に接近。二機の表面が合わさった瞬しゆん間かん、互いからコネクタが飛び出し、連結する。コネクタは二機を引き寄せると、その表面を隙すき間まなく合体させた。

　Ｄダイヤランページのモニター。そこに映るエネルギー残量の針が、左右に行ったり来たりを繰くり返かえす。機体の状態を示す全体像は、まるで壊こわれたかのように「error」と「complete」とを点滅させた。

『届いてぇっ！』

　エネットが叫んだ。その瞬間、燃料計の針が右に振り切れる。全体像は光に包まれた。出力数値は目にもとまらぬ速さで上昇し、やがて「計測不能」の赤い文字が出てくる。

　モニターが、フェードアウトした。

　真っ暗になった画面に映ったのは、ダイヤモンドのように光る文字。

　──────Ｄダイヤエンゲージ──────

「……そいつが、お前の名前か……」

　Ｄダイヤランページのモノトーンボディを基調とし、背面に広がる翼は空の青。左腕には金色の弩ど級きゆう主砲。そして右腕には光を分かち合うものライトイーブン。

『合体しただと？　──しかし』

　Ｏオパールアルフのスカートが動き、爆ばく弾だんを生成し始める。

『しょせん壊こわれかけの三機が合わさっただけだ！』

　だが、爆ばく弾だんが撃うち出だされるよりも早く、Ｄダイヤエンゲージが膝ひざを曲げた。同時に背後のブースターが火を噴ふき、土煙を巻き上げる。そして、それを吹き飛ばしながらＤダイヤエンゲージは上空に向かって飛び立った。

「な、なによこれ……こんな巨体なのに、Ｌラピスラズーリン並みのスピードが出るじゃない……」

　驚きよう愕がくしたロシェの声が濡もれる。

　莫大なエネルギーを持つ希少宝石四つ──それに見合うだけの器うつわを手に入れた。

『撃ち落とせ！　お前達！』

　眼下のＯオパールアルフが部下達に指示を飛ばし、自分も爆弾を投とう擲てきする構かまえを取った。そして、地面から銃弾と爆弾が迫ってくる。

「これ、どうやって飛べば……」

「任せてオズ！」

　オズワルドの意思とは関係なく、Ｄダイヤエンゲージのブースターが稼か動どうする。そのまま巨体は宙返りし、空を翔かけ始はじめた。飛んでくる銃弾と銃弾の隙すき間まをすり抜け、下の誰だれかが放ったミサイルすら振り切り、Ｏオパールアルフが投げつけた爆弾も、爆発する前に遠く離れる。

　数百発の銃弾を撃ち出した人型重機シユタイン達。だが、Ｄダイヤエンゲージは傷一つつかないまま、空の上に停滞した。

「これだけ離れてるなら──」

　オズワルドはＤダイヤエンゲージの左腕──そこにドッキングされているＴトルマリンマクスウェルの砲身を突き出した。砲口を眼下の敵機に向け、片目を瞑つむる。

「射しや撃げきは苦にが手てなんだけどな……シェリル、狙ねらいは任せるぞ」

「もちろん！　えへへー、あたし自身が射撃補助システムなんだね！」

　弾倉がスライスバックし、薬室に宝石弾を送り込む。同時に砲身が二つに分かれ、激はげしいスパークを始めた。

「当たれよ──可変電磁砲レールガン！」

　オズワルドがトリガーを引くと同時に、砲口がトルマリン宝石粉を噴ふき出だし、それを追って電磁砲レールガンが発射される。一筋の雷光は、眼下の人型重機シユタイン一体を貫つらぬき、激しく痙けい攣れんさせた。

「──かーらーのーっ！」

　シェリルの含み笑いと共に、砲口が再びスパークを始める。

「──誘ゆう爆ばく可変電磁砲レールガン！」

　もう一発、電磁砲レールガンを放つ。──そこに、一つ前に放った電磁砲レールガンの残存電撃が引き寄せられた。二筋の雷光は合わさり、太く、強大になり、人型重機シユタイン一体を丸のみするほどの大きさをもって敵機に喰くらい付つく。

　──誘爆可変電磁砲レールガンとは、可変電磁砲レールガンを導みちびく電磁砲レールガン。つまり──

「あっはははははははははははははははははははははははははははははははははぁっ！」

　乱射魔トリガーハッピー。狂ったように誘ゆう爆ばく可変電磁砲レールガンを撃うち出だすシェリル。一発がもう一発を引き寄せて合わさり、さらに放った一発にまた引き寄せられる。撃てば撃つほど、電磁砲レールガンの残存電でん撃げきは太く、大きくなり、もはや遊ゆう石せき船せんを丸のみするほどの規格サイズをもって荒野を走り回る。

「敵機しか狙ねらえない射撃補助システムなんかついてたら、電磁砲レールガンを狙ねらって電磁砲レールガンを撃つなんてできないよねぇ!?　マイセル!?」

　トルマリン宝石粉を撃ち尽くしたところで射撃をやめる。それに伴い、大きくなりすぎた電磁砲レールガンは荒野のあちこちにバラけて消えていった。地表に残っているのは、電磁砲レールガンによって焼かれた人型重機シユタイン達。もはや、一体たりとも立っていない。

『たかが三機が合わさっただけで……なぜ──なぜっ！』

　ショートした人型重機シユタインの山の中から、Ｏオパールアルフが飛び出した。味方を盾たてにし、一撃を凌しのいだのか……それはブースターを噴ふん射しやさせ、一気に同じ高さまで翔かけ上あがってくる。

「わざわざ悪いな、苦手な空中戦をさせて」

　Ｄダイヤエンゲージがライトイーブンを突きつける。

『くっ……ララめ……アイツが入れ替えなければ……いつの間に……っ！』

「アンタには、一生分からないわ」

　ライアットが、歯ぎしりする音が聞こえてくる。

「エミリオを人質にした時点で、ララはいつでもアンタから弟を守る決意をしていたのよ」

「そして……エミリオを殺したお前には、もう、俺おれ達を止める術すべはない」

　エミリオの人格も、エネットの宝石も、ライアットは持っていない。

　オズワルド達が守りたいものは、何一つ持っていないのだ。

　ならば、ここで決める。

「全力で飛ぶわよ」

「ああ──一撃だ」

　Ｄダイヤエンゲージが空を翔かけ出だした。ライトイーブンを構かまえ、一直線に風を切り裂いていく。そこに投とう擲てきされるプリカーダ製の爆弾。

　だが、Ｄダイヤエンゲージはスピードを上げる。──エネットブースト。急きゆう激げきに加速した機体は、投げつけられた爆弾の脇わきをすり抜ける。爆発するよりも早い、接近。ライトイーブンのダイヤエッジが空に光の線を描く。

　──ライトイーブンの、回転音が消えた。

　──エネットブーストの轟ごう音おんも消えた。

　──Ｄダイヤエンゲージは今、音の壁かべを破やぶった。

　突き出したライトイーブンの刃が輝く。太陽の光を受けて七色に輝きながら、Ｏオパールアルフへと迫る。突き出されるナックルプリカーダ。

　だが、遅すぎる。

　ライトイーブンが、Ｏオパールアルフの腹部にめり込んだ。

　刃の回転。削られる装甲。飛び散る火花。

　エネットブーストと、ダイヤの回転刃は、瞬まばたきする間にＯオパールアルフの腹部を切断した。

『──────』

　声にならないライアットの絶叫。分断された下半身は重力に導みちびかれて落下していく。残ったのは上半身のみ。それすら漏ろう電でんに覆おおわれ、黒煙を上げ、壊こわれゆく。

『……にッ……あ……た……』

　切断面からケーブルや接続部品を撒まき散ちらしながら、Ｏオパールアルフは──

『──間に合ったっ！』

　残った上半身で、Ｄダイヤエンゲージにしがみついていた。

　その手にあるのは、二つの爆ばく弾だんが合わさった融ゆう合ごう爆弾。

　グラウンド・ゼロ。

『ただで死ぬものか！　道連れだ！　グラウンド・ゼロからは逃げられない！』

「……逃げるつもりなんて、ないさ」

『物わかりが良いなオズワルド！　このまま一緒にあの世へ行こうじゃないか！』

「いやだね」

　Ｄダイヤエンゲージは、Ｏオパールアルフの胸にライトイーブンを突き立てた。

『それは……』

　そして、ライトイーブンのワイヤーを引き絞る。

「一人で行ってくれ」

　その瞬しゆん間かん、鍔つば元もとから飛び出すブースター。

　ライトイーブン・荒削りプリフオーム。

『なっ!?』

　ブースターが火を噴ふく。その推進力で、しがみつくＯオパールアルフを無理やり引ひき剝はがした。それでも荒削りプリフオームは止まらない。Ｄダイヤエンゲージの手を離れた荒削りプリフオームは、まるでロケットのように、Ｏオパールアルフの身体からだを上空へ上空へと押し上げていく。

『ぬ、抜けない！　抜けないっ！　抜け────ああああああああああああっ！』

　Ｏオパールアルフの姿は、ついに粒ほどの大きさとなる。

　太陽の日差しよりも明るい光が、一瞬だけ瞬またたいた。

　同時に、空気が歪ゆがむほどの衝しよう撃げきが、はるか上空で円形に広がっていく。

　粉々になり、拡散するＯオパールアルフの破片。

　それに混じり、ダイヤモンドが降ってきた。

　──ライトイーブン──

　オズワルドは落下してきたそれを掴つかむと、肩に担かついで空を見上げる。

　雲一つない晴れた空からは、機体の破片と、砕けたオパールの雨が降っていた。




　オズワルドはタバコに火をつける。吸い込み、重たい煙を肺に感じたところで、口からゆっくりと目の前の十字架に向かって吹きつけた。

　彼は今、ロシェとエネットと一緒に、Ｏオパールアルフとの決戦跡にいた。目の前には土を掘り返したような地面があり、その上に十字架が立っている。

　その下に埋まっているのは、ララとエミリオの遺体だ。

　戦いが終わったオズワルドは、ロシェとエネットの希望もあり、二人の遺体をこの場所に埋めた。そして、瓦が礫れきの中から鉄板を取り出し、ライトイーブンで十字架の形にカットしたものをそこに立てたのだ。

「オズ……十字架……ありがとう……」

　十字架の前に膝ひざをついたロシェが、こちらを見ないまま言う。オズワルドは彼女を見下ろすが、顔は俯うつむいて表情は見えなかった。

「……大したことじゃないさ」

　オズワルドはライトイーブンを地面に突き立てると、それにもたれかかり、空に向かって煙を吐く。

　──風が吹いた。タバコの煙が煽あおられ、目に飛び込んでくる。オズワルドは、顔をしかめて下を向いた。すると、ちょうどロシェの髪が風に靡なびき、その横顔が見えてしまう。

　滴しずくが、頬ほおを伝っていた。

「オズ」

「ん？」

　ロシェはオズワルドの名前を呟つぶやいた後で、しばらく沈ちん黙もくし、それから震える声を漏もらした。

「友達と別れるのって……辛つらい……」

「……そうだな」

　タバコをくわえ、墓を見下ろす。煙が顔に掛かり、十字架と、その前にしゃがみ込むロシェの姿をぼやけさせた。煙の奥にいる彼女は、目を擦こすり、肩を震わせる。

「オズは……こんな辛さを、ずっと抱えていくの……？」

「……そうだな」

　息を吸い込み、紫煙を吐き出す。吸いなれたはずのタバコの煙が、やけに重く肺に残る。吐いても吐いても、口から出ていくのは煙だけで、自分の中の重さは出ていかない。

　彼女も同じなのだろうか。瞳ひとみから滴を、零こぼしても、零しても、喉のどの奥につっかえた重みが出ていかないのだろうか。

「オズは……泣いたりしないの……？」

　目に煙が入った。

　オズワルドは、そっと目を瞑つむって言う。

「そうだな」

　ロシェがこちらを振り向き、涙をにじませながら、寂しそうに微ほほ笑えんだ。

「強いのね」

「そうでもないさ……」

　オズワルドは彼女から視線を逸そらし、人型重機シユタインの破片が散乱する荒野を眺めた。

　その時、燃費が悪そうなエンジン音が聞こえてくる。見れば、イーストウッド号に積載されたジープがやってくるところだった。壊こわれた人型重機シユタインを回収するためにグスタフの工場へ行っていたのだが、ようやく戻ってきたらしい。

　ただ、その荷台には、山のように花が積まれている。

「おまたせしました。グスタフさんの所の人達は、あとちょっとで来てくれるそうです」

「そうか。……で？　なんだその花の山は？」

「あたしが買ったんだよ！」

　花の山の中から、シェリルが顔を出す。

「お墓には花が必要だって、シェリルさんが……」

　ため息をつくマイセルをよそに、シェリルは荷台から花をホイットニー姉弟の墓に向けて、ポンポン放り投げていた。殺風景だった姉弟の墓は、みるみる色とりどりの花に埋め尽くされていく。

「……ケチなトラヴィスが、よく許したわね」

　いつの間にか涙をぬぐっていたロシェがそう言うと、トラヴィスはジープのダッシュボードの上に足を乗せ、タバコに火をつけた。

「馬ば鹿かめロシェリア。金というものはな、こういうことに使えるから価値があるんだ」

　そう言いつつトラヴィスは背後を振り向き、頬ほおを引きつらせる。

「……まぁ、これはやりすぎだけどな」

「なんでよー！　いっぱいあった方がいいじゃん！　花の種も買ってきたんだから！　エネットちゃんも植えよー！」

　シェリルは花の種が入った小袋をエネットに向かって放り投げた。それを受け取ったエネットは、ロシェを見上げ、優しく微ほほ笑えむ。

「お姉ちゃん、植えよ？」

「そうね……そうしましょ」

　ロシェも微笑み返し、小袋から種を取り出して、エネットと一緒に墓の周りに植え始めた。ララとエミリオを取り囲むように、一粒ずつ、丁てい寧ねいに植えていく。

「えへへー。何年後かには、ここだけお花畑になるね！」

「シェリルさん。こんな枯かれた土地で、花なんか咲くわけな──あいたっ！」

　言いかけたマイセルの頭をトラヴィスが叩たたく。それから彼は、空になったジープの横を指さした。

「ほら、終わったら船に戻るぞ。作業員が来るまで、船の片づけだ。爆ばく発はつの衝しよう撃げき波はで船の中がしっちゃかめっちゃかになっているんだからな」

　トラヴィスの言葉に従い、花を植えた面々はジープの荷台に乗り込んでいく。

　だが、オズワルドはその場から動かなかった。

「……オズ？」

「ん？　ああ……先に行っててくれ。俺おれはもう一本吸ってから行く」

　オズワルドは吸っていたタバコをもみ消し、新たに一本取り出した。

「……そう。ゆっくり吸いなさいよ」

「ああ」

　ゆっくりと、ジープがイーストウッド号に向かっていく。その車体がタラップを上って船内に消えたところで、オズワルドはタバコに火をつけた。

　それから花畑となった大地を進み、墓の前までやってくる。

「少し……休ませてもらうぞ」

　オズワルドは十字架を背もたれ代わりにして、その場に座り込んだ。

　ふと下を見れば、鮮あざやかな青色の花が咲いている。花の名前など知らないが、その色はオパールとよく似ていた。

　──ふと、思い出す。

　オパールの石言葉は、「希望」。

　ララは、エミリオの病気を治すという「希望」を持ってワールドハートに入った。

　だが結局、ララはワールドハートの「希望」どおりに使われてしまう。

「今のお前らに希望があるとすれば……」

　オズワルドはオパールに似た花を一本摘つまみ上あげ、それを放り投げる。

「あの世で二人一緒になれることか……」

　オズワルドはタバコの煙を吐き出し、空を見上げた。

「安らかにな」

　──安楽──

　それは、オパールのもう一つの石言葉だった。






　終章　いつか帰る場所







　Ｏオパールアルフとの戦せん闘とうから一週間。傷ついた人型重機シユタインの修理もようやく終わりを迎えた。

　とうとう、キバラを発たつ時である。工場の前では、そこに停とめられたイーストウッド号に、修理した機体が搬入されている。Ｔトルマリンマクスウェル、Ｌラピスラズーリン……そして、あるがままのＤダイヤランページ。イーストウッド号後部の格納庫入り口では、トラヴィスが両手を自分の方に振りながら、人型重機シユタイン達を乗せた貨物車両を誘ゆう導どうしている。

　その光景を見ながら、オズワルドはタバコをふかし、隣となりのマイセルは寂しげに微ほほ笑えんでいた。

「そんな顔するな、坊主」

　ふと、背後からやってきたグスタフがマイセルの頭に手を置いた。彼を見上げたマイセルは、恥ずかしそうに指先で頬ほおを掻かく。

「いえ……なんだか、この工場と別れるのが寂しくなっちゃいまして……」

「何が寂しいだ。ここにいたって、お前はもう得る物がない。……Ｄダイヤエンゲージ。それぞれの機体を集約し、パイロットの得意分野に特化した操そう作さ性せい……見事だった。胸を張っていいぞ。お前は……もしかしたらベルを超えられるかもしれないな」

「そんな……ありがとうございます……！」

　はにかむ笑みを浮かべるマイセル。──と、そこにトラヴィスの「マイセル！　こっちを手伝え！」という声が聞こえてきた。マイセルは慌てて返事をすると、グスタフに頭を下げ、彼の元へと走っていく。

　そんなマイセルの後ろ姿を見送った後で、オズワルドは盛大に口から煙を吐き出した。

「ずいぶんとアイツを買うじゃないか」

「素直で真ま面じ目めなメカニックだからな。ベルとはタイプが違うが、純粋で真まっ直すぐなところは同じだ。……どっかの誰だれかとは大違いだよ」

　グスタフがしかめっ面つらでこちらを向いてきたので、オズワルドはへらっと笑って額ひたいに手をかざし、キョロキョロし始める。

「そのどっかの誰かってのはどいつだ？」

「……なんでこう人を苛いら立だたせる男に育ったのか。その性格は死ななきゃ直らんようだな」

「じゃあしばらくは無理だな。気長に待ってくれ」

「馬ば鹿か言え。そんな呑のん気きに待っていたら、先に俺おれの方にお迎えが来ちまう」

「怒ど鳴なり返かえせよ、そんなもん。得意だろ？　怒鳴るの」

「ああ、得意さ。拾ったクソガキが悪さばっかりするせいで、すっかりな」

　グスタフがまたもしかめっ面つらで睨にらんできたので、オズワルドは素知らぬ顔をする。

「オズー！　そろそろ出発よー！」

　と、その時。イーストウッド号のデッキにロシェが現れ、こちらに向かって手を振ってきた。見れば、いつの間にか搬入作業は終了している。オズワルド以外は全員船の中に入っており、デッキにはロシェ以外にも、エネットやイーストウッドクルーまで集合していた。

　いよいよ、お別れだ。工場の前には、作業員達も集まる。

「ほら、行けよ。怒ど鳴なり返かえされたいか？」

「勘弁してくれ。やっと鼓膜が治ったんだ。……じゃあな、ジジイ」

　オズワルドはタバコをもみ消した。そして新しい一本をくわえ、イーストウッド号に向かって歩き出そうとする。

「オズ！」

　だが、ふいに呼び止められた。振り返ると、グスタフがライターをこちらに向かって差し出している。

　オズワルドは薄く笑うと、タバコを指で挟んで押さえ、腰を屈かがめた。

　いつのまにか、自分を拾って育ててくれた男は、ずいぶん小さくなっている。

　ライターに火が点ともり、オズワルドのタバコの先せん端たんを赤く燃やした。

「死ぬなよ」

「ああ」

　オズワルドは火がついたタバコをくわえ、グスタフに背を向けた。

　背後から、グスタフの怒鳴り声が聞こえてくる。

「生きて、またここに帰ってこい！」

　帰る場所なんて、どこにもないと思っていたのに。

　オズワルドは振り向かず、片手を上げてみせた。




　「……実は、これから旅を続けるにあたって、皆さんに一つ提案があるんです」

　グスタフの工場を離れ、キバラ峡谷を進むイーストウッド号のブリッジで、唐突にマイセルが口を開いた。

「Ｄダイヤエンゲージのことなんですが……」

　マイセルは両手を握りしめる。

　そのただならぬ様子に、一同は口をつぐんだ。

　希少宝石を四つも使い、エネットのサポートをフル活用し、三つの人型重機シユタインを合体させた機体──前例のないスペックは、何が起こるか予想もできない。

　船内は静かになった。

　皆が注目する中で、マイセルが声を張り上げる。

「Ｄダイヤエンゲージの名前を、『輝石合体　アダマイオス』にしませんか!?」

　マイセルの声の残ざん響きようが漂ただよう。

　聞こえるのは、イーストウッド号のエンジン音だけ。

　空気は張りつめているが、その中にいるオズワルド達の表情は、辟へき易えきしていた。

「……ダサい」

「恥ずかしくて乗りたくないわ」

「その名前なら、船に置くのすらお断りだ」

「もっと可愛かわいいのがいい！」

　満場一致の否決。しかしマイセルは引き下がらない。

「なんでですか！　格好いいじゃないですか！　何が気に入らないんです？　──わかりました！　譲じよう歩ほしましょう！　『宝玉機神　ジュエリオン』ならどうです！」

「いや、もうＤダイヤエンゲージでいいじゃないか……っていうか、Ｄダイヤエンゲージって名前だってお前が付けたんじゃないのか？」

　呆あきれながらオズワルドが言うと、マイセルは目を丸くして首を傾かしげる。

「え？　僕じゃないですよ？」

「そうなの？　モニターにＤダイヤエンゲージって出てきたからてっきり……」

「あ、あの……」

　と、そこでエネットがおずおずと手を上げた。

「え……？　もしかしてエネットが付けたの？」

「いえ……。えっと……あれは、ベルナルトさんが付けたんです」

　全員の驚おどろいた声が重なる。

「私が四つの希少宝石を繋つなぎ止とめる時、Ｄダイヤランページの動力宝石の中にいたベルナルトさんに会ったんです。その時に、教えてくれました」

　エネットは、自分の胸に手を当てる。

「昔は、ダイヤモンドが婚約の証あかしだったって。三つの機体を合わせる──合体エンゲージを可能にする要かなめは、私の中にあるダイヤと、Ｄダイヤランページの中にあるダイヤが、引き合うからだって。……だから、Ｄダイヤエンゲージが良いって……」

　エネットは、そう言って微ほほ笑えんだ。

「……決まりだな」

　オズワルドが呟つぶやくと、一同は納得したように頷うなずいた。

　ただ、マイセルだけが「アダマイオス……」と未練がましく呟いている。

「もーっ！　マイセルしつこい！　……でもダイヤって婚約の証だったんだねー」

「まぁ、普通は知らないよな。宝石職人の間じゃ有名だったんだ。ダイヤを指輪なんかにして──ん？　この話、前にもしたような……」

　あっ、と思い出し、オズワルドはロシェを向く。すると、同じタイミングで彼女もこちらを向いていた。

　ただし、ロシェの顔は妙に赤くなっている。

「そ、そう言えば……これ……」

　ロシェが、震える手でポケットから小さな石を取り出す。

　少し前にオズワルドから飴あめ玉だまと交換で貰もらった、ダイヤモンドだ。

「あーっ！　ロシェちゃん、それオズから貰ったの？　いえーい！　ひゅーひゅー！」

「い、いや！　違うからね！　そういう意味で欲しいって言ったんじゃないんだからね！　なんとなくよ、なんとなく！　──ちょっとオズ！　なに笑ってるのよ！　返す！　これ返す！」

　ロシェはダイヤモンドを差し出してくるが、オズワルドは手を出さない。

「それはお前にやったんだ。返されたら、飴玉も返さなくちゃいけないだろ？」

「なっ！　別にいいわよそんなの！　なんでそんなところばっかり律りち儀ぎなのよ！」

「そりゃ、お前が嫌いやがるからに決まってるだろ？」

「性格悪いにもほどがあるでしょ！」

「そう言うな。男は好きな女に意地悪したくなるのさ」

「だからって────え……？」

　ロシェの動きが止まる。同時に、ブリッジの中も静かになった。トラヴィスはソファの上でズッコケ、マイセルのメガネはずり落ち、エネットは口に手を当て、シェリルは指笛を吹く姿勢で固まっている。

　まるで時間が止まってしまったような船内。

　その中で、オズワルドがタバコに火をつける。

「──特に単純な女にはな」

　時間が動き出す。納得したように息を吐くクルー達。

　ただ、ロシェだけがさっきとは別の意味で顔を赤くし、小さなダイヤを握にぎり拳こぶしの中に収め、震わせた。

「このロクでなし──っ！」

　静けさ一変、騒さわがしくなるイーストウッド号の中。

　このメンバーの中に、あの二人が交ざっていたら、どうしただろうか？

　きっと、笑うに違いない。

　そう思うから、オズワルドも小さく笑った。


See  You  Next!!








　あとがき




　私が小説を書くようになったのは、「好きなシリーズ物の続刊が買えないから、自分で書こう」と思ったことがきっかけでした。

　当時の私は誰だれもが認める洟はな垂たれ小僧。小説（というよりは児童書）と駄だ菓が子しのどちらにお小こ遣づかいを使うか天てん秤びんにかけ、あっけなく食欲に流された結果なのです。

　あれから十数年。現在ではこうして商業作品として、自作の続刊を書く機会を得えることができました。これも読者の皆様のお力ちから添ぞえがあってのこと。どうもありがとうございます。




　そう言えばですが、幼い頃ころの私は、シリーズ物の小説ばかり読む子供でした。どんな面おも白しろい作品を読んでも、満足の後には「終わっちゃったかー」という寂さみしさが残ります。一度好きになった登場人物たちの話をいつまでも追いかけていたい──そう思うから、一巻完結の作品にはなかなか手を出さなかったのです。

　物語が終わった時の、あの友達がいなくなってしまったような感覚は、子供心には何とも耐たえ難がたい。




　さて、話は変わりまして、今回は平成24年の３月から４月頃にかけて行われた「読者参加企画」で集まったアイデアを作中に盛り込んでおります。参加してくださった方々、ありがとうございます。全すべてのアイデアを書けなかったのはとても残念ですが、どれも執しつ筆ぴつするにあたって元気を貰もらえました。




　最後にお礼を。

　担当編集の粂くめ田たさん。打ち合わせの度たびに「あーでもないこーでもない」とやる私に粘り強くつき合って一緒に考えてくださり、頭が下がるばかりです。ありがとうございます。

　イラストレーターのTeaテイーさん。いつも素敵なイラストをありがとうございます。一個人としても楽しみにしています。

　家族や幼おさな馴な染じみをはじめとする友人たち。「作品を楽しみにしている」と仰おつしやっていただいた方々。

　そしてなにより、読者の皆様。ありがとうございます。今後も、「登場人物の話を追いかけてみたい」と思っていただけるような作品を書けるよう、努力していきたいと思いますので、どうかよろしくお願ねがい致いたします。


末すえ羽ば　瑛えい
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末すえ羽ば 瑛えい

福島県出身。２０１１年「Let it BEE!」でデビュー。打ち合わせ中に熱が入ってくると、訛りが出てしまう。しかし編集さんに「普段から訛ってますよ」と言われて愕然。……わたすは標準語で喋ってるつもりなんだげどもなぁ。
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Tea

沖縄県在住のフリーの絵描きです。そろそろ本気で関東進出を企んでみたいけれど元手が……とにかく今はどんどん描くのみです！
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